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			第一章　委員長の秘密

			


			　教室には、不満の生み出す淀んだ空気が蔓延していた。急に延長になった放課後のホームルームに、居並ぶ女の子たちが苛立ちを蓄積させていく。

			　麻あさ倉くら真ま桜おも、一番後ろの席で頬杖を突きながら欠伸を噛み殺した。そして、漫然とした眼で教壇に立つひとりの女生徒を眺める。委員長である彼女はクラスメイトに背を向け、古びた黒板にチョークを走らせていた。カツカツと文字と連ねる甲高い音だけが、だらけたクラスの中で唯一気を張っている。

			　三週間後に迫った「宿泊学習会」についての話し合いを、今から始めたいらしい。

			　それは、この女子校の二年生に課せられた伝統行事。その名の通り、どこかの施設に強制連行され、二泊三日で勉強漬けにさせられるという。勉強が趣味のような優等生には遠足以上のお楽しみらしいけど、大半の生徒は憂鬱な地獄行き気分。当然、真桜は後者。というか、板書している彼女以外、このクラスはみんな憂鬱組なんじゃないだろうか。

			「それでは、宿泊学習会の係を決めます」

			　委員長が綺麗な姿勢でくるりと振り返った。肩で切り揃えた髪が軽く揺れる。その艶々とした輝きは、真桜の眠たげだった眼を、一瞬だけ見開かせた。
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			（やっぱ、黒髪っていいなぁ……）

			　軽く波打つ自分の毛先を指に絡めながら、声に出さずに呟く。

			　このウエーブや茶髪は、パーマでも染色でもなく生まれつき。誤解されないように、校則違反でない旨を学園に届け出ている。でも把握しているのは担任教師くらいで、校門で身だしなみの抜き打ち検査なんてあると、そのたびに説明する羽目になって、非常に面倒くさい。だからといって、黒く染めるのも負けたみたいな気分で嫌。なにに負けるのか自分でも分からないけれど。

			　真ん丸な眼や上がった口角も、生活指導の先生にはいたく不評。真顔をしていても笑っているように見えるらしく、これまで何度「ニヤニヤするな」と言われたことか。

			（まあ、制服をちゃんと着てないのが注意される一番の原因なんだろうけど）

			　ブレザーのボタンは、ほとんど閉めたことがないし、ブラウスの裾もスカートから出しっぱなし。ただ、この格好でも、まだ校内向けにおとなしくしている方。放課後ともなれば、校則で禁止されているネックレスなどのアクセサリーを身に着け、襟元なんかを胸の谷間が見えるくらいに開けてみる。教師に容姿でガミガミ言われる反動、というわけでもないけれど、窮屈さから解放されたい気持ちがあるのは否定しない。

			　それに比べて委員長ときたら、黒髪に切れ長の鋭い眼、規則通りの制服と、まるで真面目を絵に描いたようで羨ましい。不真面目っぽい外見の真桜とは正反対。

			　とはいえ、別に彼女のようになりたいと思っているわけではなかった。

			「宿泊中は、生活の一切を全員で役割分担する決まりになっています。まず食事係。これは食事の時の配膳と食器の回収です。次に点呼係。学習前、就寝時等に、人数が揃っているか先生方に報告します。それから……」

			　委員長が、事務的に、板書した内容を説明する。彼女の無機質な口調や、時間をかけた丁寧すぎる段取りは、早く帰りたい人たちのイライラをさらに刺激した。

			「そんな解説どうでもいいから、早く決めちゃってよー」

			「それよかさ、全部委員長がやってくれたら楽なんだけど」

			「あはは、それがいいんじゃない？」

			　ひとりの女子が早々に話し合いを打ち切ろうとする。別の生徒がまぜっかえし、クラスの中が騒々しくなっていく。ただでさえ勉強漬けを嫌がっているのに、さらに面倒な係仕事にまで積極的になれるわけがない。

			　この係決めは、本当なら朝のうちにやるはずだったらしい。それを担任教師が忘れていたせいで、急遽、放課後に行われることになった。別に明日でもよかったんだろうけど、生徒たちに責められた担任は、進行を放棄して早々に退散。丸投げされた委員長が、クラスメイトの理不尽な不満を一身に浴びることになった。

			　しかし彼女は少しも動じることなく、冷静に対処する。

			「委員長には、自分のクラスの監視役が課せられています。これは、毎年必ず宿泊施設から抜け出す生徒がいるためで、他の係との兼任はできない決まりになっているそうです。早く帰りたいのであれば、騒ぐのではなく協力してください」

			　淡々と論破されて、生徒たちは口を曲げて黙り込んだ。確かに、さっさと決めてしまえば早い。だけど委員長の正論っぽい言い方に反発を覚えて、従う気になれないでいる。なにより、非協力的なクラスメイトを前にしても平然としている態度が、まるで見下されているみたいで、感情的になっている女の子たちを余計に頑なにさせていた。

			（うーん……。付き合ってらんないなぁ……）

			　真桜は机に突っ伏しながら伸びをした。みんなの不平不満には同調するけど、この調子では、いつまで待っても終わらない。

			「はーい。あたし、お布団係しまーす」

			　静寂の中、注目を浴びるのを覚悟で声を上げる。ひらひらと手を振る真桜に、委員長は表情を変えることなく、少しだけ意外そうに小首を傾げた。協力しろとは言ったものの、まさか率先して発言する者がいるとは思わなかったんだろう。

			「分かりました。麻倉さんは布団係で。……他には？」

			　委員長がクラスを見渡す。真桜の発言をきっかけに、次々と希望者が──となるかと思えば、そんなことはなかった。

			


			「んもーっ、なんで委員長が勝手に決めるのさーっ！」

			　ファーストフード店の片隅で、友達の愛まな実みが、コーラのストローを咥えながら唇を尖らせる。さっきのホームルームで、真っ先に委員長に噛みついた娘だ。小柄で吊り気味の丸い眼、くせっ毛のショートヘアのせいで、猫みたいだとよく言われている。

			　結局、あの後も話が進まなかったので、委員長が独断に近い形でほとんどの係を決めてしまった。愛実はそれが気に入らず、ホームルームを解放されてからも、ぶーぶー文句を言いっぱなし。

			「だったら、真桜みたいに希望を出せばよかったのに。黙ってる方が悪いんでしょ」

			　もうひとりの友達、遥はるかが、澄ました顔でたしなめる。長身で巨乳、黒いロングヘア。垂れ目が気だるげで、子供がそのまま大きくなったような愛実よりは大人っぽく見えるけれど、実は極度の面倒くさがりで、もの憂げな雰囲気がそう錯覚させるだけ。

			「わたしは愛実と違って、係とか別になんでもよかったしー」

			　なんて感じで、呑気にポテトを口に運ぶ。同調を得られず、さらに不満を募らせた愛実が、恨みがましい眼で真桜をギロリと睨んできた。

			「むーっ。なんで真桜りんは委員長の味方なんかしたのさー」

			「え、あたし!?」

			　矛先を向けられて、喉を通過中のジンジャーエールでむせる。

			「別に味方なんてしてないよ。変なのを押しつけられる前に、楽そうなやつを取っちゃえって思っただけ。それにさー、委員長イジメて、あと何時間教室に籠ってるつもりだったのさ。そんなに付き合わされるのなんて、あたしヤだしー」

			　真桜にまで見放され、小柄な親友はテーブルに顎を乗せてふてくされた。

			「あたしもそうすればよかったー！　あー、点呼係なんかやだー！　あれって、部屋を回って人数数えて、先生に報告して、しかも不在の人がいたら探せってやつじゃん。ちょー面倒くさいやつじゃーん!!」

			　確かに、真桜もそれが一番面倒そうだと思っていた。もし脱走犯なんかのトラブルが起きたら、寝る前に走り回ることになるわけだし、先生のしかめっ面にも付き合わなければならない。布団の上げ下ろしの単純作業に比べたら、精神的負担は遥かに大きそうだ。そうでなくても、ただでさえ成績に難のある愛実は先生からの覚えが悪い。直接の接触があるような係は避けたかったはずで、駄々を捏ねるのも理解できなくはない。

			　とはいえ。真桜にとってはまったくの他人事なので、頭を抱えて突っ伏す愛実の肩を無責任にぽんぽん叩いて慰めた。

			「まあまあ。遥も同じ点呼係でしょ？　なにか問題が起きたら任せちゃえばいいよ」

			「えー。わたし愛実のお世話係じゃなーい」

			　その遥も、訳が分からないといった顔で惚ける。彼女は彼女で、愛実に押しつけるつもりだなと心の中で苦笑する。そんな親友の悪巧みに気づきもしない当人は、テーブルに置いたカップに手を添えもせず、ストローを咥え込んだ。

			「あたし、宿泊学習会サボろうかなぁ」

			「それはやめておいた方がいいよ。これって、学園的に結構重視されてるイベントらしくて、ちゃんとした理由なしに休むと内申書に響くらしいって、知り合いの先輩がそんなこと言ってたらしいよ」

			　もっともらしく遥が忠告するけれど、また聞きの上に「らしい」を三回も重ねている。なんとも信憑性に欠ける情報ながら、サボったらまずいのは、その通りなんだろう。愛実はいかにも不満げに眉を寄せ、空になったカップをいつまでもズルズル吸い上げる。このまま鬱状態が続くのも可哀想だ。

			「よしよし。恨むなら委員長を恨め。愛実に面倒を押しつけたアイツが悪い」

			　親友を憐れんだ真桜は、仕方がないので、この場にいない委員長に悪者になってもらうことにした。

			「うん、そうだね。ひどい人だね」

			　遥もそれに便乗する。自分たちの方がよほどひどいことをしているなとも思ったけれど、親友を慰めるためだ。ここは彼女に泥を被ってもらおう。

			「そうだそうだ！　なんもかんも委員長が悪い！」

			　すると、真桜たちの思惑通りに怒りの矛先を得た愛実が、猛然と抗議するようにテーブルをバンバン叩いた。

			「点呼なら監視役の委員長がすればいいのに！　それにさっ、なんでお泊まり中に携帯持ってちゃいけないの？　あれはＪＫの生活ひ……ひつ、ひちゅじゅ品よ！　うちらに死ねって言ってるのと同じよ！」

			　生活必需品と言いたいのだろうけど、無理に難しい言葉を使おうとして噛みまくる。それはともかく、携帯禁止の規則については、さっきのホームルームでも一番激しいブーイングが起きた。厳密には所持ではなく使用禁止なのだけど、貴重品として預けることになるらしく、結局は同じこと。

			　もちろんそれは、学習に集中させるために学園側が決めたルールであって、ホームルームでどれだけ文句を並べようとも意味はない。けれども苛立ちが先に立っていたクラスのみんなは、お構いなしに委員長を責め立てた。

			（まあ、あれで顔色ひとつ変えない彼女もすごいけど……）

			　その鉄面皮ぶりには、感心するより呆れてしまう。

			「う～……なんとかして、あの無表情女の弱みを握れないかな」

			　愛実は、しつこく委員長への怒りを継続中だった。というより、真桜と遥の煽りが効きすぎて、増幅中といった方が正解かもしれない。

			「弱みって……あの優等生にそんなのあるのかな。だいたい弱みを知ってどうするの。係は変えられたとしても、学習会がなくなるわけじゃないよ？」

			　遥が愛実の顔を覗き込む。逆恨みになっているのを諌めているのかと思ったら、半笑いになっているので、からかって遊んでいるだけみたいだ。

			「うるさい、うるさーい！　あの無表情女にひと泡吹かせたいだけなのー!!」

			　それに気づく余裕すらない愛実がついに切れ、叫びながら立ち上がった。でも、そんな騒ぎ方をしていたら、当然、顰しかめ面の店員さんが寄ってきたりするわけで。

			「他のお客様のご迷惑になるので、お静かに願います」

			「す……すみませぇん……」

			　三人揃って頭を下げた。注意されてテンションが下がったので、今日はここで解散しようということになった。

			


			　二人とは反対方向の電車に揺られ、約二十分。家の最寄り駅に着いた。たいした移動距離でもないのに、都市感のある学園周辺とはずいぶん景色が違っている。

			　駅を背にして左手に、四階建てのデパートがひとつ。そして正面に真っ直ぐ伸びた狭い道には、個人商店とコンビニ、背の低い商業ビルが所々にぽつぽつ並ぶ。そのどれもが古びていて、都市設計の無計画さを感じさせるけど、シャッター街にもならず大型店と小規模な商店街が長年共存しているので、そこそこ上手くいっているんだろう。

			　真桜の家は、その商店街を抜けた先の住宅地。夕飯の買い物客が増え始める中をのんびり歩くと、自然と考え事も多くなる。

			「……委員長も、みんなと仲良くやればいいのに」

			　成績優秀なのは結構だけど、真面目というより堅物。無口で表情に乏しく、まるで自分以外を見下しているかのようで、他の人と距離ができている。クラスの中で孤立しても平気でいられる心境は、友達が多い真桜には理解できない。

			　その一方で、みんなほど委員長を敬遠しているつもりもなかった。せいぜい、変わった人だな程度の認識。そもそも成績順で後半に位置する自分に、彼女の悪口を言える資格もないだろう。

			「なーんか、今日は委員長のことを考えてばっかりだな」

			　ろくに気にかけたことなんてないのに、きっと愛実が大騒ぎしていたせい。なんとなく気分を変えたくなった真桜は、コンビニにでも立ち寄ろうかと、いつもは直進している角を左折した。

			「…………ん？」

			　すると、その視線の先で、馴染みのある制服が、ビルに挟まれた路地に入っていくのが見えた。カフェオレみたいな色のベストに、臙えん脂じのチェック柄スカート。真桜が着ているのは紺のブレザーだけど、上着の組み合わせは自由で、この季節はベストを選択する生徒も少なくない。間違いなく真桜と同じ学園の人。

			「あれって、委員長じゃ……」

			　肩で綺麗に切り揃えた黒髪は、学園でも他にはあまり見かけないし、見間違いではないだろう。でも確か、彼女は愛実や遥と同じく、真桜とは反対方向の電車だったはず。

			「今日はこっちに用事でもあるのかな。…………こんな寂れた商店街に？」

			　しかもあんな細道、地元の自分も入ったことがない。委員長のことだから、もしかして塾か予備校にでも通っているのかとも思ったけれど、それらしい学生がこのあたりを歩いているところなんて、一度も見たことがない。

			「ふーん……？」

			　普段なら、たいして興味も引かれなかっただろう。でも、どうやら今日は委員長に縁のある日みたいだ。偶然とはいえ、こうして見かけたのだから、とことん付き合ってみてもいいかもしれない。それに。

			　──なんとかして、あの無表情女の弱みを握れないかな。

			　さっきの愛実のそんな言葉が、耳の奥から甦ってきた。

			　委員長の私生活は謎が多い。誰とも話さないのだから当然なのだけど。ともかく、そんな彼女が、あんな人通りのなさそうな薄暗い脇道に入っていく。もしかしたらという予感が真桜をそそのかす。

			「なにか面白いものが見られちゃうかも」

			　とはいえ、相手は学年きっての堅物少女。そんな可能性は皆無に近い。過大な期待はせずに、ちょっとばかりプライベートを覗き見させてもらうことにした。

			　気づかれないように曲がり角で身を潜め、尾行を開始する。彼女は、三階建ての商業ビルへと吸い込まれるように入っていった。まるで誰かに見られるのをはばかるように早足で。すさかず真桜も、頭の中で「サササッ」と効果音をつけながら入口へと移動する。

			「えーっと、何階に行った？」

			　一階は設計事務所かなにからしく、ここに入ったとは考えづらい。上に行くためには、外階段か、細い通路の突き当たりにあるエレベーターしかない。そしてそれは、三階で止まっていた。壁に張られたテナントのプレートを見ると、どうやら書店らしい。

			「なーんだ。参考書でも買いに来たのか」

			　意外とつまらない結果に引き返そうとして、でも、違和感を覚えて立ち止まる。

			「本屋さんなら、商店街にも、デパートの中にもあったよね」

			　学園近くの書店だって充実しているし、わざわざ反対方向の電車に乗ってまで来る理由がない。真桜はいったん返した踵を再び反転させ、エレベーターに乗り込んだ。

			「……へえ、こんなところにこんな場所があったのか」

			　扉が開くと、そこは漫画の専門店だった。女の子の描かれたポスターがそこかしこに貼られ、全体的に色彩が鮮やか。無機質なビルの外見とは別世界で、予想と違う光景に少しばかり面食らう。入ったことのない道だったので、存在すら知らなかった。

			　でもこれはこれで、委員長が来るような店とは思えない。半信半疑で店内を見渡す。

			「…………え、いた？」

			　本当にいるとは思わなかったので、驚きのあまり反射的に本棚に身を隠す。

			　それにしても目を疑う光景だった。彼女は数冊の漫画本を交互に手に取り、眉間にしわを寄せて厳選中。それは授業中にも見せたことのない真剣な眼差し。熱中しすぎて真桜に気づいていない。クラスメイトに観察されているなんて、想像すらしていないだろう。

			（委員長もマンガとか読むんだ）

			　堅物で鳴らした優等生も、普通の女の子だったということか。というより、そもそもそれは周囲が勝手に作ったイメージなのだから、驚く方が失礼というもの。

			（にしても……マンガを買うためだけに、わざわざ違う駅まで遠回り？）

			　店内は漫画ばかりかと思えば、小説やイラスト集みたいなものも豊富だし、きっと品揃えがいいんだろう。とはいえ、どちらかといえば漫画に熱中するような人を冷めた目で見るタイプだと思っていた。意外な一面を見せられて、ますます興味が湧いてくる。

			　しばらく眺めていたら、彼女が渋い顔で財布の中身を数え始めた。お小遣いで買える範囲を吟味しているんだろう。なんだか急に親近感が湧いてきた。

			（どうしよう。急に声をかけたらびっくりするかな）

			　たいして親しくもない、それどころかほとんど話をしたこともない真桜にこんな現場を押さえられたら、プライドの高い彼女は、一体どんな反応をするんだろう。それはそれで面白そうだと悪巧みをしている間に、委員長に動きがあった。文庫本と、それから大判の漫画を持ってレジに向かう。

			（委員長ほどの人が買うのって、どんなのだろう）

			　真桜は、普通の本はもちろん、最近は漫画すらあまり読まないので、具体的にイメージできない。普段は、雑誌を読み飛ばす程度。

			　実は、時々愛実がお勧め漫画を教えてくれるのだけど、彼女は意外と人物関係や話の展開が込み入っているお話が好きで、いちいち頭で整理しないといけないものばかり。真桜は途中で考えるのが面倒になり、全部途中で投げ出すことに。おかげで、すっかり漫画に拒絶反応を示すようになってしまった。

			　となれば、委員長が読むものは、もっと小難しいに決まっている。

			（それとも、案外普通の少女漫画だったりして。ああ見えて恋愛好きとか）

			　あれこれ想像するより見た方が早い。彼女の動向に注意しながら、さっきまで熟考が行われていた棚の前に忍び寄る。

			「ゆ…………百合、コーナー？」

			　そのスペースは、激しく真桜を戸惑わせた。棚に貼りつけられたポップの文字を、まじまじと見詰める。それがどんなジャンルを意味するのか、知識に乏しい真桜も聞いたことくらいはある。それは、女性同士の恋愛話。現に、居並ぶ漫画や小説の表紙はどれも、可愛い女の子たちが見詰め合ったり抱き合ったり。ただ、そんな内容の本が、ひとつの棚を埋め尽くすほど存在しているとまでは知らなかった。

			「恋愛には違いないけど……あの人こんなのを選んでたの？　あんな難しそうな顔で？」

			　理解できず困惑している間に、委員長が会計を済ませて店を出てしまった。

			「おっと、いけない」

			　なにがいけないのか自分でも分からないまま、再び彼女を追いかける。そして深く考えることなく、勢い任せに一緒のエレベーターに飛び乗ってしまった。

			「…………麻倉さん!?」

			「ど、どうも……こんにちは」

			　委員長が目を丸くする。真桜は「しまった」と心の中で顔を顰めた。ここは地元だし、本屋で一緒になること自体にやましいことはない。でも尾行していた後ろめたさから、つい愛想笑いしてしまう。なんとか場を取り繕おうとして、必死になって話題を探す。

			「はい。えっと、委員長は……………………なんだっけ」

			「──は？」

			　へらへらと笑いながら尋ねたせいだろうか。彼女の表情が、機嫌を損ねたように硬くなった。短い返事の中にも、不快感を隠さない。

			「いやだから、委員長の名前って、なんだっけ」

			　別に冗談を言ったわけじゃない。真桜は本気で、彼女の名前を忘れていた。

			「呆れた。クラスメイトの名前も覚えていないなんて……。新条しんじょうよ。新条怜れい那な」

			「あーそうそう、新条さん。なんだろ、難しい字をいっぱい使ってるせいかな？　いまいち覚えられないんだよね。それにほら、みんな委員長としか呼んでないし」

			　我ながら頭の悪い言い訳だと思うけど、事実なので仕方がない。そんな間の抜けたやり取りをしている間に、エレベーターは一階に着いてしまった。怜那も、こんな馬鹿な娘は相手にしていられないとばかりに、早足で立ち去ろうとする。

			　でも、この期に及んで彼女はやっと気がついた。真桜が、クラスメイトがこの場にいる意味を。怖いほどに蒼褪めた顔で、ゆっくりと振り返る。

			「麻倉さん、あなた……どうして、ここに？」

			「ああ、うん。委員長がこのお店に入るのを見かけて。そうそう、それでさ。さっきお買い物してたじゃない？　よかったら、それ、見せてもらえないかなーと思って」

			　真桜的には、特別なことを聞いたつもりはなかった。単純に、どんな漫画か教えて欲しいだけの話。でも、怜那の表情に緊張が走る。買い物袋を鞄の裏に隠し、胸に抱え込む。そんな分かりやすい行動を取られたら、どうしたって好奇心を刺激されてしまう。そうまでして見られたくないものが、その手の中にあるのかと。

			「ね、委員長。その本、見せ……」「いやよ」

			　食い気味に拒否された。それも当然か。友達でもないクラスメイトに、個人的なお買い物を見せる義理はない。しかし今日の真桜は引かなかった。

			「ふーん。まぁ、いいけど。ああ、そうだぁ！　明日さー、クラスのみんなにぃ、委員長がここにいたこと、言っちゃっても大丈夫ぅ？」
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			　わざとらしく、いやらしく、ひとつひとつの言葉を強調する。本当に言いふらす気なんてない。開き直られたら、そこでおとなしく諦めるつもり。本当に、反応を観察するだけのつもりだった。それなのに、怜那は、呆然と地面を見詰めている。

			「…………見せたら、秘密にしてくれる？」

			　怯えたような上目遣いが、真桜の背筋をゾクリと痺れさせた。

			


			　デパート最上階。そのトイレの一番奥の個室に、怜那を連れ込んだ。レストランが並ぶフロアだけど、夕食には若干早い半端な時間のせいか、人は少ない。それに、このトイレは最近改装されたばかりで、木目調の扉や壁が綺麗で、中も広い。

			　真桜は彼女を座らせると、自分は逃げ場を塞ぐようにドアを背にして立った。そして、招き猫のような手つきで可愛らしく催促する。

			「ささ、見ーせて」

			　それにしてもと、改めて疑問に思う。確かに委員長のイメージではないかもしれないけど、たかだか漫画で、こんなにも思い詰めた顔になるだろうか。目の焦点は合っていないし、膝も細かく震えている。

			（そんなに漫画を読んでるのを知られたくなかったのかな。それとも……百合だから？）

			　店内で百合を扱った作品の表紙はいくつか見たものの、具体的になにが描かれているのか、いまいち想像できない。それだけに、真桜は彼女の態度を大袈裟だなと思う一方で、そこまで隠したがる内容に、強く興味を惹きつけられた。

			「見せてよ」

			　今度は低い声で脅してみた。怜那の肩が大きく跳ねる。躊躇しながら差し出された手が震え、本の入った袋がカサカサと音を立てる。真桜はそれを受け取ると、容赦なく中身を取り出した。さっき書店で見た通り、大判のコミックと文庫の小説。どちらも制服姿の女の子たちが媚びるような笑みで抱き合っている。

			（あ、買った本人より先に読んじゃうのは悪いかな）

			　なんてことを今になって思いながら、漫画の方をパラパラめくる。

			（…………え？）

			　真桜は、目を疑った。驚きすぎて固まってしまう。

			　女の子同士の恋愛漫画なんて、せいぜいキスくらいのもの、くらいに思っていた。

			　全然違った。そこに描かれていたのは、紛うことなき性描写。キスも、唇を合わせるなんて可愛いものじゃなく、舌や唾液を絡ませ合う濃厚さ。

			（うわぁ、おっぱい丸出し。……え、やだ！　もしかしてこれって……!?）

			　上気した女の子の顔と、それを眺めて意地悪く微笑むもうひとりの女の子。コマの外で明確には描写されてはいないけど、きっと下半身への愛撫をしている。

			　いやらしい。ものすごくいやらしい。

			　けれど、絵がすごく綺麗で、同性同士の行為なのに嫌悪感が少しもない。息のかかりそうな距離で、本にかぶりつく。白黒印刷なのに、紅潮した頬や肌に浮かぶ汗、快感に震える肢体が鮮やかに色づいて見え、吐息まで聞こえてきそうだ。

			　続けて小説にも目を通す。適当に開いたページが、まさにエッチなシーンだった。こちらは描写がより直接的で、視覚より想像力に訴えてくる。こういった本の存在はもちろん知っていたけれど、直に触れるのなんて初めて。せいぜい、友達が持ってきた男性向けのヌード雑誌を、きゃあきゃあ言いながら眺めたことがあるくらい。ましてや女の子同士でのエッチなんて、思い浮かべたことすらない。

			　ページをうまくめくれず、真桜は、自分が震えているのが分かった。指だけじゃなく、唇も、膝も。興奮しているんだろうか。こんなものを読んで。泳いだ視線が傍らに立つ少女の姿を捉え、うろたえる。内容に没頭するあまり、怜那の存在を完全に忘れていた。

			（やだ……あたし、つい夢中になって……。馬鹿にされる……！）

			　と思ったけれど、彼女もそれどころじゃなかった。それはそうだろう。同性のエッチな本を愛好するという、変わった趣味を知られてしまったのだから。膝の上で握った両手は真桜の比ではないほど震えているし、こちらを直視できないのか、真っ赤に染まった顔を背けている。こんな恥辱を受けたら、普通なら明日から学園に来られない。

			　ここは、気を利かせて怜那をフォローするべき場面、なのだろうけど、初めて触れる世界に混乱するばかりで、あいにく、真桜にもそんな余裕はなかった。

			「ねえ……これってエロ本でしょ？　学生が買ってもいいの？」

			「ち……違うわ！　これはエロ本じゃなくて、健全な百合漫画よ！　18禁マークがないでしょ！　成人指定のやつじゃないから、大丈夫なの！」

			「え、ああ……そう？　そういうものなんだ」

			　無神経な質問に、羞恥と怒りが入り混じった顔で怜那が食ってかかる。正直、なんのことやら真桜にはよく分からなかったけど、彼女には重要なことらしく、恨みがましい視線でこちらを睨みつけている。涙目で頬を膨らませ、恥ずかしそうに腿をモジモジさせて、まるで、小さい子供が意地悪されて泣くのを我慢しているみたいだ。

			（そういえば……こんな感情的な委員長、初めてかも）

			　普段とのギャップに、ちょっとだけ微笑ましくなり、怜那の顔をまじまじと眺める。彼女は鼻息荒く説明したことが恥ずかしくなったのか、唇を噛んで俯いてしまった。

			　ともかく委員長が大丈夫と言うならそうなんだろうと理解して、真桜は、再び開いた漫画に顔を伏せた。

			　絡み合う唇。糸を引く唾液。ピンと立った乳首と、そこを這う舌。なにより真桜の眼を釘づけにしたのは、股間を舐められ悶える少女の姿。

			「うわ、すご……。こんなとこまで？　へぇぇ……」

			「ちょ……ちょっと！　……変な声出さないでよっ」

			「あ、ごめん」

			　怜那の焦り気味の苦情も上の空。そんなことよりも、真桜は身体に生じ始めた異変に気を取られていた。

			（なんだろ……すっごく、ムズムズする……）

			　お腹が熱い。脚の間が疼く。まるで自分のあそこが触れられているみたいで、無意識に太腿を擦り合わせてしまう。これは、時々オナニーしたくなる時の感覚に似ている。でもこんなに強烈な疼きは感じたことがない。それに、いくらエッチでも、同性を描いた漫画で興奮なんてするはずがない。

			　膝から力が抜け、いつの間にかドアに背中を預けていた。発熱したように頭がぼんやりして、股間の疼きを我慢するのが辛い。

			　ふと見た怜那は、相変わらず顔を横に向けていた。秘密の趣味を暴露された辱めに、懸命に耐えている。緊張で唇が乾いたんだろうか、舌をチロリと覗かせた。そのピンクの濡れ色が、漫画と現実の境界を曖昧にさせる。

			「……こういうのって、本当に気持ちいいのかな？」

			　怜那が怪訝そうに顔を上げる。真桜は、ページを開いてみせた。そこは、少女が恋人に女性器を舐められている場面。身悶えしながら気持ちよさそうに喘いでいる。

			「し……知らないわよ！　こんなところで見せないで！」

			「こういう本が好きなのに、委員長は経験ないの？」

			　真桜の質問に、彼女の吊り目が、飛び出さんばかりに真ん丸になった。

			「ないわよっ！　……あるわけないでしょっ」

			　思わず大きくなった声を慌てて抑える怜那。怒るのか、それとも恥ずかしがる場面なのか、混乱した彼女の口元は、ふにゃふにゃと定まらない。真桜だって、自分が突拍子もないことを言っている自覚はある。けれど、なぜかまるで現実感がなかった。ふわふわとした意識の中、抑制が、常識が、緩やかに溶けていく。

			　本に描かれた行為や快感は、真桜にとって未知の世界。女の子の喘ぐ姿を見ているうちに、なんだか、それがとても魅惑的に見えてきた。

			　これはフィクション。現実とは違うし、一緒にしてはいけない。分かっているのに、想像が際限なく膨らんで、そんな建前は意味を失う。

			「ね、委員長。……あたし、試してみたい」

			　まるで自分の口ではないように、言葉が勝手に零れ落ちた。

			「試すって……なにを？」

			　掠れた真桜の声に、怜那が怪訝そうな顔を上げる。

			「あたしのここ……舐めてみて」

			　怜那が、あんぐりと口を開けた。驚いたのは彼女だけじゃない。真桜自身も「あたし、なにを言ってるの～！」と頭の片隅で焦りまくる。けれど理性の声はどこか遠く、なにかに取り憑かれたように、右手の指が、太腿をなぞるようにスカートをたくし上げる。

			「麻倉さ……！」

			　止めようとした怜那が、息を飲んだ。それだけで分かる。薄桃色の下着が、逆三角形の頂点が露わになって、彼女の眼に晒されたことを。

			　学園は女子校だし、下着姿を見られるなんて珍しくもない。なのに今は、まるで視線が突き刺さるみたいに、身体の中心がピリピリ痺れる。自分でスカートをめくったくせに、堪らない羞恥に襲われ身を捩る。

			（え、ウソ……）

			　そのわずかな動きが、真桜に下着の内側で起きていた異変を知らせた。

			　濡れている。布地の底が、しっとりしている。その湿り気の正体を瞬時に悟った。自慰の時に性器を濡らす、あの粘液。そして、そんな欲情液を漏らしている部分を、ほとんど話もしないクラスメイトに見せつけているという信じがたい事実が、羞恥の熱となって身体を一気に燃え上がらせる。

			「ば……馬鹿！　なにしてるの!?　早くしまいなさい!!」

			　慌てふためいた怜那が両手で顔を覆う。真桜だって、今の自分がまともだとは思っていない。ただ、ほんのちょっと、一度でいいから、実際の快感を体験してみたいだけ。もちろん死ぬほど恥ずかしい。やめるなら今のうち。

			　でも、その判断をするには遅すぎた。

			（……こんな格好までして、今さら引き返せないよ！）

			　理性と羞恥と欲求の均衡が崩れる。熱病のように頭が呆けて、自分の行為の異常さに目隠しをする。ふっと一瞬意識が遠のき、まるで別人格が現れたように、意地悪なセリフが口を突く。

			「早くするのは委員長の方だよ。でないと……こんな本を買ってたこと、クラスのみんなに言いふらしちゃうから」

			「そんな……卑怯よ！」

			　ゾクゾクとした。怜那の震える声に。愕然とした顔に。いつもツンと澄ました委員長が困っているのが面白くて、もっと苛めたい気持ちが鳥肌のように全身を沸き立たせる。

			　しかも動揺した彼女は、今さらになって言い訳を始めた。

			「そ……ッ、その本は、その……そう、兄に頼まれて…………！」

			「あれ？　委員長って一人っ子だったよね」

			　もちろん怜那の家族構成なんて知らない。カマをかけただけ。すると正直なことに、彼女は悔しそうに唇を噛んだ。あまりの分かりやすさに、真桜はわざとらしく意地の悪い笑みを浮かべると、広げた本を彼女の顔の前でひらひら振って見せつけた。

			「あれあれぇ？　委員長のくせに嘘ついちゃうんだぁ。それにさ、仮に本当にお兄さんのだとしたって、普通は妹にこんな買い物頼まないでしょ。作り話するなら、もうちょっと頭使わなくちゃ」

			　真桜ごときに馬鹿にされ、優等生の委員長は耐えがたい屈辱感に顔を歪めた。美人が台無しになっているのが、なんだか妙に興奮する。

			　──なんとかして、あの無表情女の弱みを。

			　親友の言葉が、まるで催眠術のように頭の中で幾重にも反響する。自分がそれを見つけた。秘密を知った。委員長の運命を自分が握っている。優越感と征服欲と、そして、もっと彼女を苛めてみたいという歪んだ欲求が、真桜の羞恥を薄れさせた。

			「ね、早くぅ……」

			　自分でも頭が蕩けてしまいそうな甘い声で、下着の底をずらした。布地に隠されていた秘部が、外の空気に触れる。どうかしていると、自分で自分を非難する声が頭の中で何度も何度も響き渡るけど、そんなもの、快感への衝動の前には無力。

			　扉にもたれて脚を広げると、恥唇の溝が、わずかに口を開いた。それを見せつけられている怜那も冷静さを失って、どうすればいいのか判断できずに、両手で口を覆って肩を震わせるだけ。

			「ほらほら。秘密をばらされてもいいの？」

			　一向に動こうとしない彼女を急かす。今度は本気の脅し。脈打つように大きくなる身体の疼きに苛まれ、相手を気遣う余裕なんてひと欠片もない。

			　怜那の呼吸が荒くなった。本当にするのかと、目線で尋ねてくる。しかし、その怯えた色は、むしろ真桜の嗜虐心を昂ぶらせるだけ。彼女の問いへの答えとして、さらに脚を広げて要求する。それで逃げられないと悟った委員長は、覚悟を決めた──というよりも、抵抗する気力を失ったように、床に跪いた。

			　指が、脚に触れた。それだけで肌が甘く痺れる。ほんの数ミリだけ伸ばされた怜那の舌に期待が高まる。早く早くと気持ちが逸る。見上げる彼女の眼が止めてくれることを期待して、しかし真桜にその気がないと悟ると、まるで現実から逃れるように目蓋を閉じた。そして次の瞬間──。

			「はッ……あぁうっ!?」

			　頭が仰け反った。思わず鋭い悲鳴を上げてしまい、反射的に自分の手で口を塞ぐ。陰唇を、弾力のあるなにかが掠める。触ったというほどの確かな感触もないのに、鮮烈な電流が頭のてっぺんまで一気に駆け上がる。

			（な、なに今の……ふ、あ……ッ！）

			　ひと舐めして抵抗感が薄まったのか、今度は、しっかりと舌が押し当てられた。最初の衝撃から回復する暇もなく、恥裂をなぞり上げられる。

			「ヒッ！　あぅ……あっ!!」

			　舌の動きに合わせるように腰が跳ねる。声が漏れる。真桜は唇を噛み締め、ポケットからハンカチを取り出すと、震える手でそれを口に咥えた。でも、こんなもので効果があるとは思えないほど、短く甲高い悲鳴が喉から迸る。

			「んぐっ……むッ、むふ……ンむぅ！」

			　くぐもった声が狭い個室で反響した。もし隣に人がいて、聞かれたり覗かれたりしたらなんて焦りや恐怖が頭をよぎるけど、そんなもの、浮かぶそばから押し流される。

			（だって……だって、これ…………すっごく気持ちいいっ!!）

			　漫画に描かれていたような、うっとりとした喘ぎじゃ済まない。たまに気まぐれでするおざなりな自慰とも、まったくの別次元だった。指とは違う柔らかな舌先が、秘裂の襞をくすぐる。それだけで、鋭い快感が静電気のように腰を痺れさせる。

			　怜那の舌愛撫は、チロチロと軽く触れるだけの、思いきりの足りない遠慮がちなもの。それでも、初めて他人から愛撫を受ける真桜には堪らない刺激だった。

			「ふ、む……ちゅる、ちゅ、ん」

			「い、委員ちょ……それ、くふぅンっ」

			　苦しそうな鼻息が下腹部に当たってこそばゆい。十分すぎるほど気持ちいい。

			（でも、でも……）

			　なんだか、物足りなくなってきた。舐めてもらえるのは表面ばかりで、淫裂の深い部分に不満が溜まる。気持ちよさは感じているのに、さらなる快感を求め始めた途端、躊躇気味な舌の動きが、なんだかとってもじれったい。

			「もっと……もっと、強く……んあっ、いっぱい……っ」

			　要求は、通じなかった。大声は出せないし、ハンカチを咥えているので籠ってしまう。それに、怜那も必死だった。太腿に食い込む彼女の指に、緊迫感がみなぎっている。

			　冷静に考えれば、脅迫され、無理矢理にこんな真似をさせられて、相手を気持ちよくさせようなんて気になるはずがない。けれど自分のことだけで頭がいっぱいになっている今の真桜に、彼女の都合なんて考えられなかった。

			「もっと奥まで、もっとぉ！　でないと……あたし、ホントに明日、みんなに……」

			「ンッ……むぅぅ！」

			　脅しの追い打ちが効いた。怜那の舌が陰唇の襞を掻き分け、粘膜にまで到達する。

			「はうッ、ンあっ!!」

			　お尻がキュッと強張った。腰が引けて爪先立ちになる。そこは、なんだかデリケートそうで触るのが怖くて、数回しかないオナニー経験の中でも、ほとんど未知と言っていい領域。でも彼女の舌の柔らかさが、そのためらいを取り払った。底の方まで招き入れると、痺れるような、それでいて蕩けるような不可解な快感が、真桜を激しく翻弄する。

			「すご……！　それ……すごい……っ！」

			　過敏な反応を見せて気持ちよさを伝えると、奮起したのか、それとも腹が立ったのか、怜那の動きが大胆になった。舌先を素早く振動させ、粘膜を擦り上げる。

			「ふむ、む、むぅん、むぅぅぅっ！」

			　ハンカチを噛んでいるのに、喘ぎ声が抑えられない。膝もガクガク大きく震える。さっき漫画を読んだ時も緊張で指が震えたけれど、それとはまったく異質な感覚で、まるで感電したように手足が強張っている。

			（気持ちいいっていうか……こ、怖い……！）

			　しかも、舌が一定のリズムを刻み始めた。愛撫の経験なんてないと言っていた怜那だけど、さすがにエッチな本を読んでいるだけのことはある。テクニックは皆無でも、それを知識で補い、強弱をつけた動きで真桜を責め立てる。

			「ちゅ、ちゅ、れろれろ、ちゅっ」

			「んあっ！　あ、あ、はぁぁぁ……あ、あ、あぁぁ……」

			　卑猥なキスに昂ぶって、全身の力がコントロールできない。左手に持った本を何度も落としそうになり、必死になって胸に抱える。無意識のうちに広げた左脚を、怜那の肩に乗せていた。その脚で彼女を抱き寄せ、自分の身体の奥へ奥へと舌をいざなう。しかしわずかに抵抗を感じたので、右手も使って頭を押さえ込んだ。


			「ん──ンッ！」

			　それでも小さく呻いて抗う怜那の肩を、本の背表紙で軽く叩いた。自分の立場を思い出した彼女は、ひと呼吸置いてから、思いきり舌を捻じ込んできた。

			「ちょ、ま……委員長待って……そんな急に……ンぁっ、あ、ンふぁっ！」

			　自分から要求しておきながら、真桜は強烈な刺激に音を上げた。それになんだか、妙に粘り気のある水音が、彼女の口元から聞こえてきた。ぴちゃぴちゃくちゅくちゅと、不快と紙一重の卑猥な響きが。

			（違う、これって……！）

			　音源は、怜那じゃなくて、真桜。淫裂から溢れる愛液を舐め取られている音だ。それに気づいたら、顔が燃えるように熱くなった。単なる好奇心だったのに、同性の愛撫でそこまで身体が反応しているなんて。それ自体も驚きだけど、そんなことより、濡れていることを彼女に知られてることが、ものすごく恥ずかしい。秘部を晒しておいて今さらなにをとは思っても、聞いたことのない自分の音が、羞恥と後悔で真桜の胸を締めつける。

			「む、うぅぅぅン！　ひぁ、いやいや、ぃやぁぁん！」

			　両手はそれぞれ用事があって、耳を塞ぐこともできない。粘着質の水音に頭の中まで嬲られて、上下左右に髪を振り乱す。そんな真桜の都合など知る由もない怜那は、こんな恥辱の時間を一刻も早く終わらせようとしてか、さらに舐めやすくなるように、淫裂を大きく広げた。

			　──ぴちゃぴちゃぴちゃぴちゃ、ちゅるちゅる、ちゅぱっ。

			「ふぐ、んぐんむ、ふぃぃぃぃンっ！」

			　腰が痺れた。靴の中で足指が何度も屈伸する。粘膜部分への一点集中攻撃に、真桜は為す術がない。ハンカチは涎でビショビショ。期待とか好奇心、拙い想像なんて遥かに超えた感覚を、頭が受け止めきれないでいる。

			「な、なにこれ……こんなの、こんなの…………あう、あぅっ！」

			　身体が浮き上がりそうになり、怖くなって怜那にしがみついた。こんなに激しい快感なんて知らない。なんとなく疼きが去るのを待つだけのオナニーとは比べ物にならない。

			「ひっ……ひく……いく、イクっ！」

			　予感が自然に口から溢れた。鮮烈な痺れが淫裂から背筋を通って、頭を真っ白に染め上げる。前後に揺れる真桜の腰を、怜那の腕がしっかり抱えた。逃げ場を失った快感が、身体の中で駆け回る。

			「だめだめ……ダメ！　委員長、あたし……待って、助け……ん、あ、ンぁぁっ！」

			　淫猥な熱がお腹から湧き上がる。どこかに飛ばされそうな浮遊感が真桜を襲う。今まで感じたことがない感覚が怖い。いったん愛撫を中断して欲しいのに、言葉が切れ切れになってしまう。

			「お願い待って！　あたし、こんなの……ひっ、ヒあッ！　待っ……あッ！」

			　それでも意図は伝わっているはず。怜那はあえて無視しているとしか思えない勢いで、真桜にとどめを刺しにきた。

			「だめ、そんなとこ抉っちゃ……ふぐっ、むぅぅぅっ！」

			　舌先が膣口に触れる。その瞬間、信じられないほどの衝撃が身体の中で弾け飛んだ。

			「んきゅ、きゅふっ、ぎゅうぅぅぅぅぅっ!!」
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			　ハンカチが千切れそうなほど歯を食い縛る。背中が思いきり反り返り、そのせいでドアが大きな音を立てた。焦ったけれど、どうしようもない。跳ねる腰を抑えきれず、何度も何度もしゃくり上げる。

			「ふ、あ……あ、はぁ……。す、すご……い……」

			　呼吸もなかなか整えきれず、ドアにもたれる。立っていられるのが不思議なほど、全身が気だるい。ふと、真桜を見上げる怜那と眼が合った。

			「…………イッた？」

			　そう彼女に尋ねられるまで、これが絶頂だと分からなかった。だって、こんなに強烈な感覚、自分の指では味わったことなんてない。

			　自分の身体に起きたことを理解し、呆けた顔で力なく頷く。

			「そう……」

			　怜那は、いつもの無表情に戻っていた。なにを考えているのか真桜には読み取れない。ただ、恥液で濡れている彼女の唇に、妙に、胸が高鳴っていた。

		

	

			第二章　委員長で遊ぼう

			


			「うわぁぁぁ……」

			　風呂上がり、パジャマに着替えた真桜は、自室のベッドで頭を抱えて悶絶していた。

			　弱みを握っての脅迫なんて、人道に反することをしてしまった。それだけじゃない。自分の恥ずかしいところを恥ずかしげもなく晒し、舌愛撫まで要求するなんて。彼女は、恋人どころか友達とも呼べない、ただの同級生なのに。

			　どうしてあんなことをしたのか自分でも理解できない。雰囲気に当てられたから、と説明するのが精一杯。もし、もう一度同じことをやれと言われたら。

			「無理無理無理、ぜーったい無理っ！」

			　枕を抱えてベッドをゴロゴロ。帰宅後も親の前では冷静さを装っていたけれど、もはや限界。羞恥やら罪悪感やら自責の念やら、蓋をしていた感情が一気に噴き出す。

			　でも、そんなことよりも。

			　身体の中心に残る、心地いい気だるさが、もっと真桜を責め立てていた。

			（すっごく……気持ちよかった……）

			　初めて味わった、愛撫の快感。あんなものを知ってしまったら、きっと次からオナニーなんかじゃ我慢できなくなる。その証拠に、身体の中心にある溝が早くも騒いでいる。つい数時間前に絶頂したばかりとは思えないほど、舌を欲しがりウズウズしている。

			　こんなに反省しているのに、股間はそれを分かってくれない。心と身体の不一致がもどかしくて気持ち悪い。身勝手な欲求を押さえつけようと、身体を丸めてベッドの上を右に左に転がりまくる。

			「う～……う～……。鎮まれ、鎮まれってばぁ…………ぅおっと！」

			　唸りながら暴れていたら、枕元のスマホが滑り落ちそうになった。咄嗟に手を伸ばして事なきを得る。先月、新しいのにしたばかりなのに、いきなり壊すわけにはいかない。とはいえ、びっくりしたおかげで気が紛れ、少し落ち着きを取り戻せた。

			「まぁ……済んじゃったものは仕方がない」

			　大きく息を吐きながら、自分に言い聞かせる。委員長には悪いけど、犬に噛まれたと思って諦めてもらおう。それに真桜自身、あの恥ずかしいことをまたお願いなんて、口が裂けても言えっこない。お互いに忘れてしまえばいいだけの話。

			　加害者が勝手に出していい結論じゃないと、遥あたりに突っ込まれそう。けれど、それが本当に一番のような気がした。このことは怜那と真桜しか知らないわけだし、蒸し返しても不幸になるだけ。

			「あー。余計なことしなけりゃよかったなぁ」

			　弱みを知ったにせよ、もっと穏便なやり方があったはず。しかし、たとえば委員長に恨みを抱く愛実に教えたりしたら、もっとひどいことをしていた可能性だってある。

			「てことは、エロ本情報をあたしで止めておくのは、むしろ委員長のためになってる……ってことじゃない？」

			　脅迫行為を棚に上げ、ついでにエロ本じゃないという怜那の主張も忘れ、真桜は自分の解釈に力強く頷いた。でないと、罪悪感に押し潰されそうだ。

			「でもそうなると……これは用済みかぁ」

			　ごろんと転がり腹這いになってスマホを操作する。小さな画面に映し出されたのは、漫画のエッチなページを顔の横に掲げた、怜那の写真。彼女の秘密の証拠だけでなく、愛撫を口止めしなくてはいけないので、念のために撮っておいた。

			　怜那の悔しさを噛み締めたような表情は、真桜の指示によるもの。やはり平然とされるより、「しまった」という顔をしている方が、説得力がある。

			　しかしこれは両刃の剣。万が一、これが表沙汰になった時、真桜に不利に働くことだってありうる。普段の生活態度から来る信用度と、なにより脅迫した罪の重さを考えると、むしろそちらの可能性の方が高い。

			　なら、こんなもの消してしまった方がいいだろう。唯一の物証さえ消滅すれば、今日はなにもなかったことになる。秘密に怯える生活から、ふたりとも解放される。

			「よしっ。破棄破棄」

			　そう決めて、画面を操作する。けれども削除の確認ボタンを前に、指が止まった。数秒の間、躊躇して、キャンセル。そしてもう一度、写真の中の怜那を見詰める。

			　意外と可愛く撮れている。顔は顰めているけれど、元が整っているので、むしろ多少の崩れが愛嬌になっている気がしないでもない。今すぐ消すには、少し惜しい。

			「……もうちょっとだけ、持っていようかな。もしかしたら、なにかに使えるかもしれないし。よしっ、とりあえず保留」

			　直前の決定を、あっさり翻した。具体的に使用目的があるわけじゃない。気が向いた時に消せばいいと、そう思っただけのこと。

			　あんなエッチな行為を再度要求するなんて、ありえないのだから。

			「はい。この話はおしまーい」

			　真桜はスマホをサイドテーブルに放り出し、代わりに、そこに置いてあった文庫本を手に取った。怜那から無理を言って「借りた」もので、当然、女の子同士の恋愛小説。腹這いになって流し読みする。いくら本が苦手な真桜でも、興味を持った部分くらいなら集中できる。だからストーリー部分は適当に飛ばし、エッチそうなところだけ。

			　成人向けではないということだったけど、そうは思えないほど描写が詳細だった。キスの手順や愛撫の手つき。もちろんフィクションなので実際に使えるかどうかは別として、これ一冊だけでも相当な知識が得られそうだ。経験がないと言っていた委員長が、それなりに舌の動かし方を知っていたのも納得がいく。

			「……へー。あれって、クンニリングスっていうんだ」

			　ページをめくっていくと、怜那にしてもらったプレイの場面があった。でも、胸に妙なつかえを覚える。他のシーンは感心できたのに、そこだけリアリティを感じない。

			「なんか……違うな……」

			　自分がしてもらった感覚とシンクロしない。でもどこが違うのか、はっきりとは分からない。正直なところ、初めての体験は衝撃的すぎて、ほとんど記憶に残っていなかった。すごく気持ちよかったはずなのに、ものすごく損をした気分だ。

			「えっと、確か……」

			　真桜は再び仰向けになると、パジャマのズボンと下着を脱いだ。そしてゆっくりと目を閉じ、脚の付け根に指を向かわせる。

			「…………はぁ」

			　指先に、下腹部を覆う柔らかな叢くさむらが触れた。毎日目にしている身体の一部なのに、意識したら、なんだかとてもいやらしいものに思えて、掻き分けるだけでドキドキする。ともかく、ゆっくりと深呼吸し、そして、思いきって一気に性器まで到達する。

			「ん……」

			　そこにあるのは、ぴったりと口を閉ざした一本の溝。いつもは、その表面を適当に擦って終わり。自慰なんてそんなものだと思っていた。強引にこじ開けてみたことはある。その時は痛くてやめてしまったのだけど、そうなると、ますます不思議でならない。

			「委員長……ここを開いてた……よね？」

			　それも、指を使いもせず、舌だけでいとも簡単に。首を傾げながら、溝をなぞったり周囲を擦ったりしてみる。ぼんやりとした快感は得られるものの、身体がどこかに飛んでいきそうな、あの強烈さはない。再現しようとすればするほど、感覚が逃げ水のように記憶から遠のいていく。焦れた真桜は、力ずくで割れ目に指を押し込んだ。

			「いたっ……！」

			　まだ濡れてもいないせいもあって、秘裂が拒絶するように痛みを訴えた。一瞬で気持ちが萎え、手足をベッドに放り出す。

			「あーあ……」

			　そして理解した。自分では、あの快感を得るのはやはり無理なのだと。なまじ知ってしまった激しい絶頂。そこに手が届かないと思ったら、もどかしくて堪らなくなった。欲求不満に悶々として、ベッドの上を転がりまくる。

			　忘れてしまえば楽なのかもしれない。けれど、あんなに気持ちがいいことを、忘れられるはずがない。

			


			「……もう一回、したいなぁ」

			「ん？　いいよ。どれにする？」

			　愛実に返事をされて、真桜は我に返った。慌てて周囲を見渡せば、近隣の女子校生で賑わうゲームセンター。そんな場所で、なんてことを口走ったんだろう。

			　けれども小柄な親友は、特に不審がる様子もなく、ずらりと並んだクレーンゲームを指差す。そういえば、いつものように放課後に寄り道し、ぬいぐるみ取りに挑戦している真っ最中だった。上手い具合に誤解してもらえるシチュエーションで助かった。動揺を悟られないよう、愛実と眼を合わせないようにして、次に遊ぶ台を物色する。

			「うーん。でも今日は取れないかもしれないなぁ。クレーンのアームがゆるゆるだもの」

			　そして景品が積まれたケースの中を睨み、それっぽい解説をしてみる。こう見えて、真桜はクレーンゲームの達人で通っていた。ただあくまで、この三人の中での話。なので取れない時の方が圧倒的に多いし、説明もネットの聞きかじりレベル。

			「ゆるゆるって言えばさー」

			　今まで静かだった遥が、急に会話に入ってきた。彼女は真桜たちの背後の台で、無謀にも、ひと抱えもある巨大な犬のぬいぐるみを吊り上げようとしている。

			「今日の委員長って、いつもより緩くなかった？」

			「んー？　あー……言われてみれば。授業中も考え事してたっぽい。先生に指されても気がつかないなんて、委員長のそんなとこ初めて見た」

			　いきなり二人が怜那の話を始めて焦った。彼女の不調に心当たりのある真桜は、その話題に迂闊に入っていけない。

			（それって……どう考えても、あたしのせいだよね）

			　あれ以上にショッキングなことが彼女に起こったとは考えづらい。それにしても、朝、普通に登校してきたのには驚いた。あんなことがあった直後なのに、真桜と顔を合わせられるなんて、並みの精神力じゃない。それでも遥たちが異変に気づいたくらいなのだから、やはり、見た目ほど平然としていられたわけではなさそうだ。

			　もし、自分が原因だと彼女たちに明かしたらどうなるだろう。そんなの考えるまでもない。非難されるに決まっている。ましてや、怜那の愛撫をもう一度体験したくて、昨夜から悶々としていたなんて告白したら。

			（ぜーったい、どん引きされる……）

			　自分はなんて大きな罪を犯してしまったんだろうと、改めて実感する。

			「真桜、大丈夫？　すっごく顔が蒼いけど」

			「え？」

			　巨大犬のゲットに失敗した遥が、心配そうに顔を覗き込んできた。

			「そういえば、今日は真桜も元気なかったよね。熱でもあるの？」

			「な、なんでもないよ。平気平気」

			　近づく遥の瞳に、いかがわしい考えを見抜かれてしまいそうな気がして、真桜は思わず目を逸らす。するとその先に、今度は愛実の不安げな表情が待ち受けていた。

			「真桜りん、具合悪いのに付き合わせちゃった？」

			「悪くない悪くないっ。ほら、おでこ触ってみてよ」

			　愛実の手を取り、自分の額に当てさせた。彼女の眉が微妙な角度で下がる。

			「う～ん。熱いような、そうでもないような……でもちょっと熱い気がする」

			　逆効果だった。元気をアピールしようとしたのに、焦りが無駄に体温を上昇させてしまったみたいだ。慌てて愛実の手を離し、大袈裟な仕種でゲーム台を振り返る。

			「ね、なんでもないでしょ？　さーて、それじゃ次はどれにしようかなー。そうだ。ちょっと狙いを変えて、お菓子類とかいってみる？」

			　我ながら、いかにも空元気っぽい。別に無理をしているわけでもないのに、友達二人の顔が余計に曇る。それを見て、さすがに真桜も諦めた。

			「……分かった分かった、分かりました。今日はおとなしく帰ります」

			　そう言わないと、納得してくれそうもない。彼女たちの表情も緩んだので、これで正解なんだろう。

			「うん。今日は早めに寝るんだよー」

			　愛実の気遣いに胸を痛め、真桜はゲームセンターを出た。そして、帰宅の人でごった返す駅前の大通りを歩きながら、深い溜め息を吐く。心配してくれるのは有難いけど、それが誤解からなのだと思うと、申し訳ないというか、居心地が悪いというか。

			「…………誤解？」

			　本当にそうだろうか。真桜は自問した。呆けて、友達に心配をかけたのは事実なのに。

			「ていうか……あたし、そんなにあのコトばっかり考えてたの？」

			　我ながら呆れた。そもそも、女の子が女の子とエッチなことをしたいなんて変な話。少なくとも、真桜の中での常識はそうだった。

			　でも、それも昨日までの話。

			　怜那に触れられた時、気持ちいいとしか思わなかった。色々と衝撃を受けて判断力が正常ではなかったとはいえ、嫌な感じはなかった。

			「うーん……。それとも、女の子の身体って、そういうものなのかな？」

			　興味がなかったわけではないけれど、だからといって熱心に調べようともしてこなかったので、性に関してそれほど詳しくない。難しい文章を読むのが苦手で、雑誌の記事さえ飛ばし読みしてきたほど。その弊害が、ここにきて現れようとは。

			　こんなこと、誰に相談すればいいんだろう。恥ずかしいし、きっかけが真っ当ではないので、身近にこんな話をできる相手なんて──。

			「いるじゃない！」

			　急に閃いた。頭が良くて、性知識も詳しくて、しかも秘密を守ってくれそうな人が。

			「委員長なら…………。いやいやダメダメ。やっぱ無理でしょ」

			　せっかく思い当たった適任者だけど、残念ながら自分で否定する。あんな目に遭わされているのに、真桜のお悩み相談に乗ってくれるほど、彼女もお人好しじゃないだろう。どうしても解決したい問題でもなし、わざわざ嫌われに行くようなもの。

			「嫌われ……？」

			　真桜の足が、駅を目前にして止まる。そして、衝動的に百八十度方向転換した。早足で学園に引き返す。怜那に会うために。

			（会って、どうするの？）

			　昨日のことを謝りたい。もう一度気持ちよくなりたい。相反する、まったく正反対の気持ちが漠然と混じり合う。どうせ嫌われているなら、欲求に正直になるのも悪くない。でもそれは、彼女の感情や人格を無視すること。

			　答えが出ないなら明日にしてもいいのに、気持ちより足が先に動く。

			　制服の下にうっすらと汗を掻き始めた頃、校門が見えた。

			　放課後の学園は、意外と騒がしい。グラウンドには運動部の掛け声が響き、校舎内からも吹奏楽部や軽音楽部の奏でる音が漏れ聞こえる。真桜は部活をしていないので、こんな風景を見るのは久しぶり。毎日ダラダラと過ごしている自分が、その活気溢れた空間に入っていくことに、ちょっとだけ気後れする。

			　しかし、焦りという名の衝動が背中を押した。ランニングするジャージ姿の集団を横目に下駄箱を確認。息を切らしながら階段を駆け上がる。そして教室の前で立ち止まるより早く、ガラガラと音を立てて扉を開けた。

			　室内には、ひとりの女生徒が残っていた。帰り支度の最中だったその少女は、前触れもなく発生したけたたましい音に驚いて、真ん丸に目を見開いている。入口にいるのが真桜だと確認すると、怜那はいつもの無表情に戻った。

			「よかった。委員長、まだいたんだ」

			　それでも完全には冷静さを取り繕えなかったのか、彼女の口元が次第に強張る。

			「……麻倉さん、あなた……まだ帰らなかったの？」

			　問い掛ける声も硬い。真桜が扉を閉めて近づくと、一歩進むたび、椅子に座った彼女の身体が後方へ傾いた。そこまで警戒されているのかと、少しばかりショックを受ける。

			（まぁ、無理もないか）

			　それに、真桜がずっと学園にいたと勘違いしているみたいだ。もしかしたら、こうしてふたりきりになるのを待ち構えていたと思われたのかもしれない。

			「違うよ。いったん帰ったけど戻ってきたの。委員長こそ、まだ残ってなにしてたの？」

			「あなたには関係ないでしょう」

			　怜那の突き放すような口調は、いつでも誰に対しても同じ。けれど今は、その言い方がやけに癇かんに障った。

			　──こっちだって多少は罪悪感で悩んでいたのに、人の気も知らないで。

			　それが筋違いと分かっていても、苛立ちを覚える。元々仲がいい相手ではないとはいえ、邪険にされるのは、やっぱり気分のいいものじゃない。

			（待て待て落ち着け。委員長にとって、今のあたしは、すっごく憎たらしい相手だから）

			　真桜は自分に言い聞かせ、彼女の心情に配慮しつつ、頑張って笑顔を作りながら親しげに会話を続けた。

			「ンもう、委員長ってば冷たぁい。なにしてたのか聞いただけなのにぃ」

			「文化祭の打ち合わせの会議よっ。もういいでしょうっ」

			　しつこく食い下がったら、彼女は面倒事を振り払うように、一気にまくし立てた。それからは完全に無言になって、乱暴な手つきでノートを鞄に詰める。

			　親しさを演出したのに、逆に空気が重くなった。謝るにせよ、これではきっかけが掴めない。言葉を継げないでいると、怜那が教科書を床に落とした。ふたりは同じタイミングで、反射的に手を伸ばす。

			「あ……」

			　触れ合った指先に驚き、怜那が慌てて引っ込めた。掠る程度のわずかな接触。けれどもその一瞬で、真桜は確かに感じ取った。

			（委員長、震えてる？）

			　それを証明するように、彼女の手から再び教科書が滑り落ちた。もう一度、今度は意識してしっかりと掴み、鞄に押し込む。必死に震えを隠そうとしているけれど、一連の動作はぎこちなく、逆に露骨になっていた。そこまで彼女が動揺していることに、真桜の方が驚かされる。しげしげと観察してみれば、視線は定まっていないし、顔色も悪い。

			「委員長、顔が蒼いよ。大丈夫？」

			「平気よっ。なんでもないわっ」

			　ついさっき、似たようなやり取りをしたばかりだけど、今度は真桜が心配する役。強がって勢いよく立ち上がった怜那が、いきなり膝から崩れ落ちた。慌てて抱きとめると、彼女は弾かれるように離れ、窓に背中を貼りつかせた。

			　弱みを見せまいとして懸命に気を張っていたのに、指が触れ合ったことで緊張の糸が切れてしまったみたいだ。冷徹少女の狼狽ぶりがあまりに過剰で、真桜は、ショックを通り越しておかしくなってしまう。

			「ああ、そうか。そういうことね」

			「な、なによ……」

			　ひとりで納得する真桜を、怜那が威嚇するように睨みつける。彼女の本性を知る前ならともかく、そんなに虚勢を張っても、怯むどころか微笑ましいだけ。そんな姿が余裕を取り戻させてくれたほどだけど、それが、むしろ真桜には良くなかった。

			（やだ、なんか……お腹がムズムズする……）

			　謝るか、いっそ嫌われ者になるか。定まらずにいた気持ちを、別の感情が押し退ける。こんなに面白い顔を見せてくれるものを、むざむざ手離すことなんてない。もっと彼女を困らせてみたいと、自分でも知らなかった意地の悪さがむくむくと膨れ上がる。

			「委員長ってさぁ……自分の立場を分かってるの？」

			　真桜は彼女に背を向けると、ゆっくりと机の間を通り抜けた。わざと大きな音を立て、教室の前後の扉に鍵をかける。

			　背後で息を飲む気配を感じた。エッチな予感に、さぞかし怯えているに違いない。どんな顔をしているのか、想像するだけでウズウズする。頬がにやつきそうになるのを必死に抑え、いかにも悪そうな声を演じてみる。

			「あたしに逆らうとぉ、今までみたいに、格好つけていられなくなるよぉ？」

			　もちろん、彼女の生活を崩壊させるつもりなんて微塵もない。昨夜だって、脅迫から解放してあげるのが一番だと、そう結論づけた。なのに、こうしてからかっていると、気分が高揚して堪らない。きっと家に帰ってから後悔するぞという理性の忠告に耳を塞ぎ、怜那を困らせたい欲求に進んで流されようとする。

			（あと何回か遊んで……それで気が済んだら、今度こそ委員長を自由にしてあげよう）

			　どうせ、こんな関係は長くは続けられない。ならば、少しでもこの状況を楽しんでおこうと、身勝手な理屈を自分の中で作り上げる。

			　迷いから決別するために、わざわざ引き返して怜那に会いに来たのに、逆に結論を引き延ばし。そんな優柔不断な自分へのペナルティとして、今日のところは脅し文句だけで満足することにした。最後に怜那の驚く顔を見て、終わり。──そう思ったのに。

			「なーんてね。びっくりし……っつわぁ!?」

			　軽やかに振り返った真桜の方が変な悲鳴を上げさせられた。窓際にいたはずの怜那が、背後霊みたいに真後ろに立っている。

			「お……脅かさないでよ！」

			「脅しているのは、麻倉さんの方でしょう」

			「いやそうだけど……そうじゃなくって！」

			　足音もなく接近されて、心臓がバクバク暴れている。しかし怜那は、胸を押さえて抗議する真桜を無視すると、静かに、無言で身を沈めた。膝立ちになり、そしてゆっくりと、真剣な眼差しで見上げてくる。

			「……また、すればいいの？」

			「──え？」

			　息を飲んだのは、またも真桜の方だった。なにを言われたのか、即座には理解できなかった。だって、そんなセリフ、想像も想定もしていない。

			「そのつもりで来たんじゃないの？」

			　黒髪を揺らして尋ねる怜那。違う、とは言えなかった。確かに半分はそのつもりだったのだから。でもまさか、彼女の方から言い出すなんて。昨日の一件は、そこまで彼女を投げやりにさせてしまったんだろうか。

			　まともな人間なら罪悪感に苛まれ、拒否するところ。真桜とて人並みの良識は持ち合わせているつもり。やっぱり、もうこんな関係は終わらせるべきだ。恨みを買うような行為を重ねたら、彼女を傷つけるばかりじゃなく、お互いにとって損なだけ。

			　それが分かっているのに、拒めない。艶やかな唇に視線を奪われ生唾を飲み込む。身体が、脚の間のいやらしい部分が、淫猥な期待で疼き始める。

			（いいの？　本当にそれでいいの？）

			　なんて弱々しい良識なんだろう。自分への問い掛けは、身体を動かすに至らない。

			「…………お願い」

			　気づけば、小さく、でもはっきりと呟いていた。怜那の瞳は動じない。彼女の中でも動揺の時間は過ぎていた。屈辱や羞恥を押し殺し、「役目」を果たそうとしている。

			「来て……」

			　そして真桜の手を取り、机に寝かせた。言われるままに横たわる。視界が教室の天井だけになり、自分はなにをしているんだろうと、少しだけ我に返る。

			　もしかして怜那は、真桜を身動きのとりづらい格好にしておいて、逃げるつもりなんじゃないか。急に不安になって首を上げる。

			（あ、あれ……）

			　膝立ちになった脚の間から、怜那の顔が覗いていた。ちゃんといてくれたことに、自分でも意外なほどホッとする。それで目を離せずにいたら、その凝視が催促だと思ったんだろう、彼女の指が下着にかかった。無意識に腰を浮かすと、つるりと、布地がお尻から剥がされていく。

			「あ……ちょ、脱がすの!?」

			　事態の把握にワンテンポ遅れた。慌てて身体を起こそうとしたら、怜那が不機嫌そうに眉を寄せた。

			「なによ。恥ずかしいの？」

			「そっ……！　そんなわけないじゃんっ」

			　あからさまな挑発に、真桜は必死に強がってみせる。さっきの心臓バクバクの余波に加えて下半身丸出しの辱めを受け、復讐でもされている気分だ。あるいは本当にそうかもしれないけれど、秘密を握っている側が弱みを見せるわけにはいかない。どうせ一度は見られているのだからと、平然を装って机に背中を預ける。

			（ううっ……。でも、やっぱり恥ずかしい……！）

			　右足から抜かれた白い下着は、左の足首に引っかけるように残された。布切れ一枚に過ぎないのに、守るものがなくなった下半身が、こんなにも心許ないなんて。腰にまとわりつくスカートが、逆に防御力の低下を実感させる。

			「──ヒッ!?」

			　急に身体が強張った。両太腿に、怜那の掌が置かれている。肌を逆撫でしながら、その頼りないスカートをめくり上げていく。

			「ふ……あ……んあっ」

			　か細い声が、切れ切れに漏れた。それすら聞かれるのが恥ずかしくて、悔しくて、唇を噛み締める。くすぐったいけど、そんな単純なものじゃない。鳥肌が立つような熱い痺れが腰から背中へ広がって、うっとりと目を閉じる。脚を触られているだけなのに、しかも相手は同じ女の子なのに、どうしてこんなに感じるのか理解できない。

			「は……ん、ンくっ」

			　この感覚に身を任せてしまいたいけれど、本番はまだこれから。あまり感じていると馬鹿にされそうな気がして、気持ちとは裏腹に、両手で机を掴んで頑張ってしまう。

			「…………はぁ」

			　怜那が溜め息を吐いた。薄目を開くと、脚の間に神妙な顔が見える。小さく開いたり閉じたりさせる唇に、葛藤が見て取れる。

			「ど……どうせ、一回で終わるとは思ってなかったんでしょ？」

			　彼女の躊躇を取り除こうと、わざと悪ぶって催促してみた。こちらをチラリと見上げた眼には、強がりと戸惑いが入り混じる。いくら頭のいい委員長でも、昨日の今日でさっそく続きを要求されるとは思っていなかったんだろう。ついさっきまで真桜自身の気持ちが定まっていなかったのだから、彼女に覚悟が足りないのは当たり前。そこに気が回らないほど馬鹿じゃない。馬鹿じゃないけど、かすかな吐息に内腿をくすぐられる切なさに、心の余裕も削ぎ落とされていく。

			（て、あれ……）

			　それにしても待たせすぎじゃないだろうか。いつまで経っても触れてくれないので、今度は愛撫を催促しようとして顔を起こし、変なことに気がついた。彼女の視線が一点に注がれている。

			「──！」

			　凝視している。真桜の性器を、まじまじと。下半身を襲う淡い快感のせいで、そこが剥き出しになっている意味から気を逸らされていた。昨日だって見られていたはずなのに、観察されていることを自覚したら、とてつもない羞恥で身体が竦み上がった。

			「きゃ…………ふあぁっ!!」

			　悲鳴を上げるのと、恥裂に口づけられたのが同時だった。視線で敏感になっていた秘部が、過剰に快感を受け取ってしまう。

			「あぅ、ん、ンぁっ、あ、あぁぁうっ！　それ……これ、これが欲し……ンあぁ！」

			　舌が、恥溝にやすやすと割り込む。ひと舐めごとに奥まで入り込む。自分の指では痛いだけだったのに不思議でならないけれど、そんなの、もうどうでもよかった。半ば諦めていたものが、待ち焦がれていた快感が、身体を貫いている。それを、羞恥や疑問なんかで鈍らせるなんてもったいない。

			「ひっ、あ……あ、んふぁっ」

			　昨日より大胆に、丹念に、舌が秘裂を舐め上げる。まるで性器の形を確かめるみたいに溝をなぞられ、頭の中が沸騰しそうだ。

			「い、委員長……あの……んぁ！」

			　動きに注文をつけようにも、初心者にはなにをどうすればいいのか見当もつかない。できることといえば、引き攣る内腿で怜那の頭を挟み込むことだけ。

			「ん……むぅ！」

			　息苦しいんだろう。くぐもった抗議の声が上がる。だけど、真桜だって好きでそうしているんじゃない。チロチロと小刻みに恥襞をくすぐられるたび、脈打つ快感が流れ込んで、きつく締めつけてしまう。それに、腰まで勝手に動き始めた。蕩けるような気持ちよさに耐えきれず、狭い机の上、くねくねと上下に卑猥に波打つ。

			「ん、ふふぁ……。麻倉さ……そんなに動いたら危な……ん、む！」

			「で、でも……すっごく気持ちよくて……腰、止まらな……あ、んきゅっ」

			　苦しい息の中で怜那が忠告してくれるけど、両手で天板を握り締めるのが精一杯。脚も爪先立ち状態でふくらはぎが攣りそうなのに、一瞬でも快感から離れてしまうのが惜しくて、身の安全なんて二の次にしか考えられない。

			「はぁ……いい……。委員長っ、気持ちいいよぉ！」

			　ろくに働かない頭で、どれだけ自分が感じているかを怜那に伝えようと、懸命に声を張り上げる。すると彼女は、真桜の太腿の裏を押し上げて、愛撫を中断してしまった。

			「や、やだ！　まだやめないで……！　ねえ、すっごく気持ちいいから、だから……！」

			「分かったから、声を控えて……」

			　そう言いながら、彼女は自分のポケットからハンカチを差し出した。教室の外は吹奏楽部や軽音部の音が騒がしく吹き抜け、多少の喘ぎ声くらいなら紛れてしまいそうな気もするけれど、委員長としては、やはり気が気でないのかもしれない。

			（綺麗なハンカチ……）

			　明らかに未使用。というより新品。使ってしまっていいんだろうか。躊躇していると、怜那の吊り目に睨まれ慌てて咥える。彼女はそれを確認すると、再び、ゆっくりと、疼く淫裂に口づけた。

			「じゃ、イカせてあげる……」

			　口調は投げやりなのに、お堅い委員長とは思えない淫靡な囁きが、真桜の背筋をゾクゾク痺れさせる。生唾を飲み込みながら思わず素直に頷いてしまったけれど、よくよく思い返してみれば、ふたりの関係は、そんな健全なものじゃない。さっき懇願してしまったことを後悔し、あえて、居丈高に命令してみる。

			「そうそう。ちゃんとイカせてよね」

			　彼女は、ちょっとムッとした。そして損ねた機嫌をぶつけるように両手で秘裂をぱっくり開くと、粘膜を舌全体で思いきり舐め上げた。

			「ひッ……ンあぁぁ!!」

			　その一撃で背中が仰け反る。腿が突っ張る。怜那は、今度は顔を挟まれまいと、両手で脚をこじ開けた。

			「ひ、ひっ、ふぅぅぅっぐ！」

			　敏感な内腿の肌に触れられて、快感電気が身体に広がる。痺れる脚が開閉し、そのたびに肌が擦れ合ってさらに快感を増幅させる。彼女の意図とは反対に、強張った腿が顔を圧迫し始める。それに焦ったように、舌が激しく淫裂を嬲り出した。

			「ぴちゃ、ぴちゃぴちゃ、ちゅる、ちゅるるっ」

			「あひっ、んく、ぐッ……ふむぅ！」

			　また、あの身体が浮くような感覚が来た。真桜は、全身でそれを感じようとして目を閉じる。自慰では絶対に味わえなかった甘美な嵐に、自ら進んで巻き込まれに行く。

			「そこ、もっと……もっと、奥に……っ！」

			　お願い、と言いたくなるのを飲み込んで、命令の体裁を保つ。彼女は真桜に従わず、陰唇の襞を震わせる。脅している側と脅されている側の間で、優位を保とうとする争いが

			にわかに始まる。

			「そ、そんなんじゃイケない……っよ。もっとしっかり舐め……な、舐めなさいよっ」

			　嘘だ。本当は、今にも達してしまいそう。けれど簡単に絶頂したらもったいない。できるだけ快感を引き延ばそうと、手足を力ませる。そんな真桜の強がりに対抗して、怜那は意表をつく場所に舌を滑らせた。

			「むふぁあっ!?」

			　力む、どころじゃない。まるで感電したように全身が強張った。それまでとは段違いの刺激で身体が痺れる。怜那の舌が、性器の端を、クリトリスを一点集中で責めている。

			「そ、そこっ……強すぎぃ……！」

			　女の子の身体で一番敏感な部分、という知識はあっても、なんとなく怖くてオナニーでも触ったことのない、まったくの未知の場所。それを、まさか怜那に教えられるなんて。そして初めての淫核愛撫の快感は、初心者に受け止めきれるものじゃなかった。

			「だめっ、きつすぎる……！　そ、そこ駄目っ。もっと優しく……んあっ！」

			「ん……。でもここ、トロトロよ……？」

			「と、とろとろ……？」

			　どういうことだろう。濡れるのは分かるけど、その擬音の状態がイメージできない。息も絶え絶えに視線を向けると、怜那も、見せつけるように顔を上げた。笑みを浮かべたその唇に、ねっとりした透明の糸が貼りついている。

			「…………それって!?」

			　真桜の心臓が跳ね上がった。彼女が性器から口を離しても切れないほどの、まるで蜂蜜のような粘度を持った光る糸。その正体に気づいて激しく狼狽する。

			「こんなに濃くしちゃって、いやらし……って、なにしてるのよっ!?」

			「え、いや……委員長の顔、すっごくエロかったから、記念にと思って……」

			　挑発しようとしていた怜那が、一転して冷静さを失う。無理もない。真桜がいきなりスマホを取り出し、愛液で濡れた顔をパシャパシャ撮り始めたのだから。

			「うわ、すっごぉい……。ほら見て見て。委員長のお口、ベトベトぉ……」
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			　それが自分の漏らしたものであることも忘れ、真桜はうっとりと写真を見せた。うっすら萌える真桜の恥毛の向こうで、唇から粘液を垂らした怜那が淫靡に微笑んでいる。彼女のエッチな顔が撮れたことに満足するあまり、画面の中に自分の下腹部が写っていることも気にならない。激しい淫核責めをされたせいで、思考がおかしくなっている。

			「バ……バカ変態！　消して！」

			　蒼褪めた怜那が、罵倒と共にスマホを奪おうとする。真桜は両手で必死にガードし、そして余裕の笑みを向けた。

			「えー。やだ、もったいない。それに、委員長にそんなこと言う権利ないんだよ？」

			　怜那が「うぐぐ」と歯噛みする。そして言葉に窮した挙句、復讐の手段として、猛然と恥裂を舐め始めた。さっきのなんて比にならないほどの強さでクリトリスを舐め、吸い、甘噛みしまくる。

			「ひぁ！　ん、あ、あ……あぁぁっ！」

			　ハンカチなんて、いつの間にか胸に落ちていた。真桜は怜那の容赦のない責め苦を、悦びで受け取った。

			「だから……だめっ。そんなにされたら……はぅ、あぅ、ふぁ、あぁぁぁう！」

			　もちろん強すぎる刺激には全然慣れない。彼女はお構いなしに真桜を追い込んでいく。

			「ね、お願いだから、優しく……お願い、それ強い……から、だめ、だめぇぇぇぇ！」

			　敏感な肉芽の先端を弾かれた。強烈な電流が身体を貫く。

			「だめだめ、だめぇッ！　ふあぁぁぁぁぁッ！」

			　腰が大きく跳ね上がった。爪先立ちの脚が下半身を持ち上げる。引き攣った太腿が逆襲のように怜那の顔を挟み、股間に押しつける。そこへ、彼女が追い打ちのように秘裂を舐め上げた。まだ絶頂が収まっていないのに、さらなる快感の高みへと吹き飛ばされる。

			「あぅ、あ、あぅ、きゅあッ、あぁぁぁぁン！」

			　身体の中を吹き抜ける猛烈な嵐に翻弄される。真桜は身体の自由を奪われたように首を左右に振りまくり、数十秒も机の上で身体をくねらせ続けた。

			「ふはっ、あふっ、ふ……はぁぁ……」

			　次第に絶頂快感が去り、やっとの思いで浮いていたお尻を下ろす。それでも呼吸は正常に戻らず、息を吸うのもままならない。

			「こ、これで……あ、はぁ……はぁ……。これで……満足？」

			　怜那も激しく息を荒らげながら、険しい顔で見下ろしてきた。もう終わりにしようと言いたいのが、その表情にありありと現れている。真桜だって、いつまでも脅迫行為なんてしたくはない。だけど──。

			「……あんまり、気持ちよくなかった…………」

			「な……なんですって!?」

			　葛藤の時間は、ほとんどなかった。考えるより早く本音が漏れる。不本意な返事に、怜那の眉が不快そうに寄せられる。また怒られると思った真桜は、気だるくてまだ横になっていたい身体を無理矢理に跳ね起こした。

			「いや、確かに気持ちよかったの！　すっごくすっごく！　だけどね、それが強すぎるっていうかぁ……あんまり幸せな気分になれなかったっていうか……。あたしは熱湯風呂じゃなくて、身体をポカポカさせたかったの。……分かる？」

			　首を傾げて怜那の顔を覗き込む。頭が悪いので、うまく説明できているか自信がない。案の定、彼女は理解できないというように、ベタベタに濡れた唇を曲げる。

			「分からないわよ！　なんで私が麻倉さんを幸せにしなくちゃいけないの!?」

			「えー、でも……委員長には、その義務があるんだよ？」

			「そんな義務がどこに……!!」

			　真桜は、スマホの画面で彼女の抗議を遮った。それはさっき撮った、エロ本を持っているのなんかよりも遥かに衝撃的な、委員長のクンニ写真。

			「んふ、いいもの手に入った」

			　怜那が顔を硬くする。怒りか、怖れか、それとも、さらなる脅迫材料を与えてしまった自分への不甲斐なさか。彼女は、こんな時でさえ感情が読み取りにくい。

			　一方で、真桜はご満悦状態だった。思いがけず入手したお宝写真をこれからどう活用しようかと、頭の中はそればかり。ここに来るまで抱えていた罪悪感は、驚くほど薄れていた。それはきっと、怜那の方から愛撫をすると言い出してくれたせい。あるいは、彼女が愛撫中に見せた対抗意識。脅迫者に負けまいとする気持ちがあると知ったことで、真桜の心が、これは勝負なんだという認識にシフトしていた。

			（これから楽しくなりそう……）

			　このオモチャを、自分が──自分だけが独占している。そう考えるだけで、いま達したばかりの股間が、早くも次のゲームに向けて疼き始めた。

			


			　週明けは、朝から雨だった。時間が経過するほどにひどい土砂降りになり、傘もほとんど役に立たない。登校してくる生徒たちは、ほとんどずぶ濡れ。

			「やだ、びしょびしょぉ」「誰かタオル貸してぇ」

			　ひどいのになると制服のスカートから雫が滴り落ちるほどで、そんな人たちは、早々にジャージに着替えてしまう。強く降り出す前に校舎に入ったおかげで被害が少なく済んだ真桜は、そんな光景を他人事のように眺めていた。

			（教室のドアが開けっぱなしなのに、よく下着になれるよなぁ）

			　雨の日に限らず、暑い日なども脱いでしまう娘は少なくない。最初は女子の特権と喜んでいた真桜だけど、あまりにも平然としすぎて、楽しくなくなってきた。同性の目しかない女子校とはいえ、もうちょっと恥じらいが欲しい。

			　なんてことを思っていたのも、先週までのこと。恥じらいとは対極の行為を知ってしまった今、もはや他人を非難できる立場じゃない。

			（……そういえば、委員長がまだ来てないな）

			　廊下側、一番前の座席に視線を移す。毎朝教室に一番乗りしていそうなイメージだけど、意外にも怜那の登校は遅い。親しい友達も話し相手もいないので、早く来ても居場所がないんだろう。

			（居場所になら、あたしがなってあげるのに。……なーんてね）

			　ことあるごとに脅してやろうと企んでいるヤツが、安らげる場所になれるはずがない。怜那じゃなくても願い下げだろう。

			　しかし、あいにくと今日も彼女に用がある。騒然とする教室の中、真桜は鞄の中身の無事を確かめた。それは、怜那の百合小説。後日でもよかったのに、こんな大雨になるとは思わなかったから持ってきてしまった。浸水してふやけていたら弁償ものだ。

			「……よかった、濡れてない」

			　自分の独り言が、エッチなことを連想させた。それに釣られて、スカートの中がキュンと切なく、小さく疼く。

			（な、なに考えてんの。バカじゃないの）

			　最近、いやらしいことで頭がいっぱいになっている。真桜はクラスメイトの目を気にしながら、鞄を机の脇にかけた。机の中に移せばより安全なのだけど、そこは置きっぱなしの教科書やノートが目一杯に押し込まれ、余計なスペースなんて１ミリもない。

			「……あ、そうだ。ロッカー」

			　そっちなら、まだ余裕がある。再び鞄を開き、書店の袋に入った文庫を取り出す。しかし、ちょうどその時、大きな声を上げながら親友二人が教室に転がりこんできた。頭から水を被ったように髪を濡らした愛実が、バタバタと真桜の机に駆け寄る。

			「ふあー。濡れちゃった濡れちゃった」

			「なんでそんなに濡れてんのよ。傘はどうしたの、傘は」

			「すっごい風でひっくり返っちゃったんだよー。真桜りん、タオルあったら貸してー」

			「えっ……あ、うぅん……」

			　予備のタオルは持っているけど、今は困る。真桜は、手にした文庫本を慌てて背後に隠した。これは大事な怜那の秘密。もしもみんなに知れ渡ったら、もう彼女は真桜だけのものではなくなってしまう。だから、たとえ親友といえども、迂闊に教えるわけにはいかなかった。それ以前の問題として、これが真桜の趣味だと誤解される危険もある。

			「ん？　真桜りん、後ろになにか持ってる？」

			「持ってない！　なーんにも持ってないよー」

			　心の準備不足でごまかし方が雑だった。愛実の眼が、急に訝しげになる。

			「んー？　怪しいなぁ。親友に隠し事は許さないぞー……ぷあっ!?」

			　詰め寄る彼女の頭に、いきなりバスタオルが覆い被さった。

			「愛実ぃ、早く拭かないと、風邪引くよぉ」

			　背後から、遥がぬっと現れた。おっとり口調に似合わない激しさで、わしゃわしゃと愛実の頭を擦りまくる。

			「ぷわわっ！　遥っち、髪っ、乱れるっ！　それより、真桜りんがなにか隠し……」

			　愛実が真桜を指差して、遥までがなんだろうという目を向ける。悪化する状況に、背後で握り締めた書店の袋が、小さく乾いた音を立てる。

			「ええっと、ええっと…………あ！　委員長、いいところに!!」

			　そこへ怜那が登校してきた。ことさらに大声で彼女を呼んだので、一瞬、愛実と遥の視線が彼女に向けられる。真桜はその隙に文庫をブレザーのポケットに入れると、親友たちの脇をすり抜けた。

			「な……なに？」

			　大きく手を振りながら近寄る真桜に、さすがの鉄面皮少女も事情が分からず面食らう。

			「まーまー、いいから。ちょっと付き合ってよ」

			　怜那の肩を抱いて教室の外に連れ出す。鞄を机に置く間も与えられなかったのは気の毒だけど、これは彼女の秘密を守るためなので理解して欲しい。ともかくふたりきりになれる場所を求めて、屋上手前の踊り場に陣取る。

			「なんなの、一体っ！　ま……まさかこんな朝っぱらから……」

			　真桜の手を振り払った怜那が、不穏な予感に身体を斜めに構えて距離を取る。

			「違う違う！　委員長が考えてるようなことじゃないから！」

			　警戒を解くように、両の掌を見せながらひらひら振って愛想笑い。そして、彼女の格好に違和感を覚えて首を傾げる。

			「委員長の服、全然濡れてないね。どんな歩き方すればそうなるのよ」

			　まるで昨日クリーニングに出したように、パリッとしている。靴下なんて泥はねの跡ひとつない。外はまだ大雨で、大きめの傘をさしたくらいでは、この状態は保てないはず。

			「レインコートとブーツよ。こんなに雨風が強い日に、傘はあまり役に立たないから」

			「あ、ああ……そう。そうだよね……」

			　冷静な怜那の言葉に納得する。言われてみれば非常に合理的。彼女の目には、強風に傘だけで立ち向かい、大負けしてずぶ濡れになり、挙句に大騒ぎしている女の子たちは、さぞかし馬鹿げて見えていることだろう。

			「そっか……でも……っぷ」

			　レインコートを着た怜那を思い浮かべる。するとなぜか、それが頭の中で幼稚園児みたいな頭身に変換されてよちよち歩き出したので、つい吹き出してしまった。

			「い、委員長って……意外と可愛いとこあるんだね」

			「なによ、子供扱い？」

			　少しは自覚があったのか、考えていることが読まれた。ムッと膨らませた頬が、ますます子供っぽく見える。冷徹少女なんて言われているけど、こうして見ているとそれなりに表情豊かだ。あんまり真桜がニヤニヤしているので、怜那の目が切れそうに吊り上がる。

			「そんなわけじゃないけど……分かった分かった、ごめんなさい。そんなに怖い顔しないでよ。そうね、じゃあ……ちょっと、大人っぽいお話しようか」

			　特に意味はないけれど、思わせぶりな笑みを作ってみせる。彼女は険しい表情のまま、それでも口答えはしなくなった。

			「まずは、これ返すね。買った本人が読む前に借りちゃってゴメン。でも、さすがに委員長が選ぶだけあって、面白かった」

			　ポケットから文庫を取り出すと、彼女の表情が少し和らいだ。これを返却するには、確かに人目がない方がいいから。ただ、せっかく怜那の見立てを褒めたのに、そこには嬉しそうな反応を見せてくれない。

			　ともかく、怜那も本を受け取ろうとする。でも真桜は意地悪く、彼女の手に触れる直前で素早く引っ込めた。

			「……なんのつもり？」

			　当然、怜那の眼がさっきよりも険しくなる。想定していたとはいえ、睨まれるとさすがにちょっと怖い。ここで怯んだら台無しなので、懸命に軽薄さを保つ。

			「心配しないで。ちゃんと返すから。ただ、ひとつだけ質問に答えてくれればいいの」

			　怜那の表情に警戒心が上乗せされる。きっと彼女の頭の中では、アラートが鳴り響いていることだろう。そして真桜の質問は、その期待に十分添えるもの。

			「委員長ってさ、こういうエッチな本でオナニーしてるの？」

			「…………ンな!?」

			　さすがの委員長も、あんぐりと口を開ける。この面白い顔を見られただけでも大収穫だけど、せっかくだからキチンと答えてもらおう。

			「そ……な……なんでそんなこと、あなたに言わなくちゃいけないの!?」

			「あは。してないって答えないってことは、してるんだ。週に何回くらい？　ちゃんと教えてくれないと、この本がどうなっちゃうか分からないぞー」

			「この……この、意地悪っ！」

			　本を人質に取られ、怜那が顔いっぱいに屈辱感を滲ませる。真桜の背中にゾクゾクと快感が走る。彼女が感情的になればなるほど、もっと意地悪したくなる。

			（あたしは好きな女の子を苛めたくなる子供か！）

			　自分への突っ込みも慣れたもの。その感情の出所を考えることもなく、力ずくで本を奪い返されないよう、背中に回す。

			　開き直った怜那が「どうぞご自由に」なんて感じで所有権を放棄する可能性は、低い。彼女のお小遣いがどのくらいか知らないけれど、それほど多くはないはず。だって、お店であんなに時間をかけて迷い、厳選していたのだから。そんな大切な本を、少々脅されたくらいで簡単に諦めるとは思えない。

			　想像通り、彼女は歯を食い縛った。顔を背け、唇を開くことを何度も躊躇し、そして、屈辱にまみれた声を必死の形相で絞り出す。

			「し……してないわ」

			「本当に～？　嘘つくと、ためにならないよ～？」

			「本を読みながらはしないわ！　そっ……その後で、色々と想像しながら……よ！」

			「ふ～ん？　どんなこと想像してるの？」

			　さらに追い打ちをかけると、怜那が耳まで一気に赤くなった。そして、金切り声で憤りの叫びを上げた。

			「も、もう十分でしょッ！」

			　妄想に深入りしても可哀想だし、今回はこれで許してあげよう。そう思って本を差し出しかけ、急に、さらなる悪巧みが頭に浮かんでしまった。彼女の恥じらう姿を、もっともっと見てみたい。

			「仕方がないなぁ……。よし分かった！　じゃあ、それは聞かないであげるからぁ……」

			　いかにも渋々という演技をしてから、さらなる取引を持ちかける。

			「委員長のオナニー見せてよ」

			「は……はぁ!?　あ……あ、あな……あなた、バカじゃないの!?」

			　怜那が混乱している。気が触れたのかと言わんばかりに食ってかかる。その困惑しまくりの声に予鈴が重なった。そろそろホームルームの時間だ。

			「あーん残念。ここで見せてもらおうと思ったのにぃ。んー、じゃあ……授業中にこっそりやってみせて。大丈夫、本格的になんて言わないから。どんな感じかだけ。ね？」

			「ちょ、なにを…………正気!?」

			「委員長が逆らうからいけないんだよー。これは命令で、拒否権はないから。あ、今日中にお願いね。そうしたら、今度こそ本を返してあげる」

			　軽い調子で手を振って、真桜は先に教室へ引き返した。背中から「そんな……」と愕然とする怜那の声が聞こえるのを、あえて無視して。

			


			　そんなこんなで、もうすぐ昼休み。

			　古典のおばさん教師が、古語の文法について板書している。外は相変わらずの大雨。そんな状況で、真桜の耳には話の内容も雨音も、なにひとつ入っていなかった。真桜は、右斜め前に見える怜那の背中を、ずっと凝視し続ける。彼女の自慰に期待して。そして同時に、自分の出した命令に後悔して。

			（真似事ならと思ったけど……さすがに無茶すぎた……）

			　怜那が授業中にひとりエッチなんて、そんなこと誰も想像していない。だから大丈夫だと楽観的に考えていた。ところが教室を眺めてみれば、予想外に不真面目な生徒が多く、あちこち向いて私語をしたりスマホをいじったり。こんなに視線が乱れ飛んでいたら、悪戯が見つからない保証なんてない。彼女の地位や名誉を破滅させる羽目になったら、それこそ取り返しがつかない。

			　実のところ、命令の取り消しは、割と早い段階で決めていた。しかし、朝以降、怜那とふたりきりになるチャンスがまったくなかった。一応、連絡網用にクラス全員のアドレスは登録してあるので、メールで連絡しようとしたら、さすがは委員長、ご丁寧にも校則通りに電源を切っているらしく、メールチェックをする素振りすら見せない。結果、ここに至るまで、なにも伝えることができないでいた。

			　焦りから、手が勝手にノートにぐるぐると無意味な落書きを始める。しかし、それが真桜に閃きをもたらした。

			（……あ、そうだ！）

			　古典的、かつ簡単な方法がある。手書きのメモを回してもらえばよかったのだ。今ならまだ間に合う。真桜はノートの切れ端に手早く用件を書き、それを四つ折りにする。そして隣の席の娘に渡そうとした、まさにその時。

			（──！）

			　息を飲んだ。怜那が振り返っている。恨みがましい目で真桜を見ている。そこには、いよいよ実行するという意思が明確に現れていた。唇がなにかを言いたげに動く。多分、開始を告げたのだろうけど、どちらかといえば呪いの言葉を吐いたようにも見えて、背筋が少し冷たくなる。

			（ちょっと待って委員長、やらなくていいから！　中止だってば、ちゅ・う・しー!!）

			　もちろん、真桜の叫びは彼女に届かない。怜那が再び正面を向く。そして、左手を、ゆっくりと机の下に潜り込ませた。脚に到達したそれは、しばらく太腿を揉むようにして滞っていたけれど、やがて意を決したように、スカートの中へと消えていく。

			　でも真桜はといえば、他の生徒に見つからないか、そればかりが気になっていた。せっかく色っぽい動きをしているのに、それを呑気に見物していられない。

			（やばいやばい……！　委員長、早くその手を引っ込めて！）

			　祈りは届かず、彼女の背中が前屈みになる。小さく震える。もしかして、本格的に始めてしまったんだろうか。脇腹にぴったりつけた肘が、もぞもぞと動いている。

			　──ガタン！

			　不意に、彼女の椅子が大きな音を立てた。間違いなく、ひとり遊びの身じろぎのせい。クラス全員が音源を探す。一斉に視線を向けられた怜那はハッとして腰を上げ、そして。

			「あ、危ない！」

			　誰かが声を上げる。怜那は、急に糸が切れたように、ふらりと倒れてしまった。隣の席の娘が支えたので頭は打たずに済んだけど、荒い呼吸を繰り返すだけで目を覚まさない。

			「ど……どうしたの新条さん！　貧血？　貧血なの？」

			　突然のことに、おばさん教師はおろおろするだけ。結構なベテランのはずなのに、突然のトラブルにパニックを起こす。でもそれは怜那を抱えた生徒も同じ。意識のない人を扱いかねて、すっかり困り果てていた。

			「顔が赤いから貧血じゃないと思うんですけど……あと、少し熱も」

			「そ、そうなの？　ええっと、保健委員は……」

			「先生！　あたしも気分が悪いんで、ついでに保健室に連れていきます！」

			　この場を他人に任せるわけにはいかない。真桜は、とても気分が悪い人間とは思えない勢いで手を上げると、急いで怜那を奪い取り、おんぶした。

			「あーっ。真桜りん、ずるい！」

			　サボりを察した愛実が抗議する。とりあえず苦笑いでごまかし、混乱する教室からの脱出を図った。

			「ふー、危なかった……」

			　階段の手前で背後を確認。誰も追いかけてこないので、疑われずに済んだようだ。後は、本当に怜那を保健室まで運ぶだけ。

			「それにしても……」

			　彼女を庇った真桜だけど、早くもその態度を翻したくなった。その理由は、背中に当たるふたつの膨らみ。無駄に存在感を主張してくるこの感触は、最低でもＤカップ。歩くたび、ぽよんぽよんと量感たっぷりに弾んで、実に面白くない。

			「堅物のくせに、なんてモノを持っているのよ」

			「……堅物で悪かったわね」

			　恨みの籠った独り言に、怜那が気だるげに応えた。

			「おや委員長。目が覚めた？」

			「別に気絶したわけじゃないわよ……。ちょっと意識が飛んだだけ」

			「……そういうのを気絶っていうんじゃないの？」

			　あっさり言い返されて、怜那は口をつぐんでしまった。真桜も、彼女をこんな目に遭わせた責任を感じ、あまり軽口をたたく気にはなれない。通り過ぎる教室で、午後の眠たい時間の授業が行われている中、静かな廊下を無言で進む。

			「降ろして。ひとりで歩ける」

			　しばらくして、怜那が背中から降りようとした。けれども、すぐによろけてしまう。

			「無理しないの。ちゃんとベッドまで連れていってあげる」

			「なによ、その言い方。いやらしいわね。保健室って言いなさいよ」

			「やらしくないって。委員長がエッチだから、そんな風に聞こえるんだよ」

			「だっ……誰がエッチよ！　やっぱり降ろして！」

			「もう遅ぉい。ご希望の保健室に到着しましたー」

			　真桜ごときに言い負かされて、再び怜那が黙り込んだ。見えなくても、背中でむくれているのが手に取るように分かる。

			　保健の先生は不在らしい。彼女をベッドに降ろし、ぐるりと囲むカーテンを閉める。雨空で薄暗い保健室の一角が、さらに一段、明度を落とす。

			「それでは委員長、ごゆっくり。せっかくだし、あたしもお昼寝するから」

			　無事に事態が収拾したら、急に眠たくなってきた。欠伸をしながら隣のベッドに移動しようとする。しかしその背中に、まるで幽霊が憑依するように怜那がのし掛かった。

			「きゃあ！　な……なに、どうしたの!?」

			「…………ま……まだ、終わっていない……。教室に戻して……」

			「終わってないって……なにが？」

			　ぐったりしているのに、上目遣いの瞳は真剣そのもの。強い意思を秘めて、真っ直ぐに見詰めてくる。

			「わ、私……まだ麻倉さんの命令を終えていない。だから……やっぱり教室に戻る！」

			「……へ？」

			　その言葉に目を丸くする。まさか、オナニーの続きをするつもりなんだろうか。彼女はベッドを降り、驚いて固まる真桜の肩を押して歩き出そうとした。しかし足腰に力が入らず、すぐによろけてしまう。

			「待って待って、落ち着いて委員長！　あれなら、もう十分だから。ていうか、緊張しすぎて倒れちゃったんでしょ？　本なら返してあげるから、心配しないで」

			「ウソ、ウソよ……きゃあ！」

			　思い詰めた眼の彼女を、ベッドに戻そうとする。しかし押し問答しているうちに足がもつれて、ふたりでベッドに倒れ込んだ。庇った真桜が尻もちをつき、怜那が腰を跨いで覆い被さる格好になる。彼女はその勢いのまま、顔を近づけ問い詰めた。

			「また私を騙して、あの恥ずかしい写真をばらまくつもりなんでしょう！」

			　真剣すぎて怖い。どうやら、命令を完遂しないうちは真桜に許してもらえないと、完全に思い込んでいる。やっぱり教室オナニーは度が過ぎた。さっきの卒倒は、きっと羞恥に耐えられなくなったからで、いわば一種の現実逃避。そのせいで理性が飛んで、まともな判断ができなくなっている。

			（真面目すぎるっていうのも考えものだなぁ。ていうか、あたしが本気で脅してるかどうかくらい、分かんないもんかな？）

			　自分の悪行を棚に上げ、それでも一応は、調子に乗って加減を間違えたことを反省し、彼女をなだめながら身体を起こす。

			「分かったから！　お望み通りにしてあげる！　で……でも、すぐに教室に戻ると変に思われるから、ここで見せてくれる？」

			　コクンと素直に頷く怜那は、やっぱりどこかおかしい。なんにせよ、好きなようにさせてあげないと、彼女の気が収まりそうもない。

			　それに──正直なことを言えば、お堅い委員長がどんなオナニーをするのか、興味があった。それを間近で見せてくれるなら、お言葉に甘えよう。後は、彼女が冷静さを取り戻した時、文句を言われないように祈るだけ。

			「でも、その前に…………よいしょっと」

			　真桜は、正座状態からお尻を浮かし、下着を脱ぎ去った。

			「あ……麻倉さん、なにをしているの!?」

			　今度は怜那が目を丸くする。確かに、オナニーを見物する側であるはずの真桜が、パンツを脱ぐ必要はない。

			「ええっと……実はあたし、ひとりエッチが下手くそでさ。せっかくだし、ここは達人の委員長に教えてもらおうと思って！」

			「達人じゃない！　変なイメージ持たないで!!」

			　力を入れて意気込みを語ると、怜那がむくれた。本当は、無茶を言って気絶させてしまった罪滅ぼしとして、自分も見せようと思っただけ。だけど彼女にオナニーさせることには変わりないので、むしろ怒らせてしまった方が説明の面倒が省けていい。

			「それよりさ……見せてくれるんでしょ？」

			　声を潜めると、怜那の頬が緊迫する。真桜が先に脱いでしまったので、彼女もやむを得ず、スカートで隠しながら下着を取り去った。白くて飾り気のない布切れが、枕の下に押し込まれる。でも、そこで一度、羞恥の限界点が来たのか、ぺたりとお尻をついて座り込んだ。スカートの裾を目一杯に引っ張り、なんとか股間を隠そうとする。そして真っ赤に染まった顔が前髪で隠れるほど、深い角度で俯いてしまう。

			「ね、委員ちょ……」

			　催促しようとして、真桜はふと思い直した。

			「ね、怜那ちゃん。早くして」

			「れ……怜那ちゃん!?」

			　急に馴れ馴れしくなって、怜那が戸惑う。

			「うん、あ、怜那のほうがいいかな？　だってこんなエッチなことしてるのに、『委員長』じゃ味気ないでしょ？　安心して。みんなの前では呼ばないから。だから、あたしのことも真桜でいいよ」

			　ふたりきりの秘密。といっても、ただの雰囲気作り。彼女は嬉しくないだろう。現に受け入れられずに、四つん這いで顔を寄せる真桜から眼を逸らす。

			「ほら……ねえ、真桜って呼んでみて」

			「そんな、麻倉さ……きゃっ！」

			　聞き分けのない怜那をベッドに押し倒す。そして彼女の顔を跨ぐように身体を反転させると、身じろぎする太腿を開いて股間を覗き込んだ。

			「わ……」

			　初めて見る、他の人の性器に息を飲む。綺麗な肌の中で、肉色の口が開いているのが不思議でならない。でも同性のものだからなのか、嫌悪感は少しもない。むしろ、軽い感動に胸が詰まる。淡い恥毛に飾られた白い丘と、薄桃色の陰唇の配色は、怜那の頑固さとは正反対に、ひどく儚げに思えた。

			（これと同じものが……あたしにもあるんだよね？）

			　しっかりと見たことがないので、よく分からない。たまに触る印象では、こんな風に軽く綻んでいるような感じはなく、しっかり口を閉じているように思える。しかしもっと衝撃的なのは、彼女が、真桜のこれに口づけたこと。無理強いしたとはいえ、よくできたものだと感心する。真似しろと言われても自信がない。

			「でも……綺麗、かも」

			　単純な亀裂なのに細部は意外に複雑で、生々しい色をしているのに、いつまで眺めていても飽きそうにない。

			「や……あぁぁぁ……。見ないでぇ……」

			　弱々しい怜那の叫びで我に返る。じっくり観察していたようでいて、多分、実際にはほんの数秒。恥裂に見入るあまり、時間感覚がなくなっていた。振り向けば、彼女は両手で顔を覆って、真桜のものを見るどころではない様子。

			「なに大騒ぎしてんのよ。あたしのは何回も見たくせに」

			　からかいと励ましを兼ねて意地悪を言ってみると、彼女の声が泣き出しそうになった。

			「す……好きこのんでじゃないわ！　あなたが勝手に見せたんでしょう！」

			　人を露出狂みたいに、なんて憤りかけたけど、現にこんな相当に恥ずかしい格好をしているわけだし、まったく彼女の言う通りで言い訳ができない。

			「それよりさ……。ねぇ、ここって、どんな風に触ればいいの？　こんな感じ？」

			　話をごまかすように、彼女の目の前で自分の性器を擦ってみせる。平気でこんなことができるなんて、もしかすると本当に羞恥が麻痺してしまったんだろうか。そうじゃないと思いつつ、でも彼女が指の間からその行為を見ていると感じるだけで、興奮のあまり頭が沸騰しそうになる。

			「…………ンッ！」

			　ただ、摩擦の痛みがそれを邪魔した。怜那の舌の動きを真似てみたのに、うまく気持ちよくなれない。

			「だ……だめよ、そんな乱暴にしちゃ。さ、最初はもっと優しく……こう……」

			　震える声で、怜那が咎める。そして見本を示すように、彼女も自身の恥裂に指を這わせ始めた。中指でゆっくり、擦るというより撫でるように。そうしているうちに、そこが次第に緩んできた。解きほぐされた肉襞の間に、指先が沈んでいく。その変化を、瞬きもせず見詰めていた。そうして気づけば、真桜の指も、彼女を倣って動いている。

			「は……あ……？」

			　不意に、ゾクゾクが背筋を走った。いつものオナニーでは感じたことのない甘い痺れに身体が戸惑い、シーツに爪を立てる。

			「はぁ……はぁ……あ、あっ……」

			　まるで怜那に愛撫されている時のように、あそこが熱い。指先にぬめりを感じる。目の前でも、淫裂をまさぐる指に粘膜の襞と粘液が絡みついて、鈍い光沢を放つ。愛液のツンとした匂いに鼻孔をくすぐられ、あまりの卑猥さに頭がクラクラする。

			（すっごい……。怜那のあそこ、すっごく、やらしい……）

			　オナニーを見せ合っている異様な状況に酔い痴れる。怜那の指遊びを凝視しながら、自分の淫部も夢中でまさぐる。するとその指先が、前触れもなく亀裂に沈み込んだ。

			「ふぁうッ！」

			　指先が粘膜を刺激して、静電気のような快感が一気に頭まで貫いた。背筋が強張り、お尻がキュッと締まる。しかも、亀裂の中には、油のようなぬるぬるが、たっぷりと溜まっていた。それを襞に塗りつけると、堪らなく気持ちいい。内腿や膝裏、ふくらはぎから爪先まで、ピリピリとした心地よさが伝染していく。

			「委員チョ……れ、怜那ちゃん……！　なんか、あたし……すっごく……ふぁぁぁぁ」

			　腰が震えて言葉にならない。身体を支える腕の力もなくなって、真桜は怜那の太腿を枕にするようにして上体を倒した。その脚にしがみついた手が、強張って彼女のふくらはぎに爪を立てようとする。辛うじてそれを自制したものの、股間から這い上がる快感が指先を蠢かせ、彼女の膝裏をくすぐってしまう。

			「ひッ、あっ……麻倉、さんっ！　それ、くすぐったい！　やめ……ンぁ、あっ！」

			　オナニーどころではなくなって、身体を捩って膝のくすぐりから逃れようとする怜那。けれども今は真桜の全体重がかかっている状態で、叶わない。

			「は、離れてってば麻倉さんっ！　く、くすぐった……ひぁん！」

			　可愛い声で怜那が悶える。真桜はそんな彼女に気を回す余裕もなく自慰に溺れた。乱暴にするなと言われた女性器を、グチャグチャと掻き回す。

			「怜那……ちゃんっ。どうしよ……指、止まんない！」

			「ば……馬鹿！　知らないわよっ。自分でなんとかしなさ……ひぃあん！　それより、脚……くすぐらないでってばっ。あん、ふぁん、ン、ふぁっ」

			「そんなこと言わないで……て、手伝ってよぉ！」

			　自慰なのに自分ではやめられない。波のように押し寄せる快感を手離す気になれず、身体が勝手に動き続ける。いっそ絶頂してしまえば楽になれるのだろうけど、残念ながら初心者のテクニックでは、容易にそこまで到達できない。

			「ンもう！　ご主人様が手伝えって言ってるの！　命令を聞きなさい！」

			　もどかしさに耐えられず、心ならずも怜那に当たってしまった。しまったと思ったのは一瞬で、後で謝ればいいやと、自分勝手な快感欲求が真桜を言いくるめる。

			「ご主人様ってなによ！　私があなたの奴隷みたいじゃない！」

			　当然の反発を見せる怜那も、弱みを握られ逆らえない。邪魔な「ご主人様」の手を苛立ち気味に払いのけ、のし掛かる淫裂を両手で責め始めた。左手の指でぱっくりと開き、右手の中指で粘膜を素早く撫でる。

			「ンふぁ！　あ……あ、あっ！」

			　指先で膣口をくすぐられる。真桜のお尻が繰り返し跳ね上がる。大口を開いた秘裂から淫液が溢れ、内腿を流れ落ちる。それを、怜那の舌が逆撫でするように舐め取った。

			「ひ、あッ！　そこ……っ、感じすぎて……だめ、舐めちゃ……ンあんッ！」

			「気持ちよくなりたいんでしょ、麻倉さん。お望み通りにしてあげるから……とっととイッちゃいなさい」

			「そんな、あたし慣れてないのに……！　れ、怜那……もっと優しく……あぁン！　そ、そんな強くしたら……や、あ、あ……あっ!!」

			　怜那の指の腹が、陰唇を左右に弾く。淫蜜の飛沫をぴちゃぴちゃ飛ばす。柔らかな舌とは違う激しい愛撫に、真桜の頭は真っ白になって、腰が上下左右に暴れ回る。

			「おね……がいっ、お願い優しく！　あたし……あたし……ンッ!!」

			　膣口に指がめり込んだ。ほんの数ミリ、爪の半分も入っていないはずなのに、息が詰まるほどの圧迫感。でも縁を引っ掻くように撫でられると、蕩けるような快感に一瞬たりとも我慢できない。指先に操られるように背中が波打ち、髪を振り乱す。

[image: ]




			「だ……めっ。そんなされたら……イク、イク！」

			「いいわよ、イッちゃって」

			　急かす怜那の声も上擦った。膣口と陰唇を同時に震わされ、全身が痺れる。ぐっと手を握って堪えるけれど、下半身から駆け昇る快感に抗いきれない。

			「すご……も、もう……ん、あ、だめ……だめだめ、イク、だめっ…………っ！」

			　いきなり、膣口に挿し込まれていた指が引き抜かれた。その摩擦と、膣肉が収縮する衝撃が頭を直撃する。

			「ひぁ!?　あん、あぅ、ンあ、いくいくいく……イッ……くぅンあぁぁぁっ!!」

			　全身が強張った。背中を反らせ、顎を突き上げ、手足を突っ張らせて、全身に絶頂快感を行き渡らせる。

			「あん、あん、あんっ……あ、ふ……あ……ふ……あぁぁぁぁ…………」

			　そうして、一気に脱力し、怜那の上に倒れ込んだ。真桜の荒い吐息が当たるたび、枕にしている内腿がぴくんと跳ねる。

			（あ、そうだ……今度は……委員長を……）

			　お返しをしようとするけれど、絶頂の余韻に指が震える。そんな足掻きに気づかない怜那は、恥ずかしさが戻ってきたのか、スカートの裾を限界まで引き下ろし、ころんと、真桜に背を向けてしまった。

		

	

			第三章　エッチなこといっぱい教えて委員長

			


			　身体測定のために保健室で並ぶ真桜は、軽く後悔していた。この前は、もっと場所を選べばよかったと。

			　怜那とオナニーの見せっこをした部屋が、今日は体操着の女の子たちでワイワイガヤガヤ騒がしい。特に現場のベッドは、すでに測定を終えた生徒の溜まり場になっている。身長を測っていると、ちょうどそこが正面に見えて、面白くない。

			「……クラスメイトを睨むんじゃないの」

			　すると、身長の記録係で脇に立っていた怜那が、小声で注意してきた。

			「えっ、あたし、そんな顔してた？　いや、なんていうかさ……ああいうことされると、あたしと怜……委員長の思い出が汚されたような気になっちゃって……」

			「……もしかしたらあのベッドには、もっと美しい純粋な友情の思い出、なんてものがあったかもしれないわね。それをあなたが汚したとは思わない？」

			「あ、うん……。あはは、そう……かもねー」

			　視線を合わせず、怜那が硬い声で嫌味を吐き捨てた。確かに、女子校生にあるまじき強要エッチを「思い出」と名づけるのは、彼女には不愉快な話だろう。

			「麻倉さん、百五十五センチ」

			「え？　あ、はいはい」

			　笑ってごまかしていたら、事務的口調の委員長に、早く次へ行けと追い立てられた。それに素直に従い、でも、ふと首を傾げる。弱みを握っているのは自分なのに、なぜかいつも、強気に出るのは彼女の方。明らかにパワーバランスが間違っている。

			（うーん、これは上下関係を修正する必要が……）

			　頭を捻っていたら「きゃー！」と悲鳴が上がった。なにごとかと思ったら、例のベッドの上で、女の子たちがじゃれ合っている。

			「また育ったなー？」「何センチになったか答えろー」

			　どうやら、クラス一番の巨乳さんが標的になっている様子。数人の友達に胸を揉みしだかれ、あんあんと悶えている。その掌からはみ出す膨らみは、確かに非常に興味深い。

			（いいなぁ……）

			　その心の中の呟きに、真桜はちょっとした混乱を起こした。揉む方と揉まれる方。自分は一体、どっちを羨ましいと思ったんだろう。

			「いつまで遊んでいるの！　終わったら教室に戻りなさい!!」

			　あんまり騒がしくしていたので、保健の先生がものすごい剣幕で怒った。その一団はすごすごと保健室を退散し、室内には気まずい静寂が残された。数値を読み上げる声だけが静かに響き、淡々と測定が進む。

			　そんな中、真桜だけは、胸囲を測りながら、呑気におっぱいについて考え続けていた。

			（あの娘ほどじゃないけど……委員長も結構なサイズだったなぁ……）

			　彼女をおんぶした時の、背中に当たった感触が、ありありと思い出される。

			


			　意識し始めたら、そればかりが目につくようになってしまった。怜那だけでなく、日常的に、女の子たちの胸に視線が吸い寄せられる。特に体育前の着替えの時間なんて、最悪というか目の毒というか。

			（うわっ……。こうして見てると、案外みんな大胆だな）

			　普段は制服の下に隠しているお洒落なブラから、スポーツブラへと付け替える。ここでも同性の目しかないものだから、みんなおっぱい剥き出し。大小様々な膨らみと、色とりどりの先端の蕾が、真桜の審美眼を楽しませた。

			（あの娘も意外とあるな。愛実……は、もうちょっと成長してもいいかも）

			　とはいえ、みんなの半裸を見るのが初めてなわけじゃなし。興味を抱いたといっても、たいして新しい発見もない。それに端から順番に品定めしていくと、自分のサイズが悲しく思えることも何回か。

			（それはそれとして……肝心の胸が見当たらないな。あの娘、どこに行ったんだろ）

			　着替えの手を止めおしゃべりする女の子たちの中に、怜那がいない。奴隷のくせにご主人様に姿を見せないとは生意気だと、勝手な理屈でムッとなる。もしかして見落としたかと思い、もう一度ひとりひとり確かめていたら、不意に愛実と眼が合った。

			「真桜りん、さっきからどこ見てんのよ」

			　一瞬、怜那を探しているのがばれたかと思ってたじろぐ。しかし愛実は、胸を両腕で隠して横睨み。真桜がみんなの胸をじろじろ見ていたので、それが気になったみたいだ。

			　それにしても彼女の仕種は、隠しているというより必死に寄せて上げている感じ。残念なことに、その甲斐なく谷間はろくに形成されず、思わず鼻から笑いが漏れる。

			「あー、馬鹿にしたー！　真桜りんだってそんなに大きくないくせにー！」

			「う……！　でも、あたしはＣだよ！　立派なもんでしょ！」

			　うぐぐと悔しそうに唇を噛む愛実に、ふふんと胸を張って見せつける。自慢できるほどのバストでもないけれど、そして親友相手といえども、見栄を張れる時には張っておく。

			　そんな頭の悪い勝負に、遥が介入してきた。

			「ほら、遊んでないの。早く行かないと先生に怒られるよ」

			　ふたりの頭をぽんと叩いてたしなめる。しかし、そのお姉さんぽい振る舞いよりも反発を覚える立派なものを、彼女は持っていた。

			「真桜りん、こいつは敵だ」

			「うん、間違いなく敵だ」

			「な……なによ、ふたりともー」

			　少し動くたびに、ブラをしているとは思えない揺れを見せる、Ｇカップ。共通の敵が現れて、小振り組の争いは終結を見た。

			「ええいっ、前から遥っちのことは気に入らなかったんだ！」

			「きゃー!?」

			　普段の鬱憤を晴らすように、遥の胸を愛実が鷲掴みにする。短い平和の後に勃発した、新たな争いから距離を取り、真桜は改めて肝心の人物を探し始めた。

			（さてと、怜那はどこかしらっと……）

			　壁際にロッカーが並ぶだけの更衣室に、隠れるところなんてない。もう着替えを終えて出ていったんだろうか。授業開始が近いので、すでに移動し始めている人もいる。真桜も時間切れと思い、いったん捜索を諦めることにした。

			　でも最後にと思って、部屋の中を視線でひと巡り。すると、一番奥のロッカーが開けっぱなしになっているのが目に留まった。しかも、扉の陰からスパッツのお尻が見える。足音を忍ばせ近づけば、やはり怜那。なぜか、人目を避けるように身を潜めている。

			「…………下着ドロでもするの？」

			「きゃあ!?」

			　怜那がロッカーの中に倒れ込み、ガタガタと音が鳴る。彼女は鼓動を抑えるように胸に手を当てているけれど、驚いたのは真桜も同じ。甲高い悲鳴を聞かされた耳が、キーンと鳴っている。

			「だだ……誰が下着ドロよ！」

			「いやだって、怜那って女の子好きだし」

			「だから！　趣味と現実を一緒にしないでって言ったでしょ！　仮にそうだとしても、そんな犯罪しないから！　麻倉さんじゃあるまいし……」

			　真桜の方こそ犯罪者扱いに文句を言いたかったけど、そこを掘り下げて論じると、どうしても脅迫行為に話が及ぶ。明らかに分が悪そうなので、そこはあえてスルーする。

			「で、なんで隠れてるの？」

			　最も大事な疑問について尋ねると、怜那は気まずそうに目を逸らした。

			「と……特に意味はないわ」

			「ふーん。……それって、どうしても、あたしに、言えないこと？」

			　あたし、の部分に力を入れる。それだけで、察しのいい彼女には意図が通じたらしい。わずかに顔つきが険しくなる。先日の身体測定で生意気な態度を取られた仕返しだ。少しばかりせこいけど、強気に出られる時には出ておかないと、これからも舐められてしまう。

			「そ、それは……どうしてもってわけじゃないけど……」

			　口籠りながら怜那が答えようとする。しかし。

			「真桜りーん。なにしてるのー」

			　いつまでも真桜が更衣室から出ないので、愛実が様子を見に戻ってきた。確かに、今はゆっくり会話をできるタイミングじゃない。場所を改める必要がある。

			


			　本日の体育は、体育館でバレーボール。トスの練習は前にしたので、今日は背の順でチーム分けして、いきなりゲーム。時間内に適当に総当たりという緩い内容で、真桜は、怜那のいるチームと最初に対戦することになった。

			　体育会系の子は張りきって、そうでない子はのほほんと。やる気の濃淡がモザイク模様を描くコートの中、真桜は、序盤から著しく集中力を欠いていた。ひとつには、さっき更衣室で見たクラスメイトの裸のせい。乳房が服の下から透ける錯覚に囚われ、たびたびレシーブをミスしてしまう。

			「ううっ……委員長じゃあるまいし……。あたし、そんな趣味じゃないのになぁ」

			　ネットの向こうの怜那の耳に届いたら、また怒られそうな独り言を漏らす。彼女も一応は中腰になって構えてはいるけど、真桜以上に心ここにあらず。視線がボールとは無関係な方を向いている。

			（あの娘、さっきはどうしてロッカーの陰なんかにいたんだろ）

			　ただ立っていただけで、なにかをしていた様子もない。もしかすると、真桜が気が付かなかっただけで、これまでも隠れて着替えをしていたのかもしれない。

			（……にしても、怜那のおっぱい、大きそうだなぁ）

			　レシーブに備え、両腕で胸を挟んだ前屈みのポーズが、図らずもバストを強調する。どうして今まで下半身にばかり関心が向いていたのかと思うほど豊かな彼女の膨らみは、体操着なんかでは隠しきれない。クラスにはもっと大きな娘もいるけれど、そちらにはあまり興味はない。なにしろこの委員長は、見せろと命じれば応じてくれる貴重な存在。そんな贅沢な玩具を持っているのに、わざわざ他の娘を気にかける理由がない。

			「…………あれ？」

			　そんな雑念というか邪念のせいで、ボールの行方を見失った。焦る真桜の脇を掠めて、ラインぎりぎり内側に落ちる。

			「こら真桜りーん！　ぼんやりするなー！」

			　外野から愛実が野次を飛ばす。癪だったので懸命に妄想を振り払い、見返してやろうと集中を高める。部活には入っていなくても、運動神経にはそれなりに自信があるので、真面目にやればアタックだって決まるようになる。どうだとガッツポーズをしてみせたら、愛実がべーっと舌を出した。

			（よしっ。じゃあ今度は……）

			　調子に乗った真桜は、相変わらずやる気のなさそうな怜那を狙うことにした。自分にトスを集中させて、動きの鈍い彼女めがけてアタックを繰り返す。

			「きゃっ」

			　足元で強烈な音が弾けて、怜那が悲鳴を上げる。さすがの委員長も運動は苦手らしく、為す術もなく真桜のチームに点数を献上し続ける。さすがに自分が集中砲火を浴びていることに腹を立てたらしい。ボールがコートから大きく飛び出てプレイが中断した隙に、素早く近寄ってくると、ネット越しに小声で文句を言ってきた。

			「ちょっと麻倉さん、なんのつもりかしら」

			「別に嫌がらせとかじゃないよ。セオリー通り、弱点に攻撃を集中させてるだけ」

			　正論で反論を封じると、彼女は「う～っ」と涙目で睨むだけ。普段仏頂面の怜那が頬を膨らませて拗ねると、意外と可愛い。

			「そんなに気に入らないならさ、賭けをしない？　このゲームで勝った方が、ひとつだけ言うことを聞くの」

			「いいわよ」

			　いつも真桜にひどい目に遭わされている怜那としては、復讐のチャンス。とはいえ、話を持ちかけた方が驚く早さの二つ返事。よほど腹に据えかねていたみたいだ。

			　ゲーム再開。命令権がかかったら、なおのこと手は抜けない。真桜はさっきよりも力を入れて怜那を狙った。どうせ友達のいない彼女のこと。守ってくれる人なんかいない。

			　と思っていたのに、相手チームが全体でカバーし始めた。怜那の取りづらそうなボールを打つと、誰かが庇うようにレシーブする。負けそうな危機感がそうさせるのか、向こう側のコートに一体感が生まれている。

			「委員長、大丈夫？」「え、ええ……ありがとう」

			　なんて会話まで聞こえてきた。なぜだか急にむかついて、怜那に声をかけた子にも容赦ないボールを打ち込んだ。終わってみれば、一方的な展開で真桜チームの圧勝。

			　最初はまったりした雰囲気で始まったのに、意外に白熱して、みんな汗びっしょり。双方、充実した顔が並ぶ。でもどういうわけか、真桜は少しも勝った気がしなかった。

			　待機していたチームと交代し、コートを出たグループは、タオルで汗を拭う者や水を飲みに行く者など、思い思い休憩に入る。息の上がった怜那も、壁際にしゃがみ込もうとしていた。でも、ステージのカーテンに身を潜めた真桜が、小さな仕種でちょいちょいと手招き。休憩を妨げられ、彼女の顔が、いかにも嫌そうに顰められる。

			（お願い、少し休ませて）

			（だーめ。こっちに来るの）

			　視線による命令で、彼女はやむなく立ち上がった。周囲に気づかれないように舞台上手の物陰に引っ張り込むと、その表情がさらに険しくなる。

			「なんの用？」

			「勝った方が言うことを聞いてもらう約束でしょ」

			「えっ!?　……い、今から？」

			　張り上げた声が裏返り、怜那は慌てて自分の口を押さえた。なにかを要求されるにしても、こんなにすぐだとは思わなかったはず。それは、実は真桜も同じ。条件を出した時点では、なにをしてもらうかさえ考えていなかった。でも、理由の分からないムカムカが治まらなくて、今すぐ解消しないと気が済まない。

			「休憩していても、今は授業中よ？　この前みたいな無茶はごめんだわ」

			　人前オナニーで気絶させてしまったことは、真桜だって反省して対策を考えている。だから、彼女の手を引き、急な階段を昇った。

			「放送室？　鍵がかかっているわ。知らないの？」

			　怜那が心配顔になるけれど、彼女の方こそ知らないらしい。真桜があっさり扉を開けると、目を見開いて驚いた。

			「ここの鍵、ずっと前に放送部の先輩が壊したままになってるんだよ。秘密だから、あんまり知ってる人はいないけどね」

			　それをなぜ真桜が知っているかといえば、あれから学園内を隈なく探検したから。安心して怜那と遊ぶ場所を確保するために。

			「入って、早く」

			　扉を閉めると、騒がしい声や音が小さくなった。体育館内を見下ろす窓にはカーテンがかかっているので、こちらを見られる心配もない。だから、真桜はいきなり怜那の手を掴んで引き寄せた。

			「ンあんっ」

			　急な動きに、彼女が姿勢を崩す。その背中に腕を回して支えた。でも助かったなんて思わせない。生意気なＤカップバストを鷲掴みにする。

			「痛っ……！」

			　乳房に指を立てられ、怜那が顔を歪める。それはそうだ。わざと痛めつけているのだから。突然の暴挙に、さすがの彼女も戸惑いを隠せない様子。逆らっていいものかどうか判断できず、言葉だけで抗議する。

			「あ、麻倉さんっ。これが、言うことを聞かせたいこと……ンぁ！」

			「麻倉さん、じゃないでしょ。真桜って呼びなさいよ。それに、こんなのはまだ命令じゃないよ。本番はこれからなんだから」

			　シャツの中に手を入れて、今度はブラの上から乱暴に揉みしだく。本当なら、この掌に収まりきらない豊かな乳房を、もっと楽しみたい。拙いながらも、自分の愛撫で気持ちよくさせてあげたかった。なのに、そんな気持ちを蹴散らして、お仕置きの苦痛を与える。

			「ねえ、怜那。忘れちゃ駄目でしょう。あなたは、あたしのものなんだから」

			「え……？　え？」

			　顔を近づけ囁くと、彼女が、困惑の目で見上げてきた。そんな約束なんかしていないと言いたげに。もちろん真桜にも覚えはない。だけど、そんなのどっちだってよかった。今ここで宣言したのだから同じこと。またも勝手な理屈を暴走させ、でも、胸の奥に釈然としない思いが積もっていった。

			　どうしてこんなに腹を立てているんだろう。苛立ちの原因が、自分でも分からない。

			（そんなの知らない。関係ない）

			　答えが出る気配もないのに、考えるだけ時間の無駄。そんなことより、したいことを優先すべき。強引にそう結論づけた真桜は、彼女をキャスター付きの椅子に座らせた。肩を掴んで真っ直ぐ見詰める。視界の端に、細い喉が唾液を飲み込むように動くのが見えた。それに釣られて真桜も喉を鳴らし、硬い声で宣告する。

			「怜那…………おっぱい、見せてもらうね」

			「お……おっぱい!?」

			　聞き返す怜那の左乳房を、下からそっと、掌で掬い上げる。形と重さを確かめるように指で揉むと、彼女は「ん……ッ」と呻きながら目を閉じる。でも、真桜がシャツの裾に手をかけると、息を飲んで目を見開いた。もちろん逆らうのは許さない。辱めを与えるように、わざとゆっくり、めくり上げる。

			「ん、あ……あっ」「はぁ……」

			　怜那の強張る声と、真桜の溜め息が重なった。無駄なお肉のまったくない、白くて滑らかなお腹が、呼吸と一緒にピクピク引き攣る。彼女は歯を食い縛り、身体の横で両手を握って羞恥に耐える。

			「どうしたの？　この前なんか、もっと恥ずかしいところを見せてくれたでしょ？」

			「そ、それとこれとは……。恥ずかしいものは恥ずかしい……のっ」

			　怜那の声が、凍えるように震える。そういう真桜の声も上擦っていた。勢い任せに脱がせてしまえばよかったと、心の中で後悔する。まるで、初めて恋人の裸を見るような、妙な緊張感が二人の間に張り詰める。真桜は息を止めてそれに抗い、シャツと、そして飾り気のない簡素なブラを、剥ぐように肌から離した。

			「や……やっぱり駄目──！」

			　最後の瞬間の抵抗は、タッチの差で間に合わなかった。怜那がシャツを戻そうとするより早く乳房が飛び出し、先端がぷるんと跳ねる。その桃色の残像に惑わされた真桜は、考えるよりも先にぱくりと食いついた。

			「ひぁん！」

			　怜那の声が裏返る。可愛い音色に刺激され、口に含んだ乳首を思いきり吸い込んだ。

			「や、や……ん、くっ！」

			　痛かったのか、怜那の両手が肩にしがみついてきた。食い込む指の感触で、少しだけ我に返る。さっきから、彼女を痛めつけてばかり。

			（あたし、今日はなんか変だ。怜那は悪くないのに）

			　真桜が怒らなければならないような粗相なんて、なにもしていない。なのに無性に腹が立って、心穏やかでいられない。

			「……ン！」

			　怜那が喘ぎながら身悶えする。考え事をしている間、真桜は無意識に、彼女の乳首を飴玉のように舌の上で転がしていた。おかげで、最初は柔らかかった肉蕾も、すっかり硬くなっている。

			（これって、興奮してるってこと？）

			　上目遣いで、表情を覗き見る。恥辱や苦痛に耐えるように目を閉じてはいるけれど、噛み締めた唇は開閉を繰り返し、そのたびに小さな吐息を漏らす。上気した肌を見ても間違いない。感じている。そう思った途端に胸が弾んだ。もっと喘がせてみたいと、今度は意識的に、細かい動きの舌先で、何度も乳首を弾き飛ばす。

			「んあ……あっ！　そ、そんなことしちゃ、それ……だめっ。やめ……あんッ！」

			　彼女は真桜の肩に手を置き、でも押し返そうか逆らうまいか迷って、身体を捩るだけしかできないでいた。それをいいことに、真桜は細い腰を抱き寄せて、乳輪ごと頬張った。お尻が激しく暴れ、真桜に掴まっていないと今にも椅子から落ちそうだ。

			「あ、麻倉さん……！」

			「真桜、だってば。……コリッ」

			　覚えの悪い飼い犬を甘噛みで躾ける。彼女の身体が、伸び上がるように跳ねる。

			「ひぁン！　ま、真桜……。ど、どこでこんなの覚えて……」

			「んー？　ちゅ。そんなの……ちゅっ。怜那のエッチな本に決まって……ちゅぱ、コリ、ちゅるちゅる、ちゅるんっ」

			「やだ……そんなこと言わないで……あ……あぁぁうっ」

			　成績優秀な委員長のくせに、こんな簡単な問題の答えも予想できなかったなんて情けない。罰として、さっきから鼻孔を刺激しているものに言及することにする。

			「はぁ……。怜那の汗の匂い……」

			　胸の深い谷間に顔を埋め、うっとり呟く。彼女の身体が固まった。乳首責めの羞恥に気を取られ、さっきのバレーボールで大量に汗を流したことを忘れていたらしい。実際にはほとんど乾いていて、匂いらしい匂いはない。それでも、仄かな残り香に小鼻を動かすと、彼女の顔が真っ赤に染まった。

			「ダメダメダメ！　そんなの嗅いじゃ駄目ぇぇぇ！」

			「そんな大声出すと、下にいるみんなに聞かれちゃうよ」

			「で、でもっ……やっぱり駄目！　もうおしまいっ！」

			　完全に冷静さを失い、シャツを下ろして胸を隠そうとする怜那。プレイを続けたい真桜と軽く揉み合いになる。

			「ちょ、怜那っ。そんな暴れたら……！」「きゃあ!?」

			　急に立ち上がった怜那が足を滑らせた。身体が後ろに倒れ込む。真桜は慌てて腕を伸ばし、床に打ちそうになった彼女の後頭部を両手で庇った。

			「危ない……よ？」

			　囁きながら、真桜は動揺していた。怪我をしそうだったからじゃない。抱き合う格好になった怜那の、柔らかな乳房を感じていたから。体操服を通しても、重なり合った胸に、コリコリと硬い乳首の小さな突起を感じる。

			　ずるずると彼女の身体の上を滑り、今度はじっくりと、膨らみを観察した。仰向けになって少し潰れてはいるものの、小山のように盛り上がる半球型の乳房。その頂点には、親指と人差し指で円を作ったくらいの乳輪。そして、小粒ながら充血したように真っ赤な乳首が、ツンと上を向いて立ち上がる。

			「綺麗……」

			　素直な感想が口から漏れた。その瞬間、怜那がどんな顔をしたかは分からない。真桜はそれほど、豊かな軟丘に視線を奪われていた。

			「…………馬鹿なこと言わないで……」

			　謙遜──ではなく、同性の胸に見惚れているお馬鹿さんへの嫌味だろう。それをあっさり聞き流し、再び口を近づける。なんのためらいもなく、赤く小さな果実を口に含む。舌先に触れると、頭の中を痺れさせるような悦びが走った。吸わずにいられない衝動に駆られ、無心で転がし、舐りまくる。

			「はぁ……はぁぁ……あっ、ちゅッ、ん、む……ふぁ……ちゅぱっ」

			「あッ……麻…………真桜、真桜っ……!!」

			　怜那が真桜の名前を呼びながら身体をくねらせる。彼女が感じているのが嬉しい。でもそれ以上に、唇や舌に触れる感触に、真桜は夢中になっていた。柔らかな乳房と硬い乳首のコントラスト。その境界線を舌先で探って舐める。口の中に唾液が溜まると、それがまるで母乳が溢れてきたような錯覚を起こし、ちゅぱちゅぱと音を立てて吸いまくる。

			「あ、そんなに、吸ったら……ン！　真桜……あ、赤ちゃん、みたいよっ」

			　怜那は皮肉のつもりかもしれないけれど、真桜の耳には褒められているようにしか聞こえない。唾液が乳房の丸みに沿って零れ、それを舌で掬って再び乳首に塗りつける。

			「ふ……ぅんっ、ふぁう、ん……んンッ！」

			　腰が浮く。床を擦りながら脚が交互に曲げられる。やるせない快感が彼女の身体の中を駆け巡っているのだと思うだけで、真桜の胸も堪らない歓喜で熱くなる。

			「あ、真桜……私……それ、そこ……きゅふン！」

			　すぐにでも達してしまいそうに、怜那の声が切迫してきた。自分はご主人様なのに、どうして奴隷を気持ちよくしてあげているんだろう。そんな疑問も浮かんだけれど、耳をくすぐる喘ぎ声が可愛くて、愛撫をやめる気になんてなれない。

			「ふあ、あ、あ……あぁ！　あ、あ、あ、あ……！」

			　彼女の喘ぎが小刻みになる。眼の焦点も、次第に合わなくなってくる。もしかして、本当に胸だけで絶頂するんだろうか。それを確かめたくなって、舌で弾く速度を上げる。

			「怜那、もっと気持ちよくしてあげ……りゅふぁ!?」

			　ところが、彼女はいきなり横にごろんと転がって、ふたりの上下を入れ替えた。そして戸惑う真桜の体操服をめくり上げ、逆襲のように乳首を舐め始める。

			「ちょっと怜那、急にどうし……ひぃあぁっ!?」

			「ちゅばちゅば、じゅるっ、ちゅ、ちゅばばっ」

			　最初からトップスピートで乳首を弾かれて、背筋が浮き上がるほどの痺れが走った。思わず奇声を発してしまい、慌てて口をつぐむ。けれども我慢なんてできない。彼女の感じる姿と喘ぎに刺激され、真桜の身体も十分すぎるほど欲情していた。

			「ひっ、ひはっ、あ、ン……ふぁっ!!」

			　震える顎を突き上げて、短い喘ぎを漏らしてしまう。乳突起を吸われ、弾かれるたび頭の中が真っ白になる。噛まれると、痛いのに気持ちいい。もう一方の乳房も乱暴に揉みしだかれているのに、甘い快感に身悶えさせられる。

			「すご……。怜那、お……おっぱい、気持ちいい……いいっ！」

			　胸がこんなに感じるなんて。しかも彼女は真桜の脚をこじ開け、指先で内腿をくすぐり始めた。スパッツ越しとは思えない快感電流が股間を刺激する。秘裂がねっとりと口を開き、とろりと零れた淫蜜が下着に吸い込まれていく。

			「ふぁ、あ、やぁぁぁぁ……」

			　見えない部分の映像さえはっきりと頭に浮かび、羞恥に耐えかねた真桜は、夢中で怜那の頭を抱き寄せた。そんな心とは逆に、身体はもっと快感を貪ろうとして脚を開く。しかも彼女は、その真桜の太腿に、自分の股間を擦りつけていた。

			「──!!」

			　くねくねと波打つ卑猥な腰使い。自分の身体が、彼女のオナニーに使われている。屈辱と、それを遥かに上回る大きな悦びに、真桜の頭も身体も沸き立った。

			「怜那……れい、なぁっ!!」

			　名前を呼ぶのに応えるように、乳首を吸われる。スパッツの中心線に沿って、股間を爪で逆撫でされる。凝り固まった乳首と淫核を同時に刺激され、上下で生まれた快感がお腹のあたりで火花を散らす。

			「ど……どう真桜……き、気持ちいい？」

			「ふぁ、あぅ！　す、すご……すごい……。それ、すごく気持ちい……い、あッ！」

			　勝ち誇ったような怜那の声に素直に答える。こんなに気持ちいいのに、ご主人様のプライドなんて言っていられない。引き返すことのできない快感の高みへ向かって、腰を必死に振り立てる。

			「れ、怜那あたし……だめ、駄目になっちゃう！」

			「私……も。真桜、私も……！」

			　余裕を見せたのは一瞬だけ。怜那の声も引き攣っている。真桜もなにかしようとするけど、彼女の愛撫に翻弄されて、しがみつく以外になにもできない。

			「れ……怜那、あたし……イク！」

			「イ……イクの真桜？　ふぁ！　わ……私、も……もう、ンッ！」

			　泣きそうな声が重なった。くねる身体を擦り合わせる。彼女の熱い吐息に乳房が包まれる。かと思った瞬間、歯が乳首に食い込んだ。痛みを通り越した快感で、失禁するような熱さが股間に走る。

[image: ]




			「ヒッ!?　ひぁ！　ひっ……イぃあぁぁぁぁぁ!!」

			　ガクガクと腰が跳ねる。それが太腿に押し当てられた怜那の股間を擦り上げる。

			「ふあ！　あ、あぅ、うぁ、あぅあぅ、ふぅあぁぁぁぁぁ!!」

			　同時に怜那も達してしまった。激しく全身を痙攣させながら、真桜の乳房に指を食い込ませる。その痛みが、さらに高い絶頂へと真桜を跳ね上げる。

			「ひっ。ひ、ひぁ！　痛いのに、痛いのに……気持ち、いぃぃぃぃッ!!」

			　震える身体が互いの肌を刺激し合い、ふたりはいつまでも治まらない快感に、全身を痺れさせ続けた。

			


			　その後、急いでコートに戻ったものの、バレーは散々だった。ふたりともまったく身体を動かせず、惨敗。元から戦力ではない怜那はともかく、真桜の方は、やる気のムラがありすぎると、チームのみんなに呆れられた。

			


			　三日が経った。まだ胸の先がジンジンする。

			　本当は、毎日でもあの快感が欲しかった。けれど、そんなにしばしば授業を抜け出すわけにもいかないし、かといって、昼休みくらいの時間では物足りない。それなら放課後にと思っても、ここ数日の「委員長」は、行事関係でなにかと忙しそうだ。

			　弱みを握っているのに、思い通りに彼女を操れない。結果、愛撫を求める機会に恵まれない日々が続き、色々な意味で不満を募らせる。

			「あーあ……」

			　コーヒーショップに、いつもの仲間でたむろ。真桜はカップも握らず、口に咥えたストローから、ちびちびとカフェラテを吸い上げた。

			「真桜りん、元気ないねー」

			　そう言う愛実も、両手で持ったマカロンを、リスのようにちびちび前歯で削るだけ。今日はなぜか、みんな揃って口数が少ない。

			「んー？　あー……えーっと……。あ、そうそう。この前の身体測定で、体重が増えててさー。あー憂鬱ぅ。ダイエットでもしようかなぁ」

			　体重が増えたのは本当。先日見た、怜那のすっきり綺麗なお腹は、真桜を焦らせるに十分な衝撃だった。そういえば、このカフェラテにもガムシロップをたっぷり入れてしまった気がする。それに目の前には、さっきまでサンドイッチが乗っていた空の皿が。

			「この小さな積み重ねが、やがて悲劇を招くのよねぇ」

			　遥が頬に手を当て、もの憂げに呟く。その彼女の注文は、よく見たら紅茶のみ。コーヒーショップなのにというのは、この際、脇に置くとして、それで足りるのかと思っていたけど、ちゃっかり間食を避けていたということか。しっかり者でしたたかな親友が、ちょっとだけ憎たらしくなる。自分のだらしなさは棚に上げて。

			（普段とぼけてるくせに、侮れないヤツ。……てか、それじゃ悲劇が訪れるのはあたしたちだけで、遥は関係ないじゃん！）

			　皮肉を言われたのだと気づくのに、たっぷり一分以上もかかってしまった。

			「ねぇねぇ遥っち。どうやったら体型維持できるのさ」

			　そして気づいていないであろう愛実が、ダイエットについて教えを求めている。そもそも余計に食べなければいい話。どうしてその程度のことが分からないのかと、真桜は、空になったサンドイッチの皿から目を逸らしながら、心にもうひとつ棚を作った。

			（…………怜那といっぱいエッチしたら、少しはカロリー消費できるのかな）

			　少し気が緩むと、すぐそっちに思考が向かう。それに呆れることすらなくなった。最近はオナニーもしていない。怜那の指使いを真似てみても、どうしても物足りなさが付き纏うからだ。彼女に触ってもらえないと、満足できない身体になってしまったんだろうか。

			「真桜りん、またぼんやりしてる。最近、ちょっと多くない？」

			「え、そうかな」

			　愛実の指摘に背筋が伸びる。そんなに分かりやすく呆けていただろうか。

			「うん。一日に何回も、ぼけっと考え事してるように見えるよ。悩みでもあるの？　なんでも相談に乗るよ。隠さないでお姉さんに言ってみ？」

			「なにもないよぉ。あたしなんて、せいぜい体重くらいしか悩みのないお気楽者だって。……ていうか、誰がお姉さんだ」

			　愛実の意外な鋭さに焦り、ただ明るくおどけてみせることしかできなかった。あえて言うなら、悩み事ではなく隠し事。こんな時、彼女たちにも言えないことをしているのだと自覚する。逆に言えば、状況に慣れすぎて、こんな話題にでもならないと自覚しない。本当にお気楽者すぎる。

			　だからといって、怜那と遊ぶのをやめるつもりは毛頭なかった。もっともっと、彼女と気持ちのいいことをしてみたい。こちらが優位に立てる手札を持っている間は。

			「確かに、わたしたちにはもっと悩むべきことがあるわね」

			　優雅な仕種で紅茶を飲みながら、忠告するような口調で遥が割り込む。自分にはない大人っぽさへの嫉妬も露わに、愛実が唇を尖らせる。

			「なによ。もっと成績で悩めとでも言いたいの？」

			「まったくもって、その通りよ。忘れたの？　もうすぐ、お楽しみの宿泊学習会。そしてその前に、来週からテスト期間が始まるわよね。あなたたち、お勉強は？」

			　愛実も真桜も、一瞬で顔から血の気が引いた。合宿のこともテストのことも、まるっきり忘れていた。なのでもちろん、試験勉強なんてしているわけがない。

			「そういえば、この試験の成績順で、宿泊学習会のグループ分けをするって噂よ。理解度で学習の内容を変えるとかなんとか。頭のいい人と悪い人がはっきりするから、結構辛いことになるかも」

			「マ……マジか！」

			　淡々と語られる内容は、成績不振者にとって衝撃的。特に、下から数えた方が圧倒的に早い愛実は、焦燥の色をありありと浮かべる。

			「えーん、遥っちぃ！　勉強教えてぇー！」

			　そして、泣きながら遥に抱きついた。感情に素直なのは結構だけど、頼れる親友なら、目の前にもうひとりいるはず。

			「あたしは？　あたしには教えて欲しくないの？」

			「えー？　真桜りん、遥っちより上手に教えられる？」

			　愛実が唇を尖らせ疑惑を呈する。その判断はとても正しい。共に成績が下位集団に位置する人同士で教え合って、効率的な勉強になるはずがない。

			「家庭教師なら遥っちで十分なので、真桜りんはひとりで頑張ってね」

			「なんで仲間はずれにするのよ！」

			　すると、愛実の瞳がスッと細くなった。まるでなにかを見透かしているように、口調も嫌味っぽくなる。

			「真桜りんは、委員長にでも教わればぁ？」

			　急に怜那の名前が出て、真桜は反射的に、秘密がばれたかと思って身構えた。

			「……な、なんで？」

			「だーって、最近、あの娘と仲いいみたいだし。この前の大雨の時もさ、ふたりでどこかに行って内緒話してたでしょ」

			「い……いや。そんなこと、ないよ？」

			　しどろもどろになりながら、核心部分に至っていないことに安堵する。どうやら、宿泊学習の係決めのあたりから真桜が怜那の味方になったと思われているみたいだ。怜那との関係は引き続き秘密を保つように細心の注意を払うとして、でもあの雨の日のことは言い訳に困った。怪しまれるのを承知で、後先考えずに行動してしまったので、うまく取り繕える自信がない。ここは、思いきり話を逸らすしかない。

			「お願いだから邪険にしないでよぉー。ていうか、委員長が家庭教師って、ありえないでしょ。…………ん？　いや、待って」

			　よく考えてみると、それって結構ありなのではないだろうか。彼女は学年トップクラスの成績優秀者。そんな人に教わればテストだって恐くない。それになんといっても、ふたりきりの時間を作る口実として、この上なく最適。授業を抜け出すより、よほど堂々とできるというもの。

			「そうか、その手があったよ！　愛実ありがと。あたし、委員長に頼んでみる！」

			　そうと決まれば早い方がいい。ナイスアイデアに浮かれた真桜は、弾かれるように立ち上がった。

			「あ、待っ……」

			　愛実がなにか言いかけた。振り返ると、彼女は困ったように眉を下げている。

			「どうかした？」

			　彼女は、それきり沈黙してしまった。聞き返しても返事はない。その時間の分、真桜にも少し冷静さが戻る。さっき、怜那との関係を悟られないようにと思ったばかりなのに。

			（あたし、なにやってんだろ）

			　愛実に怪しまれていることさえ忘れた自分に呆れる。椅子に座り直そうとすると、愛実は静かに首を振って、それを制止した。そして、思いもよらないことを口にする。

			「慌てなくても大丈夫……だと思うよ。多分、委員長は教室で自習してるはずだから。テスト前はいつもそうみたい」

			　驚いた。どうして愛実が、嫌っているはずの怜那の行動を知っているんだろう。その疑問には答えてもらえそうになかった。彼女は急に意地悪な笑顔になり、まるで野良犬にでもするような手つきで「しっしっ」と真桜を追い払う。

			「なんだ、その態度」

			　邪険な扱いに苦笑いを浮かべながら、情報をくれる彼女に首を傾げる。でも、真桜の頭はそれを深く考えようとはしなかった。怜那の居場所を知ったせいで、怜那に会いたい方に再び大きく気持ちが傾いていた。愛実に礼を言うのもそこそこに店を飛び出す。身体より気持ちが逸って、開ききらない自動ドアに肩をぶつけてしまったほど。

			「いてて……。でもなんか、前にも似たようなことした気がするなぁ」

			　友達を店に残して、放課後の学園へ。実際にやっているのだから、気のせいでもなんでもない。けれど、今回は少々展開が違った。

			「おや？」

			　教室を覗くと、四人ほどの生徒が、机を寄せ合って勉強している。このクラスでは、委員長に次ぐ比較的優等生な人たちだ。早くもテスト勉強に入っているのは一目瞭然。

			　しかし、肝心の怜那の姿は、その中にはない。

			　愛実の情報と違う。ましてや怜那以外の人がいると思わなかった。想定外のことに戸惑っていると、一番手前にいた子が話しかけてきた。

			「どうしたの、麻倉さん」

			「あ、うん。……委員長、知らない？」

			「新条さんなら、もう帰ったよ。多分、わたしらがうるさかったんじゃないかなぁ」

			　申し訳なさそうな顔で、怜那の帰宅を教えてくれる。しかし、同じテスト勉強をしている人がうるさいとは、どういうことだろう。

			「新条さんは、ひとりでやりたかったんだと思う。今回はわたしらが急に教室で始めたから、きっと目障りだったんだよ」

			　それは、なんとなく理解できる。彼女の孤立は相変わらず解消されていないみたいだ。とはいえ優秀グループの人の口ぶりからは排除する意図は感じられないし、怜那の方から避けているだけなんじゃないだろうかという気もしてくる。

			（あの娘が無愛想なのって……まさか、人見知りだから、とか？）

			　そう考えれば、体育の時にロッカーの陰に隠れていた理由も分からなくはない。

			（まさかね。みんなからのブーイングをあれだけ受けて平気なんだから、どっちかといえば神経図太い方でしょ）

			　それにしても「今回は」とは、どういうことだろう。

			「テスト勉強って、図書室とかでするものじゃないの？」

			「いつもはそうなんだけどね。宿泊学習のせいだよ。今年から成績順のグループ分けがあるから、みんな必死になってるみたい。もう毎日満席だよ」

			「あ、そうなんだ……」

			　グループ分けが今年からという情報は初耳だ。そんなことより、さっきまでコーヒーショップでまったりしていた自分たちが完全に出遅れ組だと、こんなところで知って焦る。ともかく愛実の勉強は遥に託すとして、自分をなんとかしなくては。

			　なんにせよ、怜那がいないなら、もうここに用はない。すみやかに教室を退出し、ポケットからスマホを取り出す。電話をかけると、八回目のコールで怜那が出た。

			「あ、怜那ー？　あたしあたしー。今からそっち行くから勉強教えてー」

			『……はぁ!?　いきなりなにを…………なにを企んでいるの？』

			　不躾すぎる内容に怜那の声が裏返り、そして次に、極端に低くなる。

			「企んでないってー。単純に、テスト勉強を手伝って欲しいだけだよ」

			『…………仕方ないわね。教えるのはいいけど、私の邪魔はしないで』

			　これも脅しのうちだと思ったんだろう。意外とあっさり承諾してくれた。詳しい場所を教えてもらい、そして三十分後には、彼女の家の前に着いていた。

			「うぉ、これは……」

			　本屋での時間をかけた悩み方から、申し訳ないけど、それほど裕福ではないのかと思っていた。現に、一見したところでは、住宅団地に立つ、周囲より若干大きめの家という感じ。一階はシャッターの閉まったガレージで、玄関は階段を昇った先にある。

			　ただ、その車庫も二台分は止められそうだし、黒い格子の門扉にも鍵がかかり、中から開けてもらう仕組みらしい。細かいところにお金がかかっているのが見え隠れ。本当にここなのか表札で確認しようとしたら、ローマ字の名字が塀に貼りつけてあるだけ。

			「なんだこのお洒落仕様。さりげないのが逆に腹立つ」

			　他の家にはない防犯カメラも、しっかり塀の上からこちらを見ている。なら、もう真桜が着いているのは分かっているはず。ともかく門を開けてくれないと入れない。大きく息を吸い、インターホンで中の人に呼び掛ける。

			「れーいーなーちゃーん。あっそびましょー」

			「ちょっと！　変なこと大声で言わないで!!」

			　間髪いれずに玄関のドアが開いた。まるで長距離を走ったように、はぁはぁと真っ赤な顔で息を荒らげる。遊びに来た友達らしく手を振ると、彼女は苦々しく顔を顰めた。

			「怜那ちゃーん、こんにちはー」

			「だからやめてって！　は……早く上がりなさい」

			　招かれざる客なのは承知の上で、堂々とお邪魔する。彼女の部屋は二階で、そこに通される間、真桜は行儀が悪いと知りつつ家の中を見回してしまった。造りに物珍しさはないけれど、壺やら皿やら絵画やら、いかにも高価そうなものがそこかしこに。間違って破損しようものなら、きっと両親を土下座させに連れてこなくてはならない。

			「怜那ンちって、お金持ち？」

			「知らないわよ」

			　不機嫌さに拍車がかかった。確かに、イエスともノーとも答えづらい質問だった。

			「そういえば家の人はお留守？　家政婦さんとかお手伝いさんとか、メイドさんとか召使いとかいないの？」

			「そんな人いません。両親は共働きだから、昼間は私だけよ」

			「きゃっ。それってもしかして、今日は家に誰もいないの……てパターン？」

			「馬鹿なことばかり言っていると叩き出すわよ」

			　抑揚のない口調が、逆に本気っぽい。ちょっと興奮しただけなのに、うっかり冗談も言えやしない。今日のところは自重した方がよさそうだ。

			　そんな彼女の部屋は、シンプルだった。ノートパソコンの置かれた学習机に簡素なベッド。参考書が並ぶ本棚の他は、小さなテレビがあるだけ。ぬいぐるみ程度の装飾品すら見当たらない。女子の部屋としては、圧倒的に華やかさが足りない。

			「…………いつまで人の部屋をジロジロ見てるのよ」

			　小さな丸テーブルを床に置きながら、怜那が目を吊り上げた。いつもよりピリピリ係数が高い気がする。見れば机の上にはノートや教科書が広がっているし、勉強の邪魔をされたことにも怒っているんだろう。

			「はい、ごめんなさい」

			　正座して素直に謝る。でもそれは、怜那の言うことを聞いたからじゃない。真桜は、彼女の前屈みのポーズから、視線を外せなくなっていた。

			　黒のＴシャツにピンクのスウェットショートパンツ。自宅とはいえ、普段のお堅い彼女からは想像できないラフな格好。生唾ものの伸びやかな生足もさることながら、Ｔシャツのサイズが問題だった。ずいぶん大きめのものを着用していて、そんなもので前傾姿勢になっているものだから、襟元からブラが丸見え。本人が気づいていないのをいいことに、まろやかな膨らみを、にやつきながら堪能する。

			「で！　なにを勉強したいの？」

			「え……？」

			　黙って視姦していたら、苛立ち気味に仁王立ちした怜那が大声を上げた。言われて思い出す。さっき急に思い立ったものだから、なんの準備もしていない。教科書は全部、机の中に置きっぱなしだ。

			（しまったー！　さっき教室に寄ったのに、なにか持ってくればよかった！）

			　頭を抱えた。手ぶらだと知られたら怒られるだけじゃ済まない。本当に、彼女の勉強の邪魔をしに来ただけになってしまう。

			「え、えーっとぉ、そうだなぁ……」

			「まあ、いいわ。お茶かジュースでも持ってくるから、その間に準備しておいて」

			「あ、はい！　……じゃなくて。あの、お構いなく…………」

			　真桜が困っていると、怜那は溜め息混じりに部屋を出ていってしまった。申し訳なさで引き止める声も語尾が小さい。

			「どど、どうしよう……」

			　ここに来ることばかり考えていて、肝心のことに気が回らなかった。かといって黙って帰ったら、余計に怒らせてしまうに決まっている。なにか、借りられるものはないだろうか。やむにやまれぬ事情に追い込まれ、真桜は怜那の部屋を探ることにした。

			「といっても……なにもないな」

			　本棚に急いで目を走らせる。並んでいるのは、参考書、辞書、パソコン関連書など、勉強や学習に関係しそうなものばかり。その中で、借りても不自然でないものはどれか考える。いつかの本屋での怜那のように、選定に時間はかけられない。

			「あれ？　そういえば……」

			　おかしなことに気がついた。見当たらないのだ。彼女の嗜好品が、一冊も。本棚はもちろん、テレビ台の中にも、それらしいものは見当たらない。親に見られて平気なものではないので、この部屋のどこかに隠してあるのは間違いない。

			「机……かな？」

			　真桜は本来の目的も忘れ、百合本探しに熱中した。戻ってくる足音に聞き耳を立てながら引き出しを開ける。ここには文房具やら教科書やら、学園生活に必要なものしか入っていない。定番のベッドの下、ウォークインクローゼットにも、それらしいものはない。

			「一体どこに……おや？」

			　推理に行き詰まって上下左右に首を傾けたら、もうひとつ、別の空間が視界に入った。部屋の出入り口の上が、ロフトになっている。ずっとそちら側を背にしていたので死角になっていた。垂直に立つ梯子をひょいと登れば、そこには。

			「見つけた……！」

			　膝立ちできるほどの高さの空間。壁際に、背の低い本棚が並んでいる。そこには、文庫や漫画がぎっしり、かつ整然と詰め込まれている。本だけじゃなく、映画やアニメのソフトまで揃っている。何百冊あるのか知らないけれど、彼女がコレクションしている物量そのものよりも、この手のジャンルの作品がこれだけ出回っていることに驚かされる。

			「うわっ。この漫画、18禁って書いてある。やっぱりこういうの持ってたんじゃない。いけないんだー」

			　無意味に囃し立てながら、一冊だけ無造作に床に置かれた漫画を手に取る。すると、さすがは成人向け。一応モザイクで隠してあるとはいえ、性器そのものや、愛撫に反応する様を、もろに描写している。以前借りた文庫なんて生温い。クラスメイトに見せてもらったヌード雑誌さえ、ここまで露骨じゃなかった。耽美な絵柄で描かれた、華奢な少女たちの絡み合う濃厚な百合セックスに、真桜はたちまち目を奪われてしまう。

			「やっぱり、あそこを舐めるの多いな。……これって普通のことなのかな」

			　他の本も何冊かめくってみると、ほとんど全部にクンニのシーンがある。漫画を真に受けてはいけないのは分かっているけど、こうも当たり前に描かれていると、できない自分の方がおかしいような錯覚に陥る。

			「こう……こんな感じ……？」

			　怜那にされたことをぼんやりと思い出しながら、舌を動かしてみる。でも、思うようにいかない。どこを舐めれば気持ちいいのか、具体的なイメージが湧いてこない。

			「きゃあぁっ！」

			　思考錯誤していたら、悲鳴と共に怜那がロフトに転がりこんできた。

			「ひ、人の物を勝手に読まないで！　降りて！　降りなさい!!」

			「あ、うん……」

			　目にも留まらない勢いで、漫画を奪い返された。すごい剣幕に声も出せず、真桜はおとなしく梯子を降りる。続いて降りてきた怜那の顔は、真っ赤。怒りと恥ずかしさが入り混じり、どちらを優先すべきか決めかねる複雑な表情になっている。

			「やっぱり……やっぱり、勉強なんて嘘だったのね。……帰って、帰ってよ！」

			　涙目になる怜那に、真桜は、心の中で自分の軽率さを罵った。たとえ友達同士でも、勝手に部屋の中を探られたら、普通に気分を害するに決まっている。ましてやエッチな本の隠し場所なんて暴かれたりしたら。

			（そりゃ、嫌だよね……）

			　このまま帰るわけにはいかない。許してもらえるかどうかは関係なく、謝罪だけはしなくてはいけない。だから真桜は、自然に、頭を下げた。

			「な、なんのつもり……」

			　怜那がうろたえた。怒ったり恥ずかしがったりと感情が不安定になっているところへ、真桜に唐突な態度を取られて、軽くパニックになっている。

			「ごめんなさい、悪気はなかったんだ。本当に怜那に勉強を教えて欲しかっただけなの。でも、あたし馬鹿だから、教科書とか全部置いてきちゃって……その、困って、なにか借りられるものはないかと思って……」

			　どこまで話せば理解してもらえるか分からず、結局、全部を説明してしまった。

			「私を馬鹿にしているの？」

			　やはり、こんなもので気持ちは届かない。怜那の声が怒りに震える。

			「してないしてない！　馬鹿はあたしだから！　怜那はすごくて偉い人だから！　だって委員長やって、勉強もできて、エッチなこともいっぱい知ってるし！」

			「やっぱり馬鹿にしてるじゃない！」

			　最後のは口が滑った。彼女の怒声で部屋がビリビリ振動する。

			「だから、してないってば！　あたし、怜那を尊敬してるもの！」

			　慌てて取り繕い、考えてもいなかったことが、また口から滑り出る。でも真桜は、その自分の言葉に嘘を感じなかった。

			「は……はぁ？」

			　怜那が怪訝そうな顔になる。真桜は頭を上げて、彼女の瞳を真っ直ぐ見据える。伝わるかどうか不安で、彼女の目を必死に覗き込む。

			「あたしって……毎日だらだらしてるだけだから、なんでもできちゃう怜那を、すごいって思う。ホントに。ホントにだよ？」

			　繰り返し強調すると、怜那の方が目を逸らした。

			「そんなことないわ。やれと言われるから、仕方なくやってるだけ。それに私には……あなたみたいに、仲のいい友達がいないもの。……分かってるの。私がクラスのみんなから嫌われていることくらい……」

			「あたしは嫌いだなんて思ったことないよ？」

			　真桜は、怜那の両手を取った。あまりの早さに、彼女の目が真ん丸に見開かれる。なんだか話の流れで落ち込ませたみたいになって、責任を感じて力いっぱい握り締める。

			「嫌いだったら、家になんか来ないって」

			「どうだか……。どうせ、いつもの嫌がらせのつもりでしょ」

			「違う違う！　あたし、純粋に怜那に会いたいと思ったの！」

			　真桜の力説に、彼女は息を飲んで黙り込んだ。そうして、じっと見詰め合うこと、数十秒。冷静さが戻ってくるのと入れ替わりに、恥ずかしさが込み上げてきた。

			「うわぁ！」

			　ふたりで同時に叫びながら手を離した。くるりと背中合わせに向きを変え、カッカと熱くなっている両の頬に手を当てる。

			「な……っ、なんかゴメンねっ。へ、変なこと言っちゃって……」

			「ううん。私こそ、その…………ごめんなさい」

			　どうしてだろう。膝に力が入らない。息が苦しくて喉も渇く。立っているのがやっとみたいになって、耐えられない。

			　でも、立ち去る気にはなれなかった。彼女の弱さを、垣間見てしまったから。クラスで孤立していることを自覚して、そして、それを気にしていることを知ってしまったから。

			（どうしよう……。あたしが怜那にしてあげられることって、なに？）

			　そんなことを考えるのさえ、もしかしたら思い上がりなのかもしれない。だって、彼女を傷つけている一番の張本人は、自分。ならば、悪者は悪者らしく振る舞うべき。

			「な……なーんてね」

			　真桜は、震える脚でくるりと回転し、転びそうになりながら彼女の方へ向き直った。

			「本当は……勉強じゃなくて、エッチなことを教わりに来たの。……でなきゃ、教科書を持ってこないなんて……ありえないでしょ？」

			　緊張して言葉が詰まる。肩越しに振り返る怜那の目が静かで、怖い。

			「…………だと思った」

			　しばしの沈黙の後、諦めたような溜め息混じりの呟きが返ってきた。そうだろう。真桜なんかを信用する方がどうかしている。彼女には猛省を促したい。

			　胸の下あたりが重くなるのを感じながら、そんな風に自分に対して悪ぶってみせる。

			「勉強の邪魔してごめんね。今日のところは帰るから、続きをどうぞ」

			　バイバイと手を振る。けれど足が動かない。歩き出すと震えているのがバレそうで、転んでしまいそうで、一歩も前に進めない。

			「じゃっ、帰るから」

			　今度こそと、息を止めて踏み出す。それを、怜那の声が引き止めた。

			「それで、なにを教わりたかったの？」

			「え、なにって……？」

			「また後からおかしな要求をされたら、その方が面倒くさい。いま教えてあげるから、なにを知りたいのか言いなさい」

			　真桜は首を傾げた。彼女の口調はいつもと同じで、投げやりになっているようには見受けられない。ただし、ジロリと怖い目で、早く言えと催促してくる。それに急かされ答えようとして、またも言葉を詰まらせた。

			　教わりたいことははっきりしている。さっき読んだ漫画にも出ていたクンニ。女性器を口で愛撫する行為。──なのだけど。

			「そ……ッ、そんな恥ずかしいこと、言えるわけないでしょっ！」

			　真桜の逆ギレに、今度は怜那が怯んで一歩下がった。攻守がめまぐるしく交代し、どちらが優位に立っているのか分からない。ともかく、エッチなことなので、言葉にするのがはばかられるのは察してくれたみたいだ。

			「じゃ、じゃあ……。そうね……こうしてるから、好きにしなさい」

			　怜那は困惑気味に部屋を見渡し、ベッドへ仰向けになって寝転んだ。行儀よく、両手を脇に置いた姿勢で目を閉じる。

			　ショートパンツから伸びる素足。緩い襟口から覗く華奢な鎖骨。薄く開かれ吐息を漏らす、ピンク色の唇。わずかに頬にかかった髪が、妙に色気を醸し出す。そして、Ｔシャツの布地が形をくっきりと浮かび上がらせる、小山のようなふたつの乳房。悔しいほどスタイルのいい肢体を見下ろし、真桜は小さく唾を飲み込んだ。

			（でもこれ……どうすればいいの？）

			　今までのような勢い任せならともかく、こうも無防備に「さあどうぞ」と身体を投げ出されると、逆に始め方が分からなくなる。

			「…………世話の焼ける娘ね」

			　怜那は、今度は呆れ気味に溜め息を吐き、真桜の手を引っ張った。導かれるまま、彼女の上に身体を重ねる。触れ合った頬が震える。彼女には何度も触れてきたはずなのに、どうしてこんなに緊張しているんだろう。

			「ね、ねえ。本当にいいの？」

			　戸惑う自分を紛らわせようとして囁きかける。すごく小さな声だったのに、まるで彼女の方が緊張しているようにピクンと身体を強張らせた。そして、自らを落ち着かせようとしてか、長く、深く息を吐く。

			「……構わないわ。どうせ休憩中だったもの」

			　本当だろうか。真偽を判断できずにいると、不意に下半身が軽く痺れた。

			「ひゃん!?」

			　変な声が漏れた。始めるきっかけを作ろうと、怜那の指がクモのような動きで内腿をくすぐっている。心の準備ができる前に先制攻撃を受けて「ご主人様」のプライドに火が点く。仕返しのつもりで乱暴にＴシャツをめくったら、しかし逆に真桜の方が驚かされる羽目になった。いきなり飛び出した生の乳房に目を丸くする。

			「え……ノーブラ!?　おっぱいの形が崩れちゃうよ？」

			「普段はちゃんとしてるわよっ。きょ、今日は、その……」

			　言いかけて、急に口をつむぐ怜那。その反応と、耳元に直接吹きかけられる吐息がくすぐったくて、想像を様々掻き立てさせる。

			「今日は、てことは……もしかして、あたしにエッチなことされるの期待して、準備して待っててくれたの？」

			「ちが……っ。そんなわけないでしょ！　間違いよ、不正解！」

			「えー？」

			　ピクピク身を震わせるほど乳首が硬く張り詰めているのに、ムキになって否定するのが怪しい。だとすると、他に考えられることといえば。

			「分かった、ひとりエッチしてたんだ！」

			　瞬間、重なっている彼女の頬がカッと熱くなった。顔を上げて表情を確認すると、真桜の推理を裏づけするように、眼と唇がわなないている。

			「ばば、馬鹿じゃないの？　そ……そ、そんなわけ……」

			「じゃあ確かめるね」

			　彼女の脚の間に素早く顔を移動させる。閉じようとした膝は肩で阻止。しかしショートパンツを脱がせる余裕まではないと判断し、下着とまとめて布地を脇にずらして、恥裂を露出させる。

			「きゃあぁぁ！　ば、馬鹿っ。見ないで!!」

			　馬鹿の自覚はあるので、そんな罵り方で真桜は止められない。それになにより、自由に触っていいと言ったのは怜那の方だ。遠慮なく彼女の腿裏を肩に担ぎ、お尻を浮かせる。そして上向いて見やすくなった性器に鼻を近づけ確かめる。

			「くんくん……。やっぱりエッチな匂いがする……。それに、ここ、ぐっしょぐしょ」

			「そんなわけないわ！　あなたが電話してきたから、途中でやめ……」

			　動揺するあまり、彼女は結局、自慰を自白してしまった。今度は、わななくどころか石のように固まって、言い訳の言葉すら出てこない。なにかを懸命に考えているのは左右に泳ぐ眼で分かるけど、思考が空転しているのが傍目にも明らか。

			「んふふっ、えいっ」

			　その隙に、お尻から下着を剥がしてしまう。怜那は完全に反応が遅れ、あっと言う間に下半身は丸裸。Ｔシャツもめくれて乳房も丸出しなので、ほぼ全裸と言っていい有様に。おかげで、だいぶ触りやすくなった。

			「ばかばかばか！　真桜のばか……ンッ！」

			「んふふっ。馬鹿で結構ですよー…………って、ん？」

			　もしかして今、彼女は真桜を名前で呼ばなかっただろうか。今までは、さんざん催促しないと言ってくれなかったのに。罵る拍子につい、という感じだけど、それも友達としての距離が近くないと出ないわけで、そう思ったら、むしろ嬉しくなった。ただ意地っ張りな彼女のこと。指摘したら確実に否定する。もう二度と呼んでくれないかもしれない。

			「な、なによ……」

			「なんでもない。んふ、れーいな♪」

			　弾む気持ちを飲み込んで、でも名前で呼び合うことを誘導するように、指先でするりと恥裂を逆撫でした。たったそれだけのことで、彼女の背中が小さく反り返る。

			「ああんっ！」

			「あは、怜那ってば……。オナニーの途中だけあって、すっごく感じてるね」

			「だ、だから途中なんかじゃ……ふ、あん、あん、あンっ」

			　今度は指の腹で淫核を転がす。ひと擦りごとに腰が跳ねながらくねる。さっきまで迷惑をかけたと落ち込んでいたのに、怜那の乱れる姿に胸が熱く弾んで、反省の気持ちなんてどこかに吹き飛んでしまう。

			「や、あんっ。んあっ、そこ……は、あ、真桜ぉ……！」

			「はぁ……はぁ……。怜、那ぁ……」

			　さらに恥裂に顔を近づけ、瞬きもせず凝視する。濡れ方は、実は、まだそれほどでもない。さっきのは怜那を騙す単なるはったり。でも陰唇の内側に潜むサーモンピンクの粘膜は、まるで油を薄く引いたようにテラテラと卑猥に輝いている。そこを指の先端で掻き回すと、外側の襞が、まるで別の生き物のように妖しく蠢く。

			「はぁ……」

			　弄りながら、思わず熱い吐息を漏らした。これは怜那の淫部なのに、まるで自分が触られているように、恥ずかしいほどあそこが疼く。無意識にお尻を振って、内腿を擦り合わせる。もちろん、そんなもので刺激が足りるはずがない。下着の中の陰唇が、物足りなさを訴えるようにウズウズと脈打って堪らない。

			「…………ん！」

			　下着と擦れる微弱な快感が、逆に切なさを生んで小さく呻く。早く脱いで、思いきり擦りまくりたい。でも違う。せっかく気持ちよくしてくれる相手がいるのに、自分の指でなんかじゃもったいない。

			（それに……今日は、今日こそは、やってみたい……）

			　ぱっくりと口を開く、薄桃色の粘膜。鼻孔をくすぐる甘酸っぱい匂いで、口の中に唾液が溜まる。見ているだけで吸い寄せられそうだ。今なら、そこにキスできそうな気がしていた。無理強いしたとはいえ、怜那は最初から口づけてくれたのだし、自分にできないはずがない。ゆっくりと舌を伸ばし、まずは一度触れてみようと試みる。

			「ん……。ん……！」

			　けれど、そこまで到達しなかった。キスしてみたい欲求はあるのに、どうしても最後の一線を踏み越えられない。

			　どんな味がするのか、淫裂のどこを舐めればいいのか。そもそも自分の愛撫で本当に彼女が気持ちよくなってくれるのか。なにひとつ分からず、自信が持てなかった。未知の経験を前に、不安が胸の中で暗雲のように広がって、実践する勇気を押し込める。

			（もうちょっと……あとちょっと……）

			　しかし、秘裂の数センチ手前で、どうしても止まってしまう。もしかして、自分には無理なんだろうか。なんだか物悲しくなって、情けない声で彼女を呼ぶ。

			「れ、怜那ぁ……。あたし、どうすればいいのか分かんないよぉ」

			「…………もしかして、真桜……私のそこを？」

			　涙目で頷くと、怜那は、もう自然に名前で呼んでいることに気づかず、むしろ愛撫を中断したことに苛立ちながら身体を起こした。その勢いで、真桜をベッドに押し倒す。

			「あなたって、本当に学習しないのね。私が何度もお手本を見せてあげたのに、ただアンアン喘いでいただけなの？」

			　そして背中を向けてお腹に跨がると、肩越しの見下した眼で、ここぞとばかりに嘲りの言葉を浴びせた。反論しようにも、それは紛れもない事実なので、真桜としては嘲りだろうと罵りだろうと甘んじて受け止めるしかない。

			「だ、だってぇ……。怜那の舌でぺろぺろされると、気持ちいいんだもん……」

			　なんだか甘えたような言い方になってしまった。また馬鹿にされると思ったら、彼女は真っ赤に染まった頬を隠すように、プイッと顔を背けてしまった。

			「ば……ばっかじゃないの。いい？　こうするの。まったく……指でならできるのに、どうして舌では触れないのかしら。同じようにすればいいのよ」

			「う、うん……」

			　素直に頷き、触れてくるのを待つ。でもその前に、こちらはブレザーさえ脱いでいない完全着衣なのを忘れていた。合図のようにパンツのゴムを引っ張られ、焦り気味にお尻を浮かせる。足首から抜かれる感触に羞恥心を刺激され、秘裂が、まるで自らの姿を隠そうとするように収縮する。しかし次の瞬間には、彼女の指が割れ目を開いてそれを暴いた。

			「──んっ！」

			　小さく息を飲む。見るのはいいけど、自分が凝視されるのは、やっぱり耐えられない。まるで視線が直接触れているかのように、陰唇の縁が敏感にぴりぴり痺れる。逃れようとして腰をくねらせたら、彼女の身体全部がのし掛かって押さえ込まれた。それと同時に滑らかな舌が、ノックするように秘裂の内側へと分け入っていく。

			「んぁ！」

			　内腿が強張った。足指が折りたたまれる。舌が粘膜を舐め上げるたび、甘い痺れが身体の中心から広がっていく。見られる恥ずかしさは消えないのに、気持ちよさの方が遥かに勝って自然に脚を開いてしまう。

			「ぴちゃぴちゃ。ちゅる、ちゅぷちゅぷ、ちゅっ」

			「んぁぁぁうンっ」

			　じっとしていられずに腰を突き上げると、彼女の唇が吸いついた。まるでディープキスをしているように、首を左右に傾けながら唇と陰唇を絡み合わせる。

			「き、気持ちい……は、あっ！　そのチュー、すごっ、ん、くふぅぅんっ」

			　淫らな口づけに短い喘ぎを漏らしながら、真桜は、頭の片隅でぼんやりと考えた。

			（そういえば、キスってしてないな……）

			　ファーストキスも未経験で、こんなエッチで蕩けるように気持ちのいい体験をしていいんだろうか。そしておのずと、もっと重要なことに思い至る。

			（…………怜那は、キス、したことあるのかな）

			　堅物だし、無愛想だし、恋愛経験すらあるとは思えない。けれども、エッチな百合好きという意外な素顔を持っていることを考えると、絶対にないとは言いきれない。

			　ふと、彼女が誰かと口づけているシルエットが頭を掠める。その瞬間、頭にカッと血が昇った。苛立ちのような、焦燥のような、訳も分からず胸が落ち着きをなくす。そして気づけば、目の前で陰唇が息づいている。まるで溜め息を漏らすように綻び、唾液のような蜜で濡れるそれを、滅茶苦茶にしたい衝動に駆られる。

			「ん、ちゅ……はぁ……。なにしてるの、真桜。だから、喘いでばかりいないで……自分でも……ふ、ふぁあぁぁぁ!?」

			　上気した声で咎めていた怜那が、急に鋭い悲鳴を上げた。

			「ん、んむ……ん、じゅぷっ」

			「ちょ、真桜……ひ、あぁぁっ！」

			　真桜の舌が、彼女の膣口を突き刺す。今まで躊躇していたのが不思議なくらい、尖らせた舌先を捻じ込み、無我夢中で軟肉を掻き回す。

			「ひぁ、あ、ふあっ。そんな……急すぎ……あ、あ、んぁ!!」

			　跳ねる怜那のお尻を両手で引き寄せた。舌に吸いつく、粘膜のねっとりとした感触さえ心地よく、愛液が唇に塗りつけられるのも構わず陰唇に唇を絡ませる。

			「ふぁ……怜那……ん、ちゅ、ちゅぱ、チュッ」

			「ふあ、あ……あ、真桜……！　そこ深い……ん、ふあ……っ」

			　負けじと、怜那もクンニを再開する。知識と経験の分、彼女の方が的確に感じるポイントを捉える。膣口の縁をなぞり、陰唇を震わせ、クリトリスを転がし、弾く。

			「ふあぁぁぁぁ……！」

			　鮮烈な甘電流に貫かれ、全身が硬直した。指先さえまともに動かせなくなるけれど、また悶えるだけなのと嘲られてしまう。快感に流されたいと甘える身体に鞭打ち、懸命に舌を伸ばした。実際に舌で触れてしまえば、あれほど尻込みしていた味も匂いも気にならない。それよりも、彼女の反応が、熱い喘ぎが、真桜に喜びを与えていた。

			（怜那、あたしの舌で感じてる……）

			　そう思うだけで胸が幸せいっぱいになって、次々と溢れてくる蜜を、嬉々として舌や唇で受け止める。怜那の動きを懸命にトレースし、硬く尖る淫核を舌で擦り上げる。

			「ひっ、あふッ！　だめっ。い、いきなりそこは強すぎぃ……！」

			　怜那の腰が、それまでとは段違いの派手さで跳ねた。ここだと思って集中的に責める。するとさらにお尻が暴れ、口が外れてしまった。無我夢中で両腕と両脚を彼女の身体に絡め、全身を使ってしがみつく。

			「怜那、逃げちゃりゃめ……ん、ちゅ、じゅる、ちゅぱ、ちゅる！」

			「やぁぁぁ！　ね、真桜、別のところをお願い……ねえ真桜っ、ねぇ、あぁうッ！」

			　珍しい怜那の懇願が心地よく耳をくすぐる。けれどもあいにく、初めてのクンニに必死な真桜には、彼女の要望を実践する余裕なんてなかった。奇妙な声が出てしまうほど感じてくれているのだと確信し、ひたすらにクリトリスにキスを浴びせる。
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			「ひっ、ひっ、ひぁッ！　んもう、このバカッ……ん、じゅるぅ！」

			「ふぁぁぁぁ!?」

			　怜那の逆襲淫核キス。容赦のない吸引に背中がしなる。伸ばしたままの舌と彼女の恥裂が、濃厚な蜜の糸で繋がれる。

			「ば、ばか真桜っ。も、もっと優しく……こ、こんな風に……ちゅ、じゅるっ」

			「あぁうン！　ど……どこが優しいのよ馬鹿怜那っ。ん、ちゅ、ちゅるるッ」

			　攻撃と逆襲の連鎖に、舌愛撫は激しさを増す一方。もちろん怜那の方が遥かに優勢。ピンポイントで淫核の先端を弾かれ、思考が真っ白になるまで飛ばされる。達してしまうのも時間の問題。それでも真桜は、彼女を絶頂させたい一心で淫裂に舌を這わせ続けた。やがて淫核以外にも彼女の反応が大きい部分を見つけ、狙いを膣口付近に移す。

			「ちゅっ、れろれろ、ちゅるちゅる、れろっ！」

			「ん、あふ、ふぁ！　こ、腰……蕩けちゃう……ん、じゅぱっ!!」

			　今にも飛んでいきそうな意識を必死に引き留め、膣口を抉る。怜那が悶えると、真桜の身体の中も悦びでうねり、そしてまた彼女に快感を送り込む。吐息と淫蜜の奏でる粘着音と、そして淫靡な熱気がねっとりと絡み合い、ふたりの身体を激しく昂ぶらせる。

			「あふ、んふぁっ！　ま、真桜……真桜っ！」

			　怜那の声の差し迫った音色に、一気に追い込もうと舌の速度を上げた。強張る内腿に顔を挟まれながら、溢れる蜜を舌で掻き出す。彼女の執拗な淫核責めに、真桜の秘裂からも恥液が零れ、お尻の谷間に流れ落ちる。

			「ね、ねぇお願い真桜！　私もうダメっ！　お願いイカせて！」

			「あたしも、怜那っ！　もう……我慢できないよぉ！」

			　ふたりは同時に叫び、そして恥裂を思いきり吸い上げた。大量の淫液がじゅるじゅると音を立てて口の中に流れ込む。快感への耐性も最後の抵抗も、なにもかもが相手に吸い出されてしまう。

			「ひぁっ！　あぅあぅ、ふぁ！　ま、真桜真桜っ！　ま……真桜ぉっ!!」

			「ンあぁぁ！　れ、怜那、怜那ぁっ!!」

			　頭が背中が、腰がお尻が、ガクンガクンと激しく波打った。真桜の身体の上の怜那も、痙攣を堪えきれずにお尻を何度も突き上げる。

			「んっ、あっ、あふっ、ふむン……っ」

			　呼吸がままならない。吸うよりも多く吐き出してしまい、意識が朦朧となってくる。ここまで激しい絶頂は初めて。苦しいのに、なぜか胸が幸せな気持ちで満たされる。

			「れ…………怜、那ぁ……」

			　彼女はどうだろう。どんな顔をしているか見たい。再びふたりの上下をひっくり返し、仰向けになった怜那の身体の上を、のろのろと這い上がる。

			「や……み、見ちゃ……だめ……」

			　顔を隠そうとする両手首を押さえつけ、ベッドに組み伏せた。全然力が入らないけど、どうせそれは向こうも同じ。まともに抵抗できずにいる彼女に覆い被さり、心行くまでじっくり眺める。荒い息、上気した頬、乱れた髪。そして、真桜の淫蜜で濡れた唇。その全部が、胸をときめかせる。

			　そして、朦朧となった意識の中で、無意識に唇が動く。

			「怜那……可愛い…………」

		

	

			第四章　いっぱいキスして委員長

			


			　本を片手に屋上へ出る。テスト明けの放課後は、風が一段と気持ちいい。手すりの向こうに広がる、灰色中心で構成された駅前の風景も、今日ばかりは色づいて見える。

			　それに、まだ部活が本格的に始まる前で、運動部の掛け声も、吹奏楽部の楽器の音も聞こえてこない。駅前の騒音が、むしろＢＧＭとして心地いいくらい。

			　この時間帯の屋上に人が来ないのも調査済み。真桜は出入り口脇に腰を下ろすと、壁に寄りかかりながら脚を伸ばした。開放的な気分で、持参した本を開く。これは、先日、怜那の部屋から無断拝借した百合小説。最初に読んだものと比べると官能成分は控え目ながら、キスシーンが多く、しかも色々なやり方が描かれていて参考になる。

			　その中で、一番驚いたのがフレンチキス。

			「あれって、唇をチュッと合わせるやつだと思ってた」

			　舌を使うなんて、これは要するにディープキスじゃないか。しかも、小説ではすごく気持ちよさそうに描写されているのが気に入って、そこばかり繰り返し読んでいる。

			「舌……絡めると気持ちいいのかなぁ」

			　クンニリングスを覚えたせいか、新たな境地に興味が向いている。というか、キスすら経験していないのに、愛撫とかクンニとか、順番を著しく間違えている。そのことに気づいた時に、この本に巡り合ったのは運命的──と言いたいところだけど。

			「あたし、誰とキスするのよ」

			　いくら参考書が手元にあっても、実践できる恋人がいなければ意味がない。しかも、現状で最もその位置に近い相手といえば、怜那ということになってしまう。

			「ないから。女の子同士でキスなんて」

			　と、自嘲気味に否定する。第三者から見たら、あんなにエッチなことをしたのにと首を傾げることだろう。真桜だってそう思う。これが自分のことでなかったのなら、相当に不思議がっていたはず。

			　それでもキスは、特に、ファーストキスは特別。本当に好きな人とするべきもので、脅し脅されの間柄でしかない怜那は対象外。彼女も同じ気持ちのはず。

			「だいたい、唇ってそんなに気持ちよくなれるものなの？」

			　怜那の身体に触れていた時はどうだったろう。本を膝の上に置き、目を閉じて感覚を思い出そうとする。唇に意識を集中したら、ゾクゾクと背筋が震えた。不意打ちのような痺れに驚いて、ハッと目を開ける。

			「今の、なに？」

			　気のせいだろう。想像だけでエッチな感覚になるはずがない。でも、なんだか股間がムズムズする。念のため、もう一度確かめようと、唇に指を近づける。でもその時、金属製の扉の開く音がした。誰なのかを確かめるまでもなく、向こうから声をかけてくる。

			「私は忙しいの。あなたに命令権があるのは認めるけれど、こっちの都合も考えて」

			　威嚇するように腰に手を当てた怜那が、真桜の伸ばした脚を跨いで立った。命令されることを許容した人にしては、とても態度が大きい。

			「ごめんごめん。……何分くらいなら大丈夫？」

			「なにもしないという選択肢はないのね。……二十分くらい、なら。……それで！　今日は一体なにを…………て、ちょっとそれ私の！」

			　溜め息を吐いたり苛立ったりと忙しい怜那が、真桜の持つ小説に気がつき蒼褪めた。

			「人の物を勝手に持ち出さないでよ！」

			「うん、それは本当にごめんなさい。つい出来心で。もうしないから安心して」

			「当たり前よ！」

			　怒られているのに、真桜は少しも怖いとは思わなかった。いつもの無愛想が嘘のようにコロコロ変わる、この表情。これが彼女の本性なんだろうか。とにかく、他の子の前では絶対に見せない姿を自分だけが知っているのかと思うと、楽しくて、妙に嬉しい。

			「なにをニヤニヤしてるの。本、返して」

			「うーん、まだ全部は読んでないんだけど……。仕方ないね、はい」

			「え？　あ……うん……」

			　どうせキスシーン以外は興味がない。あっさりと返却したら、怜那がすごく戸惑った。振り上げた拳の行き先を見失って、どう表情を作ればいいのか困っている。彼女の変な顔はいつ見ても満足度が高いけど、もちろん、それだけで帰すつもりは毛頭ない。

			「じゃあさ……パンツ、脱いで」

			「こ、ここで!?　駄目よ。誰か来るわ。もう危ないことはしないって言ったじゃない」

			　無理な要求を突きつけられ、怜那が激しく狼狽する。でもそれ以上に、真桜自身が自分に驚いていた。あまりに言い方が即物的すぎる。それに以前なら、時間に追われるのを嫌って、こんな無理な誘い方はしなかった。

			「スカートで隠せるから大丈夫だよ。それに……あたし、もう……」

			　きっと、テスト期間中に禁欲生活を強いられた反動に違いない。せっかく新しい愛撫を覚えたのに、その直後から、少しも彼女に触れずにいた。

			　勉強を教える代わりに怜那の出した条件が、試験終了までのエッチ禁止という厳しいものだった。おかげで赤点は回避できたものの、その間、ずっと欲求を抑圧することを強いられていた。それだけに、解禁の約束を守らず、下着に手をかけたまま躊躇する怜那が憎たらしい。真桜は堪らず、彼女を思いきり抱き締めた。

			「あんっ……！」

			　耳を掠める小さな喘ぎが、真桜の欲情を煽る。中指の先で太腿を逆撫ですると、彼女は弱々しくしがみついてきた。あんなに強がっている彼女の、女の子らしい仕種にゾクゾクする。真桜は、彼女の身体に沿って滑り落ちるように跪き、その流れのまま下着を下ろした。風でスカートが軽くめくれ、下腹部の淡い茂みが目に飛び込む。

			「や、やっぱり……ここじゃなくて、私の家で……」

			「そんなに待てない。脚、開いて」

			　有無を言わせない口調に抗えず、彼女は困惑顔で壁にもたれた。内腿を撫で上げると、おずおずと、脚の間に真桜のためのスペースを作る。奪った下着を彼女に手渡し、緊張に震える淫唇へと顔を近づける。

			　──ぺろり。

			「あッ！　…………うンっ」

			　舌先で、軽くひと舐め。怜那の脚が強張って頬に当たる。その滑らかな肌に頬ずりし、そして、唇をしっかり淫裂に押し当てた。媚粘膜を細かく震わせると、瞬く間に甘い蜜が漏れ始める。それを舌先で攪拌する。スカートと腿に囲まれた密閉空間で、卑猥な粘着音が籠って響く。

			「ぴちゃぴちゃ、ちゅ、くちゅ。ちゅるちゅる、ちゅるっ」

			「ふ……く、ンッ……ふっ、あふっ」

			　硬く結んだ怜那の唇から、抑えきれない喘ぎが漏れる。舌ではまだ二回目だけど、彼女の感じそうなポイントは、指での愛撫で把握している。むしろ、唾液のぬめりが手伝ってくれる分、口を使った方がやりやすい。彼女が声を上げるたびに嬉しくなって、もっと声を聞きたくなって、より激しく恥裂を掻き混ぜる。

			「あ、あっ！　そこ駄目っ。感じすぎるから……あん、だからダメって……あッ!!」

			　淫核の根元付近を集中的に責めると、喘ぎが大きくなった。彼女の希望とは反対に、さらに奥まで顔を押し込む。

			「だからッ！　だめ……だってば……そこは駄目な……のぉ……！」

			　休まず淫粘膜を抉る。怜那の声がか細くなっていく。勢いでクリトリスを弾いたら、ピクンと身体が大きく跳ね、糸が切れたように膝から崩れてしまった。

			「ふぁうっ。あ……あ、あ……」

			「イッたの？」

			「か、軽く……」

			　顔を近づけ尋ねたら、息を詰まらせながら睫毛を震わせている。確かに息苦しそうではあるけれど、軽くでしかないのなら、もっと気持ちよくさせてあげなくては。真桜は彼女の脚をＭ字に開いてしゃがませると、自らは腹這いになって、改めて淫裂に口づけた。

			「ふ、あ……？　……あ!?　ま、待ってっ。まだ感じすぎて……あ、あん、あんっ！」

			　怜那が泡を食ったように押し戻そうとする。そういえば、前に読んだ小説に、絶頂直後は性器が過敏になると書いてあった。でも、真桜はそんな状態で触られた経験がないし、軽くイッただけなら大丈夫だろうと、淫核を吸い上げる。

			「じゅるっ、ちゅぱ、ちゅるるる、ちゅっ」

			「ふぁ、ふぁふぁっ、ふ……っ、あぁぁぁぁ!!」

			　じたばた暴れる長い脚の腿裏を掴み、舌で淫裂を嬲りまくる。よく考えたら、怜那だって舐められる側は不慣れであって、快感への抵抗手段が分からないみたいだ。そのことに気がついた真桜は、むしろ、彼女の性器のあらゆる場所を舐めて回った。もしかしたら新しい快感スポットを見つけられるかもしれないと、粘膜や膣口もくまなく責める。

			「や、やだやだ！　ヒッ、ンぁ！　ひっ、ひっ……ひぁぁぁぁん！」

			　やっぱり膣口と淫核の間の反応がいい。ちゅぱちゅぱと、わざと派手に音を立てて聞かせると、羞恥から逃げるように腰が左右に大きく振られる。

			「お願い、やだやだ、や……や、や……あ、あぅ！」

			　息の感覚が短くなる。もう一息だと感じて粘膜を責めまくる。

			「だめ、またイク……！　イッちゃう……から、もうやめ……や、や……ッ!!」

			　ふと、怜那の絶頂する顔が見たくなった。すでに淫裂は愛液と唾液でびちゃびちゃ。これなら愛撫を指に替えても大丈夫。真桜は彼女の隣に並んで座ると、粘液を飛ばす勢いで濡れ襞を掻き回した。

			「ンあぁっ！　そ、それ痺れて……あぅ、ふぁあぅ、やぁぁっ！」

			「あは、いい調子ぃ……。ねぇ、怜那がイクとこ、いっぱい見せてぇ……」

			「やだ駄目っ！　そんなの、見せられな……ひぅン、ふぁ、あっ！」

			　押しのけようとする怜那の肩を、左腕でしっかり抱き寄せ逃がさない。あの冷静な委員長が髪を振り乱して感じている。上気した肌や、熱に浮かされて潤む瞳、薄桃の唇。快感に喘ぐ顔を間近で見ているだけで、真桜の秘部も堪らなく疼く。

			「怜那、可愛い……。すっごく可愛い……」

			「か、可愛くないっ！　私なんて……あ、んくっ！」

			　絶頂の瞬間なんて見せられないと、唇を噛み締め必死に耐える怜那。そのくせ彼女の右腕は、助けを求めるように真桜の上着を掴んでいた。そのギャップに胸がときめく。もしかして、少しは気を許してくれているんだろうかと思って、嬉しくなる。

			「怜那って変わったよね。前だったらもっとツンツンして、こんな風に悶えるとこなんか絶対に見せなかったでしょ」

			「悶えて……なんかない！　だから……も、もう許して。あん、あぁぁぁんッ!!」

			　実感と、そして挑発を兼ねて、感動を囁きかけてみる。同時に愛撫を強くすると、快感とプライドの狭間に苛まれ、彼女の身悶えが激しくなる。その反応は思惑通り。ただ、少しばかり真桜の想定を超えて困った事態が起き始めた。

			「ん……あ、あぁぁぁっ、んっ、く…………ぅぅぅふぁあぁぁぁぁ……!!」

			「ちょ、怜那っ。声大きい！」

			「知らない知らないっ！　真桜が、真桜が悪い……やだやだ、イッちゃう！」

			　我慢しようとすればするほど、漏れる喘ぎのボリュームが増していく。しかし、真桜の身体もすでに言うことを聞かなくなっていた。彼女の喘ぎに当てられて、愛撫の手を止められない。いったん中断すべきなのだろうけど、口の端から涎を垂らすほど感じているのに、ここでやめたら可哀想だ。濡れ唇の卑猥な色が真桜の思考を鈍らせる。どうすべきか迷っているうちにも愛撫は続き、怜那を追い詰めていく。

			「怜那、声っ。せめてもうちょっと小さく……」

			「あ、あぅっ、ン……あ、イクっ。もう、もうイク、イッ……あぁぁッ!!」

			　すでに真桜の忠告も聞こえていない。グラウンドに嬌声が反響し始めている。早くこの声をなんとかしないと、まずいことになりかねない。

			「だめイク、もうイク、イッきゅっ、あぁぁん、ふぁぁぁぁ!!」

			「怜那っ、だめっ！」

			　絶頂の悲鳴が激しく耳を震わせる。焦りに背中を蹴り飛ばされた真桜は、彼女に覆い被さるようにして、その口を唇で塞いだ。

			「ふむ、むっ、むぅぅぅぅ！」

			　その声はくぐもって、誰かに聞かれる心配のない音量に。でも、口腔に送り込まれる彼女の熱い喘ぎが、真桜を我に返らせた。

			（あ……あたし、なにを……）

			　自分が信じられなかった。ついさっき、怜那となんてありえないと思ったばかり。それなのに、いくら焦っていたとはいえ、大切なファーストキスを、ここで、こんな形で。

			「むふっ、ふ、むっ、みゅうぅぅぅ」

			　その怜那は、全身をガクガクと痙攣させながら、真桜の背中を必死に掻き抱いていた。この様子だと、まだ自分の身に起きた重大事を理解していない。正気に戻る前に離れてしまえば、なかったことにできる。なのに彼女は、まるで真桜を引き留めようとするように力いっぱい抱きついてきた。そればかりか、顔を傾け情熱的に唇を擦り合わせる。

			（ちょっと怜那！　あんた、自分がなにをしているのか分かって……ふぁ!?）

			　悶える彼女の舌が、真桜の舌先をツンと突いた。ほんの一瞬の接触が、激しい電流となって頭の中を真っ白に飛ばす。反射的に彼女を抱き寄せ、捻じるように唇を重ねる。

			「ん……ん……んっ!?」

			　ぼんやりと、怜那が眼を開いた。その瞳に理性が戻ってくる。そして一気に蒼白となって、真桜を突き飛ばした。

			「きゃあぁぁぁ!!」

			　身体を起こしたものの、それ以上は動けず、両手で口元を押さえるだけ。声は出さなくても、大きく見開いた眼が、彼女のショックの大きさを雄弁に物語る。

			　しかし彼女と同じくらい、もしかしたらそれ以上に真桜の方が混乱していた。ちゃんと説明できる理由はあるけど、それでキスを奪ったことを正当化できるとは思えない。かける言葉が見つからず、ぺたりとお尻をついて座り込むだけ。

			　そんな真桜を尻目に、怜那は、恐ろしいものから逃げるように、あたふたと足をもつれさせながら屋上から姿を消した。

			


			　逃げた怜那を追いかけたのは、それから五分以上も経ってから。冷たい風に頬を打たれて、意識を取り戻す。そして、唇に生々しく甦る、彼女の感触。

			「謝らなきゃ！」

			　いきなり思考回路が繋がった。見えない糸で引っ張られるように立ち上がる。なんてことをしてしまったんだろう。必死の形相で階段を駆け降りる。急ぎすぎて、自分の教室を通り過ぎてしまったほど。

			「おっとっと……。怜……委員ちょ……っ」

			　室内には、人影がひとつだけ。机に向かってノートパソコンを操作している。勉強ではなく、なにかのメモを清書している感じ。真桜が近づいても、彼女は一瞥すらすることなく、黙々と作業を続ける。

			「あ、あの～……怜那……」

			　彼女に取り乱した様子がないので、ひとまず胸を撫で下ろす。まずは、さっきのキスを謝ろう。弱みを握っているとか関係なしに、女の子の唇を勝手に奪うなんて、許されることじゃない。

			「……怜那？　怜那ってば。……おーい、もしもし委員長ぉ！」

			　いくら呼びかけても振り向いてもらえない、完全無視。返ってくるのは、カチャカチャとパソコンのキーを打つ無機質な音だけ。

			（うわぁ～……。めっちゃ怒ってるよぉ……。そりゃ当たり前だよね、当然だよね）

			　無言が、逆に強烈な怒りを伝えてくる。こうなると、言葉だけの謝罪では足りない気がしてきた。誠意を見せるため、まずは態度で示した方がいいだろう。

			「な、なーんか忙しそうだねぇ。えーっと、なになに。宿泊学習のしおり？　へぇー。委員長って、こういうのも作らされるの？　よ、よかったら手伝おうかーあ？」

			　また邪魔だと怒られないよう、さりげなくを心がけたのに、不安というものは、どうしてこうも無駄に口数を増やしてしまうのか。しかも、絶対に鬱陶しいだろうと分かっていながら、気を引こうとするあまり、粘っこい喋り方になっている。

			　答えはなかった。ふざけていると思われたかもしれない。真桜は心を入れ替え、真剣な表情になって、彼女の横顔を窺う。

			　はっとした。なんの感情も見えなかった。そこにあるのは、本屋で見かける以前の、心を閉ざした委員長の姿。真桜に気を許しているなんて思い上がりだった。そんなこと、ふたりの間にあるはずないのに。

			「委員長、あの、さっきは本当に……」

			　胸が詰まって、言葉が出ない。それでも、無理にでも絞り出せと自分に命じる。何度も大きく息を吸い、今度こそと思ったところで邪魔が入った。学年主任の中年女教師が、無造作に扉を開けて教室にずかずかと入り込む。

			「おーい新条、ご苦労さまー。しおりはできた？」

			「すみません。あと少しで終わります」

			「すまないねー、いつもこんな雑用まで頼んじゃって」

			　学年主任の軽口に淡々と答える怜那。いつも、とはどういう意味だろう。

			「先生。怜……委員長に、よくこんなことさせてるの？」

			　おずおずと尋ねると、主任はようやく真桜に気づいて驚いた顔になり、それをごまかすように苦笑いで答えた。

			「うん、まあ。うちの教員はパソコンが苦手なのが多くて、だいたいできる生徒に任せちゃうんだけど、去年からは新条に頼りっぱなしになっちゃって。どこにどのファイルがあるのかさえ毎回聞かなくちゃ分からない有様だし、いい加減、人材育成しないとね」

			　教員の怠慢を、臆面もなく口先だけの反省で白状する。画面やメモを盗み見ると、宿泊中の諸注意の作成や生徒の部屋割まで彼女に丸投げしていた。多分、普段からあれこれと、委員長の枠を越えた仕事を頼まれているんだろう。優秀なのも考えもの。同時に、生徒任せを恥じない教師に腹が立つ。そして、それを受け入れてしまっている怜那にも。

			　その一方で、真桜は、これは仲直りのチャンスだと思った。

			「先生、あたしも手伝おっか」

			　一緒に作業をすれば、会話は必要になる。仲違いを解消するきっかけが作れるはず。

			「それはありがたいけど……麻倉ってパソコンできるの？」

			「えっ!?　えーっと、それは……」

			　口籠る真桜に、主任が豪快に笑った。

			「だろ？　麻倉にはなにも期待してないから、無理しなくていいよ」

			　多感な年頃の生徒に対して、その言い草はあんまりじゃないだろうか。しかし反論しようにも、怜那ほどの作業ができないのは事実。その彼女も、今は味方をしてくれない。こちらを見ようともしない。

			　しかも、廊下でばたばたと騒がしく足音がしたかと思うと、愛実と遥が顔を覗かせた。

			「あーっ。真桜りん、こんなとこにいた。探したんだぞぉ」

			　友達も迎えに来て、仕事のできない真桜は、ただの邪魔者に。もはや、この場での仲直りは望めない。おとなしく退散するしかなかった。

			「今日はどこに寄ってくー？」

			　明るく話しかけてくる愛実に愛想笑いしながら、真桜の思考は、堂々巡りをしていた。

			　よく考えたら、あんなに怒ることはないだろう。胸を責めたりあそこを舐めたりと、そんなことに比べたら可愛いものじゃないか。

			　でもやっぱり、キスは軽々しく考えちゃいけないとも思う。

			（それに……あたし、いっぱい怜那の仕事の邪魔をしてたんだろうな……）

			　無神経に押しつける教師も腹立たしいけれど、それだけ彼女が信頼されているということ。真桜は、その足を引っ張っていただけ。そんなの最初から分かっていたはず。

			（……ちょっと、長く遊びに付き合わせすぎちゃったかな）

			


			　宿泊学習が始まった。百人弱の二年生全員が、山の施設に二泊三日で強制収容される勉強会。最終日に楽しい催しでも用意されていれば、出来の悪い子のモチベーションも多少は違うだろう。しかしそんなものはなく、待っているのは実力テストのみ。

			「あー。ゆーうつぅ」

			　温泉旅館風の部屋に入るなり、愛実は駄々を捏ねるように畳に大の字で寝転んだ。その気持ちは、同室全員が同じ。窓の外の緑一色の風景も、どんより気分に拍車をかける。普通の旅行で来たのなら、きっと絶景だと喜んでいたことだろう。けれども今の自分たちにとって、四方にそびえる山々は、逃亡を阻む巨大な壁でしかない。

			「だらしないわよ愛実」

			「だぁーってぇ、こんなところに三日もいるんだよー。早く終わんないかなぁ」

			　遥がたしなめても効果なし。早くも泣きが入る愛実をよそに、容赦ない合宿勉強会は始まった。

			　部屋割とは別に、直前の試験の成績順でＡからＤの四つにグループ分け。各グループで畳敷きの大広間に背の低いテーブルを並べて、特別講師の授業を受ける。みんな正座をして、まるで寺子屋みたいだ。真桜は後方の席に陣取ったものの、監視役の教師が部屋の隅で見張っていて、居眠りどころか落書きさえ許されない。

			（こんな詰め込み教育やだー。ゆとり教育はどこ行ったー）

			　なんて愚痴を考えている間にも、講義はすごいスピードで進んでいく。

			（Ｃクラスでこれ？　ＡとかＢはどんな授業やってんのよ）

			　みんな、クラスはバラバラだった。怜那はＡ、遥がＢ、そして愛実がＤ。真桜も、実力的にはＤクラスだったはず。それが怜那の家庭教師のおかげでワンランクアップできた。愛実に裏切り者呼ばわりされた時はちょっといい気分だったけど、今はそれを早くも後悔していた。どうやら、なまじテストの出来がよかったせいで、身の丈に合わないクラスに回されてしまったみたいだ。

			　夕方までみっちり授業を受けた後は、夕食まで自習時間。ここは見張りがいないのが、逆にトラップ。油断してサボろうものなら、最終日のテストに影響し、下手をすると合宿後に追試が待っている。

			　とはいえ、やはり女の子のお喋りは防げない。

			「この合宿って、目的はなんなの？」

			「将来のために、つらい経験を積ませるためとか」

			「学習の習慣をつけさせるためだって聞いたよ」

			「それなら一年の時にやらなきゃ駄目じゃん。ていうか、こんなスパルタ逆効果だよ」

			　そんな不平不満が、あちこちから聞こえてくる。行事の真意のほどは想像の範囲を出ないので、そういうのを考えるのは成績優秀組にお任せする。

			　そんなことより真桜にとっては、怜那と話す機会がないのが大問題だった。あのキス以来、彼女とはまったく言葉を交わしていない。怜那は真桜を見ようともしなかったし、そんな彼女に、真桜も話しかけることができなかった。

			　間を置くと余計に気まずくなると分かっていながら、互いに相手を避けてしまう。ずっと同じ建物の中で過ごす合宿中なら、もしかしたら謝るチャンスもあるかもと思っていたけど、部屋もクラスも別々だし、それに学年全部が一緒なのだから、誰にも見られずふたりきりで会うのは、むしろ難しそうだった。

			「このまま関係が自然消滅ってのも……あたしは構わないけど、怜那が嫌だろうな」

			　こちらが例の卑猥な写真を持っている以上、彼女には不安が付き纏い続けるはず。それを解消させてあげるには、やはり直接会って、データを消すところを見せてあげる必要がある。一刻も早い方がいいだろうと思っていたのだけど、この調子では、ひとまず合宿が終わるのを待つしかなさそうだ。

			　そんな感じで諦めかけていた時に、事件が起きた。

			　入浴の時間、真桜はみんなより若干長めにゆっくりしていた。この後も自習となっているけど、その間に、布団係はクラス分の布団を敷いて回ることになっている。どうやら、楽な仕事はお勉強の時間を削られるという仕掛けになっているらしい。実力テストは気になるけれど、そのペナルティは別に悔しくない。

			　同じ係の子たち二人と一緒に浴衣に着替え、そろそろお仕事を始めようかと、Ｄクラスの自習部屋の前を横切った時だった。

			「ひどい！　なんの権限があって、そんなことするのよ！」

			　険しい声に、思わず立ち止まる。何事だろうと顔を見合わせ部屋を覗くと、二十人ほどの浴衣の女の子たちが作る輪の中心で、愛実と怜那が睨み合っている。

			「ど、どうしたの？」

			　入口付近にいたクラスメイトに小声で尋ねる。彼女も動揺していて、なかなか要領を得なかったものの、おおよその経緯は分かった。

			　合宿中は所持や使用が禁止になっているはずのスマホを触っている娘がいて、怜那がそれを没収。そのことに愛実が怒り出し、このような状態になったとのこと。そういえば、委員長は監視係と言っていた。そんなもの名目だけだと思っていたのに、真面目に働いて問題を見つけてしまうのは、実に怜那らしい。

			「早くなんとかしないと、先生が来ちゃうよ」

			　話をしてくれた娘が取り乱す。けれども一番焦っていたのは、愛実に庇われている携帯の持ち主だった。顔は蒼褪め、友達に支えられて、やっと立っている状態。

			「携帯禁止は事前に周知していたはずよ。今朝だって、貴重品として預けなさいと先生に注意されたでしょう」

			「家から急な連絡があるかもしれないじゃないっ！」

			「その場合は先生が取り継いでくれます。ここにいるのは家族も知っているのだし」

			「そもそも、なんで禁止なのよっ」

			「勉強に集中するためよ。それ以上の苦情は、ルールを決めた先生方にどうぞ」

			　愛実が怜那を言い負かそうとして、ことごとく返り討ちに遭う。頭の出来が違うのに、無茶な戦いを挑んだものだ。おおかた、委員長への反発心と義憤が一緒になって、黙っていられなくなったんだろう。

			（にしても、怜那もなんだか八つ当たりっぽい……ていうか、緊張してる？）

			　みんなには、いつもの融通の利かない委員長。けれど真桜には違って見えた。結ばれた唇は震えをごまかしているようだし、表情も、まるで虚勢を張っているように硬い。

			「この娘はメールが来てるかどうか確認しただけよ。それくらいいいじゃない！」

			　愛実でない誰かが声を上げた。正論を押し通す怜那に、周囲を囲む生徒たちの間にも反発心が生まれ始める。彼女を非難する声が大きくなり始める。

			（まずいな、これは……）

			　もし先生の耳に届いたら、不利なのは間違いなく愛実たちの方だろう。問題は、委員長の味方がひとりもいないこと。ただでさえ彼女はクラスで孤立しがちなのに、もしそれが下手にエスカレートしたら、今度はイジメの対象になりかねない。そうなる前に事態を収めなければ。

			「ああ、もうっ！」

			　どうして自分なんだろう。真桜はやり場のない怒りに苛立ちながら人垣を掻き分け、ふたりの間に割って入った。

			「はい終わり終わりっ。委員長、その携帯返して」

			「だ……駄目よっ。見逃すわけにはいかないわ」

			　怜那の眼が吊り上がる。選りにも選って憎き真桜が介入してきたのだから、余計に頑なにさせてしまったかもしれない。

			「別にメールとか電話とかしてたわけじゃないんでしょ？　委員長は、そんなことを大問題にしたいの？」

			「私だって、そんなつもりは……」

			「現に騒ぎになってるじゃない。じゃ、こうしたら？　彼女はスマホを持ってただけで、操作はしてない。で、預けるのを忘れてたってことで、委員長と一緒に先生のところに持っていく。まだ初日だし、着替えのタイミングで見つけたってことにすれば、それほど不自然でもないでしょ。どう？」

			　怜那とみんなを見渡しながら、思いつくまま一気にまくし立てる。口裏を合わせるには人数が多すぎるけど、ばれて困るほどの嘘でもない。もしそうなったら、その時は潔くスマホの持ち主に弁解してもらおう。後は怜那の口添えさえ得られれば、だけど。

			　改めて怜那に向かい合う。彼女の言葉ひとつで、この場が決まる。二十人以上の女の子たちが、固唾を飲んでことの成り行きを見守る。

			「……いいわ。それで妥協しましょう。でも、私は付き添わない方がいいわね。彼女が自主的に行かないと、犯人を突き出したみたいになってしまうから」

			　短い沈黙の後、怜那が提案を受け入れた。部屋の中の緊迫した空気が、一気に緩む。

			「よし。じゃ、この問題はこれでおしまいっ。みんなもそれでお願いね」

			　真桜が念を押すと、集まっていた子たちが頷いた。騒動が終わったことに安堵して自習の準備を始める。そして、問題のスマホの持ち主は、一秒でも早く騒ぎの原因から解放されたかったんだろう。怜那に促されると、足早に先生のところに向かった。

			「ふぅ」

			　無駄な労力を使わされた。真桜だって、変に注目を浴びるのは好きじゃない。早く布団を敷くという楽な仕事に戻ろう。そう思っていたのに、気づいてしまった。ふと横を向くと、すぐ脇に立った愛実が、すごい顔で睨んでいる。

			「うわっ、びっくりした。……どうしたの、愛実」

			　いつもは可愛い丸い吊り目を急角度に上げて、まるで縄張りへの侵入者に威嚇する猫みたいだ。親友から向けられた激しい感情に、思わず息を飲む。

			　でも、真桜が声をかけると、逆立つようだった彼女の髪が、急に萎れた。

			「……なんで委員長の味方なんてしたのさ」

			「…………へ？」

			　彼女が言っていることを理解できなかった。どちらかといえば、怜那に譲歩させたつもり。感謝しろ、なんて言うつもりはないけれど、そんなに怖い顔で怒られる覚えもない。

			「え、あの……え？　あたしは別に……」

			　質問の意図も分からないのに、まともな答えが返せるはずがない。戸惑い、口籠る態度が、愛実の神経を逆撫でしたのかもしれない。一度はトーンダウンした怒気が再燃し、眉と眼が一緒に吊り上がる。でも、それは一瞬。彼女は自分の感情を持て余すように、一度だけ畳を踏み鳴らし、そしてキッと鋭い視線を向けると。

			「真桜りんのバカっ」

			　暴言を残して自習室を飛び出した。あまりの素早さに、引き留めるのも間に合わない。唖然としていた真桜は、親友の暴走を黙って見送るしかなかった。

			「愛実……一体どうしたっていうの……？」

			　こんな時、遥がいればフォローを頼めるのに、あいにく彼女は別クラス。しかも愛実の後を追おうとしたら、同じ布団係の子に「早くお仕事済ませちゃお」などと、空気の読めない感じで呼び止められる。大事な友達の様子が変なのに、そんなことしている場合じゃない。無視して走り出そうとする真桜の前に、今度は怜那が立ち塞がった。

			「なにをしているの麻倉さん。係の仕事をサボるなら、あなたを先生に言いつけます」

			「邪魔しないでよ。あたしは愛実に用があるの」

			「彼女なら私が連れ戻します。話なら、後でゆっくりしてください」

			　真桜に口を挟ませない強引さ。そしてパタパタとスリッパを鳴らし、彼女も走り去ってしまった。

			


			　布団係の仕事を終え、自習室に戻る。しかし、愛実のことが気になって、勉強なんて手につきそうにない。半ば上の空でノートを開く。

			「……ん？」

			　ふたつ折りの紙片が挟んであった。中に、時間と場所が走り書きしてある。これはもしかして、密会のお誘いだろうか。署名は「Ｒ・Ｓ」のイニシャルのみ。おそらくだけど、差し出し人は新条怜那しか思い浮かばない。誰かに見つかった場合を考慮したんだろうけど、真桜が理解できなかったらどうするつもりだ。

			「さっきのお礼……てことはないだろうし、こんなところでキスの苦情申し立て？　それより愛実はどうしたのよ」

			　とにかく、せっかく彼女の方からアプローチしてくれたのだし、真桜にこれを無視する理由はない。

			


			　就寝時間前の、約三十分。この合宿における数少ない自由時間。遊べるのはこのタイミングしかないので、日中の勉強漬けにもかかわらずというか、その鬱憤を晴らすように、みんな元気にお喋りに興じていた。部屋を行き来する娘も多く、怜那からの手紙にこの時間が書いてあったのも納得できる。隠れて逢引きするには確かに好都合。

			　真桜は、騒ぎに紛れてこっそり部屋を抜け出した。指定されたのは建物の裏庭。整備された日本庭園になっている。心ない学生たちに荒らされるのを警戒してか、ここは宿泊部屋からかなり離れている。

			「いい時間と場所を選んだね」

			「あなたに倣って探検したのよ。監視係は自由に動き回れるから」

			　浴衣姿の怜那が、しゃがんで池を覗いていた。夜中だけど、月明かりで意外と明るい。青白い光に照らされて、彼女も仄かに光を発しているように見える。

			　さっきのスマホ騒ぎの余韻が残っていて、思わず上から目線になってしまった。まだキスへの謝罪が済んでいないのに。怜那の用件も気になるけれど、まずはそこから始めるのが筋というもの。

			（でも、あれから時間経っちゃったしなぁ……。どうやって切り出せばいいんだろう）

			　迷っていたら、彼女が静かに立ち上がった。真桜を厳しい視線で見据える。

			「……どうして私を庇ったりしたの？」

			　なんとなく、そんな話の気はしていた。けれど文句を言われるとは思っていなかった。素直に「ありがとう」と言うタイプではないとはいえ、助けてくれた恩人への言い草としては落第点じゃないだろうか。

			「そんなことを言うために、わざわざ夜中に呼び出したの？　委員長ともあろう者が部屋を抜け出してまで。これってルール違反じゃないの？」

			「ごまかさないで答えて！　どうして私なんかを助けたの!?」

			　どちらかと言えば、いま話を逸らしたのは怜那の方。しかしこの剣幕の彼女にそんな指摘をしようものなら、余計にムキになって、真っ当な答えは返ってこないだろう。

			「どうしてって言われても……別に深い意味なんてないよ。友達が困っていたから、助けようと思っただけ」

			「友達っていうのは、市河いちかわさんのこと？」

			　市河って誰だっけと首を傾げ、すぐに愛実のことだと思い出す。最近は名前でしか呼んでいないから、名字なんてど忘れしていた。

			「うん。後は、もちろん怜那も」

			「わたしも？　友達？」

			　すごく怪訝そうな顔をされた。やっぱり、不快だったかと反省する。

			「あ、ゴメン。あたしが友達だなんて迷惑だよね。えっと……まあ、言い方はともかく、あの時は怜那も困ってたみたいに見えたから、つい勢いで」

			「友達……」

			　言い訳を重ねたら、ますます彼女の様子がおかしくなった。唇を強く結び、俯いて、いたくご機嫌斜めに見える。

			「そんなだから……市河さんと喧嘩になるのよ」

			　しかも、握った両手がぷるぷる震え出した。そこまで友達呼ばわりが嫌だったなんて。精一杯気を使ったつもりなのに、これ以上の言い訳なんて出てこない。ここはいったん退散した方がいいかもと、後ろに下げた足に体重をかけて逃亡の準備をする。

			「ごめんなさいっ！　私、市河さんを説得できなかった！」

			　しかし、頭を下げたのは怜那だった。彼女の声を合図に走り出そうとしていたから、方向転換をし損ねて、危うく足を捻りそうになる。

			「せ……説得？」

			「私、よっぽど嫌われているのね。真桜と仲直りしてってお願いしたのに……市河さん、余計なお世話だって……ますます怒らせてしまった。本当にごめんなさい……」

			　あの怜那が、半ベソになっている。さっき真桜を制してまで愛実を追いかけたのは、それほど責任を感じてのことだったのか。人付き合いの苦手な怜那にとって、友達同士の喧嘩を目の当たりにするのは、相当なショックだったんだろう。

			「あれは怜那のせいじゃないよ。それにさ、本当に余計なお世話」

			　真桜は、悔しそうに唇を噛む彼女の頬を両手で挟んだ。深刻ぶった顔を解きほぐすように、掌で交互に円を描く。

			「愛実とは、昨日今日の付き合いじゃないから。あんなこと、今までもあったし大丈夫」

			　それでも、怜那の上目遣いの瞳から不安が消えない。正直なことを言えば、真桜も強がっているだけ。愛実に、あんな真剣に怒った顔を向けられたのは初めて。仲直りできる自信なんてない。だからこそ逆に、自信たっぷりに横柄な態度を取った。彼女を、少しでも安心させるために。

			「あたしの友達、あんまり舐めないでよね」

			　不安を隠し、無理矢理口角を上げた笑みを近づける。それでも怜那は渋い顔を崩そうとしない。なかなか強情なヤツだと次の手に困っていると、彼女は頬を挟まれたまま、拗ねたように視線を逸らした。

			「あなたって……変な人ね」

			「変な人？　失礼な」

			「だってそうじゃない！　私なんかを庇ったり、構ったり。え……えっちなことするにしても！　もっと可愛い子を相手にすればいいのに、悪趣味だわっ」

			「そういう自虐は感心しないなー。怜那は可愛い……ていうか、そんな美人なのに、どうして自信が持てないのよ。あたしには、そっちの方がよっぽど不思議だわ」

			　それは、真桜が常々感じていたこと。少なくとも、クラスでは彼女の美貌に敵う女の子なんていやしない。本心からそう思って褒めたのに、彼女の瞳が険しくなる。

			「な……なにそれ、意味分かんないっ。やっぱり真桜って人を見る目がないわ。だだ、だから、私にキスなんかするのよっ！」

			　核心のワードを不意打ちで出され、真桜は反射的に身体を竦ませた。心が準備不足のまま、その話題に突入してしまったことに動揺を隠せない。そして、冷静さを失っているのは真桜だけじゃなかった。キスの話題をしているうちに怜那も次第に冷静さをなくし、上擦った声でまくし立てる。

			「そりゃ、真桜はキスなんて慣れっこでしょうけど、私は初めてだったのよ！」

			「はぁ……？　はぁッ!?　あんた、あたしのことをどんな目で見てんのよ！」

			　とんだ侮辱だ。自分だって真面目な方じゃないのは分かっているし、チャラチャラして見えるのも自覚してるけど、そんな軽い人間に見られていたなんて。思わず食ってかかると、心外なことに、彼女の方が再度意味が分からないと言いたげに眉を顰めた。

			「だって……初めての時、いきなり舐めろなんて言うし……」

			　真桜は「うっ」と言葉を詰まらせた。確かに、キスすらしたことのない人が要求することじゃない。それでも誤解は解いておきたかった。経験豊富と見栄を張ることもできただろうけど、彼女には、遊んでる人と思われたままにしておきたくなかった。

			「まさか……真桜も、そんなに経験ないの？」

			　重ねて尋ねられ、ますます答えづらくなる。ここにはキスを謝りに来たのに、どうして自分の体験を告白する流れになってしまったんだろう。真桜は、想定外の事態に困惑し、もごもごと口籠りながら、ぶっきらぼうに白状した。

			「は……は……じめて…………だよっ」

			「え、なに？」

			「初めてだって言ったの！　あたしだって、あれが初めて！　ていうか……あの時は怜那の声が大きくなりそうだったから、咄嗟に口を塞いだっていうか……」

			「咄嗟に？　咄嗟にって……信じられない！」

			　せっかく頑張って恥ずかしい告白をしたのに、怜那は声を裏返らせるほど怒り出した。

			「女の子の大事な初めてのキスが、そんな理由でだなんて！　真桜がなんのつもりでキスしたのか分からなくて、どれだけ私が悩んだと思ってるの!?　ふざけないで！」

			　真桜の肩を掴んで激しく揺さぶる。こんなに激昂するなんて、どれだけファーストキスに憧れていたんだろう。とはいえ、さすがにあんなシチュエーションを想定していたはずがなく、不本意な初体験への憤りは至極真っ当だし、痛いほど理解できる。

			「すっごく……恥ずかしかったんだから…………」

			　掴みかかったまま、真っ赤になった顔を伏せる。怜那のその表情が、やっと、彼女が真桜のなにに対して腹を立てているのかの核心部分を理解させた。

			（え、なに？　てことは……キスしたことを怒ってたんじゃないってこと？）

			　あの直後、教室で無視されたから、よほど激怒しているんだと思っていたのに。

			　ともかく彼女が恥ずかしくて悩んでいて、それでも怒っていたわけではないことが分かり、申し訳なさより嬉しさの方が勝って、心の底から安堵する。

			　でも、その油断が良くなかった。

			「そ、そうだよね。駄目だよね。あんなのノーカンだよ、ノーカン。ファーストキスにはならないよ。えーっと……そう、人工呼吸のようなものだと思って忘れよ。ね？」

			「……忘れる？」

			　調子に乗って余計なことを喋りすぎた。安心したのも束の間、低く唸る怜那の声に再び平静さを失った真桜は、彼女の声色の意味なんて考えず、一気に畳みかけた。

			「そ、そう！　あんなのがファーストキスであるはずないじゃない。野良犬に噛まれたと思うことにしよ。その方がお互いのためだと思うの」

			　その提案に、怜那は、まだ納得いかないという顔で、それでも渋々呟いた。

			「真桜が、そう言うのなら……」

			　まだ声に怖さを感じるけれど、妥協してくれればそれでいい。なんとか話を一段落させたことに、大仕事を終えたような疲労感を覚え、真桜は大きな溜め息を吐いた。

			「じゃ、そろそろ戻ろうか。あんまり長く行方不明になってると怪しまれるよ」

			　それに、あまりキスキス繰り返すのも恥ずかしい。身体の火照りを隠すように、浴衣を掻き合わせる。しかし怜那は、そんな真桜を不思議そうな眼で見ながら小首を傾げた。

			「なかったことにして、それでおしまい？　しなくていいの？」

			「──はい？」

			　子供のような口調とは正反対の、彼女の声の艶っぽさに、淫靡な予感が頭の中を一瞬よぎる。けれど、本当に戻った方がいい頃合いだし、だいたい、彼女の方から誘ってくるなんてこと、あるはずない。馬鹿な期待を振り払って、とぼけた口調で聞き直す。

			「なにをするって？」

			「ファーストキスのやり直し、しなくていいの？」

			　はっきりとした滑舌のよさで言い直してくれたのに、それでも自分の聞き間違いだと思った。怜那の瞳が、真っ直ぐに真桜を見据えている。その澄んだ色に、背筋がゾクリと熱く震える。それでもなお、彼女の言葉を受け止めきれず、喉を鳴らす。

			「キスって……ここで？　あたしと？」

			　コクンと小さく、怜那が頷く。その小さな仕種が、真桜を再び混乱に突き落とした。

			「正気っ？　たった今、なかったことにしようって言ったよね。だったら、次はちゃんと好きな相手を選べばいいじゃない！」

			　自分は、ごくごく当たり前のことを言っている。頭の中で言葉を反芻し、何度も確認する。なのに、彼女の迷いのない眼が自信を与えてくれない。しかも、真桜なんかの想像もつかない、突拍子のないことを言い出した。

			「次って、いつ？　結局、私はキスをしたの？　してないの？　こんな半端なモヤモヤをいつまで引き摺れっていうの？　なんか気分悪い。一秒でも早く解消したい！」

			　キスの話をしているとは思えないほどの、まばたきひとつしない真剣な表情で、怜那が詰め寄ってくる。呆気に取られた。そんな理屈があるんだろうか。凡人の真桜には理解できない。

			「だ……だとしても！　相手があたしっていうのは、おかしいでしょう!?」

			「真桜は、嫌なの？」

			　不安げに呟く、彼女の唇。真桜は、その薄桃色に視線を吸い寄せられた。初めて触れた柔らかな感触。全身を包んだ甘い痺れ。その感覚が一瞬で甦り、そして、再び触れたい欲求が湧き上がる。

			（待って待って！　相手は女の子っ！）

			　いったん冷静になれと理性が訴える。相手は同性で、恋人でもなんでもない。それだけでも、思い留まる理由としては十分すぎる。

			　なのに、唇が疼いた。触れたい欲求の方が大きく膨れていくのを止められない。

			「責任、取ってよ」

			　キュッと、怜那が真桜の袖を掴んだ。儚げな仕種が、切ないほど胸を締めつける。

			（そうだよね。怜那のモヤモヤは、あたしに責任があるんだよね）

			　本当にそうだろうか。そして、責任の取り方はこれで合っているんだろうか。そんな疑問さえ形にならないほど思考が蕩ける。責任という免罪符を得て、頭と身体の中に残るのは、もう一度この娘とキスしたいという衝動だけ。常識も理性も戸惑いも、もはや心臓をドキドキさせるための燃料でしかない。

			（キスしたい？　キスしたい。本当にキスしたい？　キスしたいキスしたいキスしたい）

			　自問自答は、欲求の無限ループに入った。彼女の唇で、自分の唇を満足させることしか考えられない。

			「…………本当にいいのね？」

			　月明かりしかない暗がりが、理性を麻痺させていた。建物にもたれ、怜那の腰と背中に腕を回す。彼女の柔らかさと体温を感じ、緊張で脚が震える。

			「今さら……。好きに奪えばいいのよ」

			　求めてきたのは怜那なのに、ずいぶんと投げやりな言い草だ。けれど、彼女の方が真桜なんかよりも震えが大きい。間近に迫る瞳をじっと見詰める。薄く開いた唇が吐息を漏らすのが見え、思わず生唾を飲み込む。

			（どうして、女の子とキスしようとしているんだろう）

			　最後に残った理性のひと欠片が、精一杯の疑問を投げかける。それは刹那ほどの時間で霧のように消え去り、そして、ゆっくりと目蓋を閉じる。

			「…………はぁ」

			　耳をくすぐる吐息と共に、唇が重なり合った。

			（柔らかい……）

			　記憶なんかとは比べ物にならない、本物の悦びが背中をくすぐる。ふわふわとした感触に、唇だけでなく、全身が包み込まれるような錯覚に襲われる。小さな喘ぎで唇が擦れるだけで、堪らない快感が頭を心地よく痺れさせる。

			「あ……ふ……ん、んふっ……」

			　怜那の腰を帯のあたりで抱き寄せ、気づけば、はしたなく息を漏らしながら、思いきり唇を擦りつけていた。彼女の吐息を飲み込もうとするように口を開閉する。もっと深く触れ合いたくて、首をくねくねと左右に曲げる。最初は動かずにいた怜那も、まるで怯えるように真桜の腕を掴む。
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			「怜、那……あ、あ……」

			「ま、真桜……ん、ふ、あふっ……」

			　喘ぎながら名前を呼ばれると、それだけで頭の中が快感で満たされる。じっとしてなんかいられない。気持ちよさを求める本能が、舌先で彼女の唇をノックさせる。

			「ふ、ふぁ……」

			　一瞬、拒むように口が閉じられた。けれどもすぐに緩んで、真桜の侵入を許す。その先に、彼女の舌が震えながら待っていた。先端が触れ合うと、その小さな一点から、感電したかと思うほどの鋭い歓喜が走って互いの身体にしがみつく。

			（やだ、なにこれ……。あたし、すっごくドキドキしてる……）

			　キュッと二の腕を掴む彼女の指が、心拍数を一気に上げた。泣きたくなるようななにかが、胸の奥から込み上げる。もう我慢できない。真桜は顔を捻じり、思いきり怜那の口腔に舌を挿し込んだ。

			「ふふぁ!?　あ、あ……んンッ！」

			　奥に逃げ込む彼女の舌を、搦め捕って引き摺り出す。表面のざらざらが擦れるたび、まるでヤスリをかけられるように、荒々しく思考が削られる。白く鈍る頭の中で気持ちよさだけが残り、キスを貪る。

			「あぅん、んぷっ……ぷぁっ。みゅふっ、ちゅ、ちゅる、じゅるっ」

			　舌を動かすたびに、口の中に唾液が増えて、粘った音を響かせる。ねっとりとした感触も真桜を酔わせ、夢中で怜那の口腔内を掻き回す。

			「はぁ……キス、気持ちいい……。ね、怜那は？　ねぇ……ちゅ、ちゅる、ちゅるるっ」

			「んあっ！　ふぁあぅ、く……ふぅん……っ」

			　真桜の問いにも、彼女は鼻を鳴らして喘ぐだけ。自分から誘ったくせにと憤り、返事を求めてさらに舌を吸引する。

			「みゅあぁぁぁ……！」

			　怜那が、彼女らしくない甘えた声で抵抗する。卑猥な「ファーストキス」に身悶えし、息も絶え絶えに身を震わせる。その様子が可愛くて、真桜は舌の表面同士を、捻じるように擦り合わせた。

			「ふ……あ、あひっ、くふぅ……！」

			　堪らないゾクゾクに肩が強張る。仕掛けた真桜が目眩を起こしそうになった。まるで、味蕾が性器のように敏感になり、気が遠くなるほどの甘い痺れに頭の中を掻き回される。しっかりと彼女の肩を掴んでいないと、膝から崩れ落ちてしまう。

			「ま……真桜待っ……あふんっ！　息、できな……あ、ふ、駄目ぇ……」

			　怜那がなにか言いたげだけど、真桜は一瞬だって離れたくない。逃げる唇を追いかけるうちに、彼女の背中が後ろに仰け反り、耐えきれなくなって膝をついた。

			「あふぁ……っ」

			　天を仰ぐように跪く怜那の唇から、唾液が細い糸を引いて、途切れる。暗くても、彼女の肌が上気しているのが分かる。欲情に蕩けた眼を見下ろしながら、真桜は無意識に、自分の濡れた唇を舐め取る。

			（怜那の味がするぅ……）

			　唾液なんて区別できるはずがないのに、間違いなく怜那を感じ、眼下の少女をうっとり眺める。けれど、そんなのんびりとした観賞は許されなかった。浴衣からはだけた彼女の白い肩が、しどけない色気で誘惑してくる。

			「は……あぁぁぁ……」

			　言葉にならない息が漏れ、脚の間が熱くなる。真桜は内腿を擦り合わせながら、覆い被さるように彼女のか細い首筋に吸いついた。

			「怜那、怜那ぁ……」

			「あ、真桜っ……！」

			　半開きの唇を押し当てただけで、彼女の背中が何度も前後に痙攣する。そして頸動脈を思いきり吸引したら、さらに大きく仰け反って、切なげに首をゆらゆら揺らす。

			「あふ、あ、あぁぁ……あぁぁぁぁ……！」

			　ビブラートのかかる喘ぎが心地いい。もっと聞きたくて、半分脱げている浴衣の内側に手を挿し込む。ブラを上にずらして、巨乳を窮屈さから解放してやる。蕩けるように柔らかいそれを、掌で転がすように揉みしだく。

			「あはぁ……怜那のおっぱい、気持ちいい……。んふっ、乳首、勃ってる。……えいっ」

			「ひぃあ、あッ！」

			　硬直した肉蕾を親指と人差し指で捻ると、短い悲鳴を上げながら怜那が身体を捩った。自分の手で彼女を翻弄しているのかと思うと、胸と秘裂が妖しくときめく。まるでそれが本能であるかのように、苛めたい欲求に衝き動かされる。

			「は……は、あ……っ」

			「……痛い？　やめて欲しい？」

			　苦しそうに喘ぐ怜那の乳首を、ちょっとだけ強めに捻じりながら意地悪く尋ねる。彼女は歯を食い縛り、涙をうっすら浮かべながら、でも、はっきりと首を横に振った。

			「や、やめないで……」

			　欲情に濡れる声が、真桜の鼓動を一気に跳ね上げた。おあつらえ向きに置かれたテーブルのような庭石に彼女を座らせ、硬乳首に吸いつき、歯を立てる。

			「あうッ！　ふぁ……ま、真桜……っ！」

			　痛みに細かく身体を跳ね上げながら、しっかりと真桜の頭を抱き締める怜那。唾液を塗りつけるように舌で転がすと、熱い長い息を、うっとりと吐き出す。

			「怜那、気持ちいい？」

			　怜那は何度も頷き、でも慌てて頭を振った。プライドか、それとも、まだ脅迫者の真桜への反発があるんだろうか。こんなにキスや愛撫に反応していながら、快感を認めたくないみたいだ。それなら意地でも気持ちいいと言わせようと、口に含んだ右乳首を細かく弾いた。同時に左の胸も、粘土を捏ねるように激しく揉みしだく。

			「ン……あ、あ、ふぁ、ん、ふぁッ！」

			　抱き締めた真桜の肩に指を食い込ませ、彼女のお尻が浮き上がった。この熱い声と激しい震えで、真桜の身体も気持ちいい。恥裂が疼いて、彼女を責めながら内腿を擦り合わせずにいられない。

			「ちゅぱちゅぱ、ちゅ、ちゅうぅぅぅ……ちゅぱっ！」

			「ひぁ……あん、あんっ」

			　思いきり吸引して怜那を悶えさせる。辛そうだったので、乳首を咥えたまま庭石に寝そべらせた。はぁはぁと息を荒らげる彼女が身じろぎするたび、裾がめくれて腿まで脚が露わになり、緩んだ襟からも、肩の滑らかなラインが覗く。

			　その白い肌が、ふと真桜を冷静にさせた。大勢の同級生が泊まっている宿で、怜那にこんな姿をさせている。もしかしたら、誰かに見られるかもしれないのに。

			　けれど同時に、こんなに乱れている怜那を見せられて、止められるはずもなかった。生唾を飲み込み、悶える委員長の内腿に、焦らすような指を這わせる。膝から逆撫でし、鼠径部の手前で引き返す。往復するごとに、彼女の膝の引き攣りが大きくなる。

			「ひっ、あ……っ。や……ぁんっ。い、意地悪しないで……」

			「意地悪って、なぁに？」

			　耳朶を舐めながら、囁きかけた。もちろん答えなんか分かっている。指を股間に近づけるたび、下着の向こうから淫靡な熱を感じる。むしろ真桜の方が早く触ってしまいたいほど。けれども、それを必死に抑え込んだ。だって、優等生の委員長が愛撫を欲しがるセリフを聞けるのは自分だけ。その特権を可能な限り活かしたい。

			「どうして欲しいの？　早く教えて」

			「やっ……あ、あ……あくっ……ふぐッ」

			　怜那は、命令に逆らうように唇を噛んだ。その意地っ張りな姿に、背筋も股間もゾクゾクする。強気な彼女が、自分の愛撫に屈して可愛く乱れる姿を早く見たい。真桜は自分に我慢を強いて、淫裂には指一本触れることなく、脚の付け根をくすぐり続けた。その一方で、完全に硬直した乳首を激しく吸って苛める。

			「やだそれ……そんなの、ひどい……早く……ん、ンッ……あぅ、あぁぁぁうっ」

			　上と下のアンバランスな愛撫に、怜那が涙を流して抗議する。早く愛撫をおねだりすれば楽になれるものを、髪を振り乱して必死に堪える。

			（なにやってんのよ！　触ってくださいって、ひと言お願いするだけなのに！）

			　だんだん、真桜の方が焦り始めた。エッチに未熟な自分が、焦らしプレイをしようなんて考えたのが間違いだった。予想外に長引く抵抗に、手詰まりになっている。自分の股間もウズウズしているのに、このままでは触ってもらう時間がなくなる。かといって根負けするのも癪だし、どうすればいいのか分からない。

			　しかし、強情な奴隷と馬鹿なご主人様の根比べは、意外な形で決着した。

			「あっ、だめっ、あ…………ッ、ふぁあぁぁぁぁっ!!」

			　突然、怜那の身体が弓なりに反り返った。全身が痙攣したように、胸と腰とを波打たせる。掴むところのない、つるつるした庭石に爪を立て、必死に掻き毟っている。

			「まさか……イッちゃったの!?」

			　性器に触れてもいないのに絶頂するなんて。呆気に取られ、喘ぐ姿を覗き込む。しかも意外と声が大きい。焦った真桜が、この前のようにキスで口を塞ごうとしたら、彼女の方から首に腕を絡みつかせてきた。

			「怜那？　……ふむっ!?」

			　抱き寄せられ、逆に唇を奪われた。舌が口の中をぐちゅぐちゅ掻き回す。絶頂したばかりとは思えない力強さで頭を抱えられ、搦め捕られた舌が触れ合うたびに、昂ぶった身体を甘美な電流が走り抜ける。

			「ふみゅっ、んぁっ！　れ、怜にゃっ、急にどう……んぷ、む……みゅうぅっ！」

			「ちゅ、ちゅる、ちゅぅぅ、ちゅッ」

			　呼びかけに答えることなく、怜那が舌を吸う。真桜もキスの激しさに痺れた。全身を駆け巡る快感に、焦らされていたのは自分の方だったと思い知らされた。真桜も彼女を掻き抱き、無我夢中で唇を擦り合わせる。

			　だから、自分も肩をはだけていることに気づかなかった。怜那は口づけながら真桜の背中に手を回し、器用にブラのホックを外した。身悶えだけでカップがずれて、乳房と乳房が重なり合う。硬直乳首も擦れ合って、先端から媚薬のような電流が流し込まれる。

			「ひっ、あッ！　ちくび……気持ちい……ひッ!?」

			「ね、真桜。立って……」

			　不意に、怜那が囁いた。でも快感が途切れるのが嫌だし、それに全身が痺れて力が入らない。無視しようとしたけれど、チュッと軽く、なだめるようなキスをされて、期待に胸が膨らんだ。

			「ん……あ……」

			　頼りない身体に鞭打って、やっとの思いで立ち上がる。そうまでして言うことを聞いたのに、彼女が急に肩を押した。踏ん張りなんて利かず、よろよろと背後の庭木に背中を預ける。呆けた頭で呑気に体勢を直そうとしたら、浴衣の前が全開になっていた。

			「──あれ？」

			　帯が、怜那の手にある。悶えているうちに落としたんだろうか、なんて考えるよりも先に、それで後ろ手に縛られてしまった。やっと頭がはっきりして、自分が庭木に括りつけられていることを理解する。

			「ちょ……怜那っ、なにするの!?」

			　しかも下着をするりと下ろし、右足首に引っかけられた。ブラも肩からぶら下がっているだけだし、着衣はなにひとつ身体から離れていないのに、これでは全裸と変わりない。

			　怜那の真顔が近づく。伸ばされた舌が顎のラインを辿る。彼女の五本の指先が、脇腹で不気味に蠢く。

			「怜那、くすぐったい……やめ……あっ！」

			　虫が這うような感覚が、全身を包む。気持ち悪さと快感の境界で頭が混乱し、腰を捩って逃げようとするけれど、背後で硬く縛られた帯がそれを阻止する。

			「ダメよ。今度は真桜が苦しむ番なんだから」

			　今度は内腿を爪で逆撫でされた。閉じるのを忘れていた脚は、彼女の手を思うがままに遊ばせてしまう。

			「く、苦しむって……ちょっと焦らしただけ……あ、あンッ！」

			「ちょっとじゃないわよ！　あ……あんな半端な愛撫でイッちゃったせいで…………なんか……逆に気持ちよくなりきれてないぃ……っ！」

			「え、そっち!?」

			　てっきり焦らしプレイの方だと思ったら、怜那は何度もためらいながら、上擦った声で欲求不満を訴えてきた。確かに不本意な絶頂だったかもしれないけど、それは彼女が意地を張ったせいで、明らかに逆恨み。けれども、恨めしそうに羞恥の涙を浮かべる彼女に、そんな理屈は通用しそうになかった。

			「えぇっと……あ、そうだ！　そろそろ戻らないといけないんじゃない？」

			「まだ点呼までには時間があるわ。たっぷりと仕返ししてあげる」

			　どうして今夜はこんなに積極的なんだろう。困惑と混乱、恐怖と期待がごちゃ混ぜになって心の準備ができないうちに、怜那の舌が乳首を舐め上げた。

			「ふぁう!?」

			　気持ちよさに堪らず仰け反る。しかも、内腿をさまよっていた指が、いきなり秘裂に突っ込んできた。割れ目を開くと、内側に溜まっていた恥液が、粘り気のある雫となって流れ落ちる。その感覚が恥ずかしくて身体を竦ませるけど、彼女はさらに、陰唇を激しく震わせて、その粘液を掻き回した。びちゃびちゃとはしたない音を立てられ、堪らない羞恥が真桜を苛む。

			「やだそんなの……やめ、ふぁ、あ、ンやぁぁん！」

			「そんな大きな声を出すと、誰かが来るかもしれないわよ？　私はこのまま逃げればいいけれど、真桜は大丈夫かしら」

			「え、やだ。見捨てないで……！」

			「んふふ……。いつも私がされてる時の気持ち、少しは味わってもらえてる？」

			　自由を奪われていることで、身体が恐怖に支配される。もしかして、ここで脅迫の復讐をするつもりなんだろうか。けれどもそんな心配をよそに、彼女は震える乳房を、麓から頂上に向かって一気に舐め上げた。弾かれて震える桃蕾に歯を立てる。軽い痛みに淫裂が蜜を漏らす。それを搦め捕った指が淫唇を激しく擦る。

			「ン、あ……っく、んむっ……ンあっふ！」

			　怜那に脅され、必死に声を絞る。それでも喘ぎを漏らす真桜を、涙でぼやける視界の中で、怜那が笑ったような気がした。それを確かめようとしたら、彼女の姿が視界から消えてしまった。本当に見捨てられたのかと思って慌てて探すと、ねっとりとした感触が、淫核を逆撫でした。

			「ひッ……いぃぃぃ!!」

			　怜那が真桜の片足を肩に担いで、秘裂を舐めている。膝をくすぐりながら、粘膜を舌で抉る。置いて逃げるという言葉とは裏腹に、彼女は淫唇と濃厚なキスを交わした。漏れ出る恥液を一滴も逃すまいとするように音を立てて吸い、淫核を激しく転がす。

			「じゅる、じゅるじゅる、チュ、ちゅるん」

			「ふぁぁん、はぁぁぁン！　れ……怜那っ、そこ、それ……そこが……すごいよぉっ！」

			　声を抑えるなんてできない。彼女の舌が淫裂で蠢くたびに腰がくねり、頭の中で快感のフラッシュが次々と瞬く。背筋も淡い電流が走り抜けて、一瞬たりともじっとしていられない。けれど、ここで帯の拘束が威力を発揮した。身悶えが制限され、思うように欲求を発散できない。逃げ場を失った快感が、苦痛と紙一重になって身体の中を駆け巡る。

			「んン……ん、あぁぁぁ……やぁぁぁぁっ!!」

			　これが逆襲なんだと気づいたところで、どうすることもできない。喉から喘ぎを迸らせるのが精一杯。なのに、それでは済まさないとばかりに、舌が淫核を弾きまくる。

			「りゃ、りゃめっ！　しょこ、舐めちゃだめぇんっ」

			　もう呂律も回らない。ひと舐めごとに快感パルスが脳天を直撃し、真桜から知性を奪っていく。激しく前後に躍る腰を、怜那は器用に追いかけて、膣口や膣前庭、そしてクリトリスを一気に舐め上げる。
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			「すご……すぎっ！　感じすぎて……あぅあぅ、やぁぁぁん！」

			　喘ぎ続ける唇から涎が垂れて胸に落ちた。それを拭うことすらできない不自由さが、被虐的な切なさに拍車をかける。真桜は体内で暴れる欲求不満をなだめようと、自ら脚を広げて、怜那の舌を奥深くに迎え入れた。

			「じゅるっ、ずるずる、じゅる、じゅぱっ」

			「ンあぁぁぁ!!」

			　下品な水音が、さらなる恥液を分泌させる。そして怜那に吸われて感じるという無限ループ。縛ったり見捨てると言ったりした、そんな意地悪とは正反対の熱心な愛撫。その唇からは、まるで、そうしなければならないという使命感さえ伝わってくる。

			「なんで、こんなに一生懸命……」

			　快感に鈍る頭で、思い当たることを必死に考える。そういえば自分は、ここに、なにをしに来たんだったろう。彼女は、どうして助けたんだとか言っていなかっただろうか。

			「もしかして……助けたお礼のつもり？」

			　キスしてきたのも、この必死の愛撫も、そう考えれば辻褄が合う。

			「ち……違うわ！　お礼なんかじゃ……！」

			「あれ？　でも…………ひぃぃぃ！」

			　図星なのをごまかすように、乳首をキリリと捻じられた。痛みを通り越した快感が下腹部を直撃し、お漏らしのような大量の淫蜜を、怜那の口に流し込む。彼女はそれを厭いもせず、逆に唇で性器を覆ってかぶりついた。

			「じゅぱっ、じゅるるる、ちゅ、じゅるっ」

			「あ、あ……あっ！」

			　激しい舌使いが淫核を擦った。身体が浮き上がって爪先立ちになる。

			「れ、怜那……怜那ぁ！」

			　悲痛な声で名前を呼ぶ。それだけで伝わったのか、彼女の舌の動きが激しくなった。膣口に攻撃を集中し、苛烈なまでに深く抉る。柔らかくて弾力のある舌に膣口を開かれ、身体の中を覗かれているような羞恥と快感。上下左右に首を振り、背中の手指を蠢かして、それに耐える。やり場のない快感が胎内に溜まりに溜まり、グツグツと煮えたぎる。

			「じゅる、ずるるっ！」

			「ふぁぅ、あぅ、あぅ、あぁぁぁ！」

			　悲鳴が迸った。尖った舌先が膣内に刺さり、欲求のマグマが一気に噴き出す。まるで身体ごと飛ばされそうな絶頂に、真桜は木の幹を両手でしっかり握り締めた。それでも腰が前後に躍り、怜那の唇に絶頂蜜を塗りつける。

			「あ……あ、あ……あふ、あふっ。れ、怜那あたし……は、あ、ふぁ……」

			　快感が引かず零れる涙を、怜那がぺろりと舐め取る。そしてそのまま、唇に舌を挿し込んできた。真桜は呼吸も整えられないままにそれを受け入れ、無我夢中で吸いついた。

		

	

			第五章　聞かせて委員長の本当の声

			


			　エッチは、数日空いても我慢できた。なのに、どういうわけか、キスは耐えられない。

			「またなの？　昨日もしたじゃない……」

			「だって……したいんだもん」

			　まだ誰もいない早朝の教室で、怜那の呆れ声が低く囁く。たしなめられて挫けそうになりながら、それでも真桜は、子供のようにおねだりした。理由も理屈もない。ただ、彼女とキスがしたくて堪らなかった。

			「今日は他のことしなくていいから。……だから、ねぇお願ぁい」

			「今日は、じゃなくて、これからずっとにして欲しいわ」

			　それは、明確な愛撫拒否。粘ろうとしていた心はポッキリ折られ、落胆に俯く。怜那が迷惑しているなんて、そんなの最初から分かっている。それなのに最近は、特に三日前に宿泊学習会から戻ってからというもの、彼女のひと言ひと言に、過敏に反応してしまう。

			「…………なにを拗ねているのよ。キス、するんでしょ？」

			「い……いいのっ!?」

			「早くしないと、誰かが登校してくるわ」

			　沈んだ気持ちが一気に浮上した。顔を上げると、怜那の頬が恥ずかしげに染まって、まるで、彼女の方こそキスしたがっているようにも見える。

			　けれどそれは、真桜の願望が見せる幻想。本当は嫌で堪らないのに、脅されている立場だから仕方なくに決まっている。そうと分かっていても、急かすように袖を引っ張られると、やっぱりしたがっているようにしか見えなくて、それだけで無邪気に喜んでしまう。

			　まさに一喜一憂。どれだけエッチが好きになったんだと自分に呆れるけれど、そんな自己分析は後回し。怜那の気が変わらないうちに、彼女を抱き締める。

			「はぁ……」

			　制服越しにも感じる、女の子の身体の柔らかさ。重なる胸から伝わる、彼女の鼓動。胸が感激でいっぱいになり、溢れた分が溜め息になって漏れる。

			（綺麗……）

			　眼を閉じている怜那の顔を、薄目で盗み見る。整った顔が、長い睫毛を震わせていた。彼女も緊張しているんだろうか。ほんのりと頬を染めて、薄く開いた唇も、それだけで可愛らしい。その奥ゆかしい桃色の内側に、あの淫靡な動きをする舌が隠れているのかと思うと、それだけで無性に興奮してくる。

			（ど、どうしよう……。こんな綺麗な娘に、あたしがキスしていいのかな？）

			　エッチ中は勢いでできた。昨日だって一昨日だって、我侭を言っていっぱいした。なのに、意識したら急に怖くなった。身体が硬直して動かない。しかし、迷ってなんかいたら時間がもったいない。

			「…………ちゅっ」

			　強引に身体を動かし、唇を合わせる。ほんの少し掠る程度の接触で、心臓が破裂しそうだ。初めての時はともかく、宿泊学習時の密会でも、ここまで緊張しなかった。というか、回数を重ねるたびに下手になっていく気がしてならない。そのくせ快感は大きくなって、気がつけば夢中で彼女の腰を掻き抱いていた。

			「あふ、は……あんっ。……ちゅ」

			　喘ぎながら舌を伸ばす。彼女も、わずかな隙間を作って、それを迎え入れる。舌が絡み合うゾクゾクに酔い痴れながら、ふと、真桜は、考えずにいられなかった。

			（怜那は、どうして逆らわないんだろう……）

			


			　キスも愛撫も、積極的とまではいえないまでも、怜那は、あまり嫌がる素振りを見せなくなった。もちろんすんなりとは応じないけど、それもポーズだけ。この境遇に慣れてしまったのか、あるいは、すっかり諦めの境地なのか。

			　どちらも違うと、真桜は思っていた。彼女が「仕方ないわね」と言って求めに応じる時の表情は、まるで、我侭な子供に手を焼く母親のよう。

			（誰が子供よ！）

			　自分の想像に自分で突っ込む。ともかく、希望的観測込みで、真桜と触れ合うことに嫌悪を感じている気配はない。おかげで、こんな不健全な関係は一刻も早く解消するべきと思いながら、いつまでもズルズルと引き摺って、終わらせることができずにいる。

			（怜那は、このままでいいのかな……。そんなはずないよね。でも……）

			　一応、主導権は脅迫材料を持っている真桜にあるのだから、彼女の都合で関係が変わったりはしない。ただ、やめて欲しいと訴えられれば、いつでも応じるつもりではいた。怜那のことだ、それを遠慮はしないだろう。

			　真桜は、机に頬杖を突きながら、そんなとりとめのないことを考えていた。それもこれも、この午後のホームルームが退屈すぎるせい。

			　今日のテーマは、学園祭の出し物について。議長の怜那が教卓から意見を求めているけれど、以前の宿泊学習の係決めの時と同じように、積極的に発言する者はいない。喫茶店とお化け屋敷という定番中の定番が黒板に書かれた後は、完全に会議が止まっている。そこまでみんなにやる気がないのかといえば、必ずしもそういうわけではない。

			「なにか意見はありませんか？」

			　怜那が、何度目かの呼びかけをする。しかし、戻ってくるのは沈黙だけ。ひとつには、単純にアイデアがないということ。そして、もうひとつの理由は。

			「ひとに求める前に、自分もなにか意見を出したらー？」

			　委員長を茶化す、愛実の声。彼女はずっとこんな調子で、会議の進行を妨げている。合宿での携帯事件以来、ふたりの対立は深刻になっていた。その場にいなかった生徒の間にも話は広がっていて、しかも、委員長が悪いという論調が優勢になっている。

			　元々、融通が利かないことで有名な新条さんなので、彼女の評価が大きく変わったわけじゃない。原因は愛実の方。彼女の態度があまりに頑なで、これ以上は変にこじれないように、みんな干渉を避けているだけだった。

			「他のクラスはどうなっているの？　それくらいは調べてあるんでしょう？」

			　遥が、間を取り持つような発言をする。しかし、口調は明らかに怜那を責めていた。彼女は後から、しかも愛実自身から顛末を聞いたので、ある意味、一番情報が偏っていた。どんな説明をされたのか知らないけれど、おかげで、とにかく怜那への憤りが激しい。

			「他のクラスの情報は、まだありません」

			「え～、もし企画がかぶってたらどうするんですかぁ？　また話し合いやり直しぃ？」

			　普段はおっとりしているのに、やけに辛辣だ。愛実のためとはいえ、ここまで遥が怜那に辛く当たるなんて思わなかった。こうなると、真桜も迂闊に口を挟めない。また委員長の味方をしたと、今度は遥からも言われてしまう。

			　結果、怜那は再びクラスで孤立を深めていた。遥の突き上げをきっかけに、話し合いは暗礁に乗り上げる。いくら委員長が促しても、みんな顔を見合わせるばかり。こんな調子では、企画が固まらないまま学園祭を迎えることになってしまう。

			（仕方ない……）

			　このクラスは、何回こんな不毛な時間を作る気なんだろう。真桜は辟易しながら手を上げた。とはいえ、発言内容には要注意。怜那のフォローをしつつ、そうは見えないように気を配って、分かりやすく愛実や遥の味方をしなくては。

			「はーい、委員長ぉー。もう今日は話し合いやめたらー？　こんなの時間の無駄だよー。後は、あんたが他のクラスの情報を適当に仕入れてからにしてー」

			　正直、真桜は企画の重複なんて気にする必要はないと思っていた。むしろ、それを参考にしたほうが効率もいい。でもそこまで言及すると、怜那の味方をしているのを愛実に気づかれる。あの娘は、意外と勘が鋭い。

			　クラスメイトも真桜に同調した。流されやすい子ばかりで助かる。

			「分かりました。次回までに調べておきます。みなさんも可能な限り協力してください」

			　怜那が、真桜を見る。その不機嫌そうに曲がった唇は、余計なことをと怒っているようにしか読み取れない。

			（またまたぁ。本当は感謝してるくせにー）

			　なんて感じでアイコンタクトを図ったら、彼女はぷいっと横を向き、そそくさと自分の席に戻ってしまった。困ったのは担任教師。丸投げしていた委員長が話し合いを打ち切ってしまったので、時間を持て余している。

			（それにしても、怜那ったら冷たいなー）

			　せっかく助け船を出したのに、少しは素直に感謝してくれてもよさそうなもの。あるいは真桜の言い回しが上手すぎて、意図が伝わらなかったか。宿泊学習会の時のように、後でお礼をしてくれると信じているけど、だとしても無視することはないだろう。つれない彼女に、頬杖で拗ねてみる。

			（怜那ったらひどいわ。あたしがどんなに愛してるのかも知らないで）

			　一拍置いて、考えて、自分の言葉にドキリとした。

			　愛している。真桜が、怜那を。

			　もちろん、そんなのただの軽口。なのに、その言葉が、妙に胸に重くのし掛かる。

			（あ……あたしったら、なに考えてんのよ。……恋人じゃあるまいし）

			　それなら、自分たちはどんな関係だというんだろう。普通の友達だとしても、女の子同士でキスなんてしない。だからこそ、ふたりのことを親友にも隠しているわけで。

			　真桜は、怜那と触れ合うことに最初から抵抗がなかった。彼女のことを、興味本位で快感を手軽に得られる手段としか思っていなかったから。なのに、同性であることに多少の疑問を抱くようになっても、不思議と気にはならなかった。

			（いやでも、だからって、あんな愛想のない娘を好きになる？）

			　自分の冗談に惑わされるなんて、ちょっとばかり普通じゃない体験をしすぎたせいかもしれない。胸に引っかかる違和感から目を逸らし、常識的な反省をする。

			　チャイムが鳴って、無意味なホームルームの時間が終わった。次の授業は音楽室。みんなバタバタと移動の準備を始める。

			「はぁ……」

			　その中に混じって、小さな溜め息が聞こえた。音源の方を確かめれば、珍しいことに、怜那が肩を落としている。真桜は教科書を無造作に片手にぶら下げ、彼女の脇を通り過ぎながら、視線を合わせないようにして囁きかける。

			「どうかしたの？」

			「う、うん。私って……」

			　さりげなく話しかけたせいか、自然に反応してしまった怜那が慌てて口をつぐんだ。その短い返事だけでも、彼女がなにか悩みを抱えているのは伝わった。

			「私って……なに？」

			「な……なんでもないわ」

			　続きを聞こうとしたら、怜那は教科書を両手で胸に抱え、小走りで教室を出ていってしまった。真桜に聞かせるつもりはない、ということなんだろう。気にはなるけど、どのみち、ここでは長話もできない。

			「ま、いっか。後でゆっくり聞かせてもらお」

			　チャンスはいくらでもある。それに、きっと悩みも打ち明けてくれると、真桜は割と気楽に考えていた。自分と彼女は、そこらの形だけのカップルなんかより、ずっと濃厚なお付き合いをしているのだから。

			　鼻歌交じりに、自分も音楽室に向かおうとする。

			「委員長となに話してたのさ」

			「わあっ!!」

			　廊下に出るなり、愛実の待ち伏せに遭った。苛立たしげに腕組みをする彼女の後ろで、落ち着かない様子の遥がふたりを交互に見ている。

			「その驚き方……。真桜りん……やっぱり、やましいことがあるんだ」

			「ないないっ。そんなとこに立ってたら、誰だってびっくりするよ！」

			　ドキドキする胸を押さえて必死の抗議。確かに愛実の言う通り、驚きの中には数パーセントの後ろめたさが含まれている。それをごまかそうとして、無意識に声が大きくなる。

			「本当かなぁ。じゃあ、今の委員長との会話を再生して」

			　うっ、と言葉を詰まらせた。さりげなくしていたつもりでも、ちゃんと観察していれば言葉を交わしていたのは明白。とはいえ、そのまま再現しても問題はない。

			「なんか委員長が元気なかったから『どうしたの』って聞いただけだよ」

			「……そんなに委員長のことが気になるの？」

			「そんなことないって、普通だよ。もー、なんでそうなっちゃうかなー」

			　声の抑揚が大きくなる。自然に振る舞おうとするほど演技が入る。親友に嘘を吐いているのだと思い知る。

			「だってさ……真桜りん、すぐ委員長と仲良くするし……」

			　愛実が、拗ねたように視線を逸らす。彼女の言っていることは間違いではないけれど、正確でもない。それを説明するのは難しいし、するつもりもない。

			（でなきゃ、怜那を守れない）

			　自分の呟きが、またも真桜を迷わせる。自分は彼女のなにを、なにから守ろうとしているんだろう。曖昧な使命感だけが、胸の奥で明確な存在を主張する。

			　会話が途切れ、愛実との間に沈黙が生まれる。すると、それまで黙って見ていた遥が、真桜をフォローしてくれた。

			「……ほら、だから言ったでしょ。真桜は愛実を裏切らないって」

			　優しく微笑む親友に、愛実の表情もいくぶん和らぐ。真桜も彼女の気遣いに感謝した。

			（遥って、あたしなんかよりずっと、愛実のことを心配してくれてるよなぁ……）

			　真桜と愛実は進学前から友達だったけど、遥が加わったのは、今年、同じクラスになってから。三人の中ではお姉さん的立ち位置で、彼女が見守っていてくれるから、安心して愛実と喧嘩ができているのかもしれない。

			　すると、遥のおかげで立ち直った愛実が、いきなり法外な要求をしてきた。

			「う～ん……。分かった、信用する！　だから真桜りん。今日はお詫びとしてカラオケをおごりなさいっ」

			「なんでよ！　てか、なんのお詫びよ！」

			　突っ込みつつ、真桜は心ですでに快諾していた。だって、友達に心配させたのだから。

			


			「いえーいっ！」

			　開始直後から、愛実は三曲もたて続けに歌った。高々と掲げたマイクを振り回して拍手を強要。タブレットで曲名を検索していた真桜も、慌てて手を叩く。

			　カラオケは久しぶりだ。遥が人前で歌うのを恥ずかしがるので、最近はあまり来ていない。しかし、今日は愛実の機嫌を直すため、巻き添えになってもらおう。

			「ほらほら、次は真桜りんの番だよ」

			「え、えぇ～……。あたし、この曲よく知らないよ!?」

			　イントロと同時にマイクを渡され、右往左往する。愛実が十曲分ぐらい勝手に予約したので、当分回ってこないと思って油断していた。しかも、テンポの速さが売りのアイドルグループの歌で、真桜では舌が回らない。画面の歌詞は表示されるそばから切り替わっていくし、後半はほとんど「あうあう」ともがくだけ。

			「うっわー。真桜りん六十三点!?　七十点いかないのって初めて見た！」

			「誰のせいよ、誰の！」

			　点数を指差して愛実がケラケラ笑う。ひどい仕打ちに落ち込むけれど、こんなもので仲直りできるなら安いもの。

			「はーい。今度は遥っちの番だよー」

			「あ、待って。飲み物なくなっちゃった」

			　空になったコップを持って、遥が退室する。ご指名をうまくかわしたのだと気づいたのは、彼女の姿が消えてから数秒後。遥の代わりにマイクを握らされてからだった。

			「仕方ないなー。じゃあ、次も真桜りんが歌って」

			「ええっ!?　せめて易しいのに……じゃなくて、あたしもドリンクを……」

			「まだ半分も残ってるじゃない」

			　本日限定の女王様は、無慈悲で傍若無人のようだ。聞いたこともない演歌を歌わされた真桜は、さっきよりも低い点数に精神的なダメージを負った。

			「ただいまー。あら？　真桜ったらぐったりして、どうしたの」

			「あんたのせいだよ！」

			　オレンジジュースをなみなみ注いで、呑気に遥が帰ってくる。そして自らマイクを取ると、女の子向けのアニメソングを可愛らしく始めた。おそらく、さっきは曲順を把握した上で、苦手なものを回避したんだろう。おっとりしているくせに、抜け目がない。

			「遥っちもいればよかったのにー。さっきの真桜りんの演歌、すっごい面白かったよ」

			「面白いのは愛実だけでしょ！　もー、店員さんとか途中で入ってこなくてよかったぁ。あんなの知らない人に聞かれたら、恥ずかしくて死んじゃうよ！」

			　真桜は、嘆きながら残りのコーラを一気にあおった。この店は、飲み物はドリンクバーでセルフサービス。食事を注文しない限り店員さんの乱入を気にしなくて済むので、歌を聞かれたくない時や、恥ずかしがり屋さんにはありがたい。

			「そうそう。それで思い出したんだけどぉ……」

			　急に愛実が声を潜めた。にやにやと気持ちの悪い笑みで、真桜の耳元に口を寄せてくる。

			「知ってた？　ここ、ラブホ代わりに使う人が多いんだって」

			「ラブ……っ!?」

			　まだ口に残っていたコーラを吹き出しそうになった。子供っぽいと思っていた愛実の口から「ラブホ」なんて言葉が出てくるなんて。まるで、我が子のエロ本を見つけてしまったような衝撃。そんな真桜の親心も知らず、彼女は嬉々として噂を話し続けた。

			「ほら。ドアも磨りガラスで、中でなにをしてるかなんて全然見えないでしょ。だから、ね？　くふふっ……」

			　一体どんな想像をしているんだろう。口元を隠しても、一層気味悪くなる含み笑いを抑えきれていない。そんなことより、真桜の方が問題だった。生々しい体験をしている分、怜那との具体的なシーンが次々と浮かんで、頭が沸騰しそうになる。

			「へ……へぇ～。で、でもさ、カラオケルームって、そういう行為防止のために、監視カメラがあるんじゃないの？」

			「そこ、そこなんだよ！」

			　思わず聞き入る真桜に、愛実の語りにも熱が入る。

			「ここだけの話、店長さんが……本当は駄目なんだけど、映像の管理を面倒くさがって、録画してないんだって。だから、カメラはあるけど形だけ。むしろ、そういう噂でお客さんが増えるのを望んでるみたい」

			　友達がたどたどしくも懸命に歌っている横で、不穏な会話をしていることに胸が痛む。それでも、エッチに興味津々の女の子としては、聞いておかずにいられない。

			「それにしても、ずいぶん詳しいね。ちょっと具体的すぎない？」

			「んふ。実は、ここでバイトしてる友達に聞いたの。よその学園の子なんだけどぉ……店長さんとデキてて、お店でラブホ代節約してるんだってさー！　きゃはははっ！」

			　愛実はついに我慢できず、大声で笑いながらテーブルをバンバン叩き始めた。

			「ね、ねえ……。そんなこと、あたしに話しちゃっていいの？　それに、友達の恋愛事情を笑うのも、ちょっと……」

			　その友達も、お店や自分の秘密をべらべら喋るなんてどうかしている。みんなオープンすぎて、他人事ながら心配になってきた。

			「真桜りんって、意外と真面目だよね」

			「そんなんじゃないけど……」

			　愛実が、くりくりとした眼を輝かせながら真桜を眺める。確かに以前の真桜だったら、なにも考えず、興味の赴くまま根掘り葉掘り尋ねていたかもしれない。でも、自分の抱えている秘密が大きすぎて、加えて誰かの秘密を知ってしまう重さに耐えられない。

			　黙ってしまった真桜に、愛実も、喋りすぎたことを反省したらしい。

			「ん、まあ……あんまり広まりすぎたら大丈夫じゃないのは確かだねー。でも、真桜りんなら平気だよ。誰かに話したりしないでしょ？」

			「そ、それはもちろん！」

			　友達の信頼を裏切るまいと、意気込んで答えた。同時に、すでに裏切っているんじゃないかと思うと、胸がズキズキ痛い。

			


			　それから、約一週間。真桜は、愛実と怜那の板挟みに苦しみ続ける羽目になっていた。

			（怜那と仲良くするのって、そんなに悪いことなのかな）

			　親友の天敵と親しくしていたら、それは確かに裏切り行為だろう。そもそも真桜自身、委員長と仲良くしようだなんて、考えてもいなかった。彼女はエッチな欲求を満たすためのオモチャであって、それ以上の感情なんて、少なくとも、最初はなかった。

			　それなのに、今は彼女を傷つけることを怖れている。快感目的なのは変わらないけど、困らせたり悲しませたりしたいわけじゃない。そして、できれば、彼女の心も身体も気持ちよくあって欲しいと、いつからか思うようになっていた。

			（そう考えるのも裏切りなのかな。……みんなで仲良くできればいいのに）

			　友情の悩みで、授業中も上の空。普段から真面目に聞いていないから、それは真桜の日常に影響を与えるものじゃない。

			　でも、その症状が怜那にも現れているとなると、ちょっと事情が違う。

			（どうしたんだろう……？）

			　このところ、彼女の様子が変だ。授業中に見える背中が、なんだか小さい。単に元気がないというだけじゃなく、ぼんやりとしていることも多い。あのカラオケの日の辺りからそんな調子。ツンツンしていない怜那に真桜の調子まで狂わされ、気づけばこの一週間、エッチどころかキスさえしていない。しかしそれだけに、真桜が不調の原因ということはないはず。となると、学園祭の出し物についてだろうか。可能性としては高いけど、そこまで気に病むほどのこととも思えない。

			「悩みごとかな。あたしが聞いても大丈夫なことかな……」

			　どうせこの前のように拒まれるだろうと思って、直接尋ねるのは遠慮していた。だけど溜め息を黙って見ているのも、そろそろ限界。煩わしいと思われてもいい。言葉を交わすこともなく気を揉む日々に耐えられない。

			「あ～、もうイライラするぅ」

			「真桜りん、どうかしたの？　帰ろうよ」

			　苛立って考えごとをしていたら、いつの間にか放課後になっていた。いつものように愛実が誘いに来て、時間が経っていたのを知る。

			「ごめん愛実。今日は寄るところがあるんだ」

			「どこに？　付き合うよ」

			　今日こそは怜那の悩みを聞き出すと決めたばかり。この前、愛実の信頼を裏切らないと誓ったのに、もう嘘を吐こうとしている。

			「あー、えーっと……大丈夫。歯医者だから。友達に付き添われたら格好悪いじゃない」

			「そうなの？　まぁいいや、格好悪くしてやろう」

			「やめてお願い」

			「冗談だってば。どうせ寝る前にお菓子ばっかり食べてたんでしょ？　あんなに体重気にしてたくせに」

			「あ、あははは。ばれた？」

			「じゃあ、また明日ねー。歯はしっかり直すんだよー」

			　にこにこと手を振り帰る愛実に、胸の奥がずしりと重くなる。嘘ばっかりだ。それなのに軽口をたたける自分に呆れる。でも、そうまでする理由が、真桜にはあった。

			　すると、今の会話を聞いていたんだろう。背後から怜那が話しかけてきた。

			「……いいの？　親友にあんな嘘を言って」

			　今のを嘘だと即座に見抜くなんて。さすが、愛実以上に観察眼が鋭い──なんて感心している場合じゃなかった。

			「誰のせいだと思ってんのよ」

			「頼んだわけじゃないわ」

			　交わす目線に緊張が走り、つい喧嘩腰になってしまったことを反省する。これではお悩み相談にならない。真桜は深呼吸して、気持ちを切り替えた。

			「あたしのことなんかより、怜那だよ。なにか悩みでもあるの？」

			　どうせ小細工なんて通用しない。思いきって、ストレートに聞いてみた。

			「真桜には関係ないわ」

			　その答えも想定のうち。かといって、なにか策があるわけでもない。力ずくで聞き出すつもりだった。

			「本当に関係ないとか、絶対に誰にも言えないこととかなら、別にいいよ。でもそうでないなら、あたしに話してみて。力になれるとは言いきれないけど……どっちかといえば、役に立たないかもしれないけど……でも、解決できないとも限らないでしょ!?」

			「ずいぶんと支離滅裂ね。そんな頼りない人に相談なんてできると思う？」

			「……てことは、相談したい悩みはあるんだ」

			　真桜を黙らせるつもりが言い返されて、怜那がムッとなる。

			「そんな顔は見飽きたよ。もっと可愛い怜那が見たい」

			「そんな私はいないわ……。それに、どのみち真桜には解決できないもの」

			　そんなことはない、と反論しようとして口をつぐむ。役に立たないかもと、自分で言ったばかり。それでも引き下がるのは悔しい。せめて、もう少し食い下がりたい。

			「じゃあ……じゃあさ……。話してくれなくてもいいから、気分転換しない？」

			「…………気分転換？」

			


			　連れてきたのは、先日のカラオケルーム。本当なら、愛実のラブホ情報を信じてイチャイチャする場に使おうと思っていたのだけれど、この際、仕方がない。

			「意外と狭いのね」

			「多人数用の広い部屋もあるよ。怜那、カラオケに来たことないの？」

			「ないわ。初めて」

			　むしろなにが不思議なのかという顔で首を傾げる。そして、物珍しそうに内装や機械を眺め始めた。特に、一般家庭にはなさそうなオレンジや赤のソファが気に入ったのか、何度も座り直しては、感触を確かめている。こんなものでも少しは気が紛れるのであれば、わざわざお連れした甲斐があろうというもの。

			「じゃあ、はい。なんでもどうぞ」

			　曲予約用のタブレットを手渡す。彼女は使い方が分からず、困ったように真桜を見た。

			「これはね、このペンを使って……曲名とか歌手名とか、どっちも分からなければ、ジャンルで検索するの」
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			　一度やり方を教えれば、怜那は理解が早い。しかし、次の課題が待ち受けていた。

			「でも私、最近の歌なんて知らないわ」

			「昔のもあるよ。どれがいい？」

			「そ、そんなこと言われても……。最初は真桜が歌ってみせて」

			　カラオケというのは人前で歌う行為だし、どうしても初心者にはハードルが高い。気持ちは分かるので、お手本を見せることにした。いかにも気楽に見えるように片手でマイクを持ち、数年前に流行ったティーン向けのラブソングを熱唱する。途中で拍手を煽ると、怜那は言われた通りに手を叩く。真桜が身体を左右に振ると、彼女もそれを真似して、次第にリズムに乗ってきた。

			　歌い終わるとドラムロール、そして点数が表示される。

			「よしっ、八十七点！　前に来た時は散々だったから、まずまずってとこだね」

			　満足いく結果にガッツポーズを取ると、怜那がクスクス笑っていた。

			（いっけない。今日はこの娘のために来てるんだった）

			　自分だけで盛り上がったのが恥ずかしくなり、ムッとした顔でマイクを突き出す。

			「これって結構難しいんだからねっ。テストでいい点取るようにはいかないんだから」

			「ごめんなさい。そんなつもりで笑ったんじゃないの」

			「いいから！　今度こそ怜那の番だよっ」

			　流れ始めたイントロは、二十年ほど前のＪ‐ＰＯＰ。当時大人気だった、女性歌手の歌だ。真桜も名前は知っているけど、ちゃんと聞いたことはない。それを怜那は、驚くほど綺麗に歌い上げた。

			「なんだ、上手いじゃない。ちょっとチョイスが古いけど」

			「お母さんのＣＤをもらって聞いていたの。だから、その年代のしか分からなくて……」

			　そういう意味で、最近のは知らないと言ったのか。納得しながら点数を見て、真桜は目を丸くした。

			「……九十八点!?　なんで!?」

			　怜那はマイクを両手で握り締め、どうして真桜が驚愕しているのか理解できずにキョトンとしている。

			「前にテレビで、高得点の出し方ってやってたから……」

			「それで狙って出せる数字じゃないよ！　なんだよー。美人の上に勉強ができて、おまけに歌も上手いなんて、どんな完璧人間だよー」

			　大袈裟に嘆いてみせる真桜を、でも、彼女は笑わなかった。明るくなりかけていた顔を曇らせ、静かにマイクをテーブルに置く。

			「私、完璧なんかじゃないわ。……不完全すぎて、嫌になっちゃう」

			　自嘲気味の沈んだ声に、ハッとなる。彼女は小さく肩を竦め、膝に置いた手に視線を落としていた。そして、真桜の心配顔を横目で窺う。逡巡は、感じられなかった。軽く眼を伏せ、ぽつりと呟く。

			「私、もう人前に出るのなんて嫌。そういうの、苦手なのよ。ちょっと真面目そうにしているだけで委員長にするなんて、安易だと思わない？」

			「あ、うん……」

			　自虐が、尻上がりに怒りに変わっていく。真桜は曖昧に頷くしかない。だって委員長を決める時、まさにその理由で彼女に投票したのだから。しかし同意を得られたと思ったのか、怜那の語気が一気に強くなった。

			「みんなの意見をまとめるとか、私がなにかを決めるとか、そんなの無理！　委員長なんて、ただの雑用係よ？　リーダーみたいに扱わないで！　好きでやってるわけじゃないのに……どうして、あんなに嫌われなくちゃいけないの……？」

			　一度タガが外れたら、止まらなくなってしまった。溜め込んでいた不満が一気に噴き出す。悩みがあるのは察していたけど、こんなに激白されるとまでは思っていなかった。

			「……委員長が嫌だったの？」

			「そう言ってるじゃない！」

			　聞いていなかったのかと、怜那の眼が吊り上がる。言葉足らずみたいだった。質問が正確に伝わっていなかったので、改めて聞き直す。

			「怜那が嫌なのは、委員長の仕事？　それとも、みんなに嫌われること？　ごめんね。あたし馬鹿だから、そこをはっきりさせてくれないと分からないんだ」

			　感情的になっていた怜那が、唇を結んだ。彼女の中でも混然となっていたものが、真桜の言葉で明確に区別されたみたいだ。考えごとをするように、首を左右に小さく傾ける。そして真桜をちらりと見て、再び静かに睫毛を伏せた。

			「…………嫌われるの……」

			　消え入りそうな、小さな声。それだけに辛さが滲み出る。そして、それは真桜にとって意外な答えだった。彼女はいつも毅然としていて、他人の眼なんて一切気にしないタイプだと思っていたから。

			　今にして思うと、最初の時、怜那はいとも簡単に真桜の脅しに屈した。簡単すぎた。いくら趣味を知られたくなかったとはいえ、それに釣り合うだけの要求ではなかったはず。でも、そこまでする理由があったからこそ、真桜に素直に従った。

			　怯えるように震える睫毛が、その答えを教えてくれている気がした。多分、彼女は、本当の自分を晒すのを、人並み以上に怖がっている。自分に自信がないのをごまかそうとして、必死に態度を取り繕っていたんじゃないだろうか。

			（もしかして怜那って……すっごく内気な人？）

			　以前、人見知りなんじゃと思ったことがあるけれど、その認識で正しかったのではないかと思った。本当は委員長なんかをするより、教室の隅で静かに読書をしているのがお似合いな女の子なのかもしれない。

			　それなのに、成績優秀な優等生であるばかりに、担ぎ出されてしまった。それでも、真面目な彼女は委員長らしく振る舞おうと、精一杯虚勢を張っていたんだろう。でも他人との距離の取り方が下手だったから、結果的に、独断で物事を進める人になってしまった。

			「好きでみんなと対立してたんじゃなかったんだ」

			「そんな物好きじゃないわよ。あなた、私のことをどんな風に見てたの？」

			　もっと強い人だと、ひとりでも生きられる人だと、そんな風に思っていた。でもそうじゃない。むしろ気弱な女の子なんだと、今頃になって気がつくなんて。

			「あたし……怜那の彼女失格だね」

			「かっ、彼女っ？　あなた、馬鹿なんじゃないの？」

			「だって、チュウしたし、エッチぃこといっぱいしたし。もう彼女を名乗っても恥ずかしくない関係と言っていいんじゃないかな」

			「恥ずかしいわよ！　全部あなたが勝手にしたことでしょう！」

			　ぽろりと出た冗談を真に受けて、湯気が出そうなほどに怜那の顔が真っ赤になる。必死になる彼女を見るのは面白いけど、そこまで全力否定されると、無性に悲しい。

			「ごめんごめん。もう変なこと言わない」

			　素直に謝ると、彼女は怒りで浮かした腰を椅子に戻した。それでも、懸命にむくれ顔を維持しているのが可愛らしい。

			　どうしてだろう。真桜の方は、無理に笑みを作らないと表情を保てない。頬が重くて、少しでも気を緩めると、すぐに口角が下がってしまう。

			「……でも、怜那の悩みが分かってよかった。さっきまで全然打ち明けようとしなかったから、あたしって信用ないなーって、実は、少し落ち込んでたんだぁ」

			　少しは心を開いてくれているはずなんて自惚れていた時もあったけど、そもそもの関係を考えれば、信用なんてされるわけがない。むしろ、ここまで苦悩を話してくれたことに感謝したいくらい。すると、怜那は膨らましていた頬を戻し、真剣な瞳を真桜から外しながら、溜め息のように囁いた。

			「だって、私を元気づけようとして、ここに誘ってくれたんでしょう？　こんなつまらない悩みで意固地になっていたら、悪いもの」

			　もしかして、逆に気を使わせてしまったんだろうか。彼女の表情も、沈んでいく。

			　そんなに委員長が嫌なら、やめてしまえばいい。次の学期も彼女が推薦されるだろうけど、断固拒否すればいい。彼女より無難にこなせる人は、他にもいるはず。

			（それでも……やっぱり怜那は委員長がいいなぁ）

			　困らせたいわけじゃなく、ただ、凛としている彼女を見ていたいという、真桜の我侭。でも、この流れでそんなことは言えるはずもなく、黙って見詰める。

			「ごめんなさい。なんだか空気を悪くしてしまって」

			　微妙な雰囲気になってしまい、怜那が申し訳なさそうに頭を下げた。それこそ真桜の望むことじゃない。彼女には、ずっと笑っていて欲しいだけなのに。

			「あ、ううん全然。あたしこそごめんね。無理に嫌な話をさせちゃって。あたしなら怜那の力になれるはずとか思ってたんだけど、ちょっと自信過剰だった」

			　あははと無理に笑ってみせる。怜那も表情を崩してみせるけど、眼が少しも笑っていない。この話をこれ以上引っ張っても落ち込ませるだけ。気分を変えようとして、真桜は明るくなりそうな話題を探した。

			「ええっと……そうそう！　そういえば友達に聞いたんだけど、このお店ってラブホ代わりに使うカップルが多いらしいよ？」

			「ラブホって……ラブホテル？」

			　思惑とは正反対に、怜那の顔が見る見る曇る。まるで、真桜に心の内を明かしたことを後悔するように、表情が険しくなる。

			「なんだ。やっぱりそのつもりだったんじゃない。そうよね。真桜の目的は結局それなんだし。……あなたならって思って話してしまったけど……思い違いをしていたみたい」

			　しまったと、心の中で蒼褪めた。このタイミングでひけらかすべき情報じゃなかった。やっとの思いで得た信頼を、一瞬のうちに手離してしまった。

			「ち、違……っ。そういうつもりで言ったんじゃ……」

			「なら、どういうつもりよ」

			　その問いは、答えを求めるものじゃなく、真桜を突き放すためのもの。今度こそソファから腰が浮く。その怒りと悲しみが入り混じった表情が、脳裏に悲しいビジョンを思い浮かばせた。もしこのまま帰らせたら、明日からの彼女は真桜さえも拒絶し、心に壁を作って、完全にクラスでひとりぼっちになってしまう。

			「あたしは！　怜那の味方だよ!!」

			　真桜は、咄嗟に立ち上がって叫んでいた。自分でも意味が分かっていない。それでも、不思議と、これが一番適切な言葉だと理解していた。

			「なにを言っているの？　それでまた友達と喧嘩になったらどうするのよ。だいたいあなた、さんざん私をオモチャにして弄んだじゃない。よくそれで味方を名乗れるわね」

			　怜那は素直に受け入れない。当然だ。脅迫者としての真桜に、彼女の味方を名乗る資格があるはずない。

			「それでも、あたし……怜那を助けたい。怜那の力になりたいって、そう思ってる」

			　怜那が戸惑っている。真意を測りかね、動揺している。でも、考える必要はない。だって自分は難しいことが苦手だから、言葉の通りに受け取ってくれればいい。

			「か……帰るっ」

			　彼女が身体を翻した。逃げられるわけにはいかない。でないと、さっきの予感が現実のものになる。真桜は、飛びかかるようにして背中から抱きついた。

			「は、離して……！」

			「ダメ。離さない。あたしを信じてくれるまでは」

			「信じた。信じたから帰らせてっ！」

			　怜那は怒り半分でぶんぶんと身を捩り、真桜を振り払おうとする。

			「そんなんじゃ、離してあげられないよ。ちゃんと態度で示してくれなくちゃ」

			「…………どうすればいいのよ」

			「…………キスして」

			　思わず出た恥ずかしすぎる自分のセリフに、真桜はパニックを起こした。しかも、相手を怒らせている場面で言うべきことじゃない。それでも、彼女を引き留めようとして必死だった。離れかけた心を取り戻すために、たとえ形だけでも触れ合う必要があるんだと自分に言い聞かせる。

			　驚きと困惑の、真ん丸な瞳が、横目で真桜を見ていた。じっと見詰められ、大量の冷たい汗が背中に吹き出す。

			「分かったわ。キスすればいいのね」

			　怜那が身体ごと振り返り、不満げな顔を近づけた。呆れ気味の溜め息で、自棄気味にチュッと軽く触れて逃げるつもりなのが見え見え。そんなの、許すわけにはいかない。

			　唇が近づく。吐息を感じる。あと数ミリで触れ合うというところで──。

			「えいっ」

			「え……きゃあぁぁぁ!?」

			　彼女の足首を引っかけソファに押し倒した。その上に覆い被さり、強引に唇を重ねる。

			「ん！　んむ!?　むぁ……むぅぅぅ!!」

			　抗議の声を、口の中に吸い込む。押し返そうとする手は指を絡めて座面に押しつけ、ジタバタ暴れる脚も、腿で挟んで動きを封じる。

			「や、やめ……真桜、こんな、むっ……ん、ふ……みゅふっ!?」

			　ぬるっと舌を差し入れた。歯に挟まれるのを感じる。噛まれるのも覚悟したけど、それはむしろ彼女の方が怖れをなして、むざむざ真桜の侵入を許してしまう。

			「はぁ……怜にゃ……ちゅ、ちゅる、ちゅるるっ」

			「や……あぁぁ……ふぁっ。こ、こんなの……こんなの……んンッ」

			　何度も腰を跳ね上げて抵抗を見せる身体に体重をかける。顔をくねらせながら、彼女の口腔深くに舌を捻じ込む。息苦しいのか、怜那の目尻から涙が零れた。罪悪感に胸がズキズキ痛むけど、それでも、やめるわけにはいかない。真桜の気持ちが伝わるまでは。

			「分かって怜那……あたし、あたし……ちゅ」

			「こ、こんなことしてなにを分かれって……ん、ンむぅ！」

			「言ったでしょ。あたしは味方だって」

			　真桜はいったん身体を起こし、彼女の両手を奪い取ったネクタイで手早く縛り上げた。前に木に拘束された復讐も兼ねて。

			「ちょ……！　言ってることとやってることが違いすぎるでしょ！」

			「そんなことないよ……。怜那はあたしのもの。だから、あたしが怜那を守るの……」

			「そんな目茶苦茶……ンッ！」

			　うわ言のように繰り返しながら唇を塞いで、起き上がろうとする怜那を押し戻す。身長は彼女の方が高くても、力では真桜が上。激しい抵抗に手こずったものの、しっかり手首を固められた。ついでにブラウスの襟元のボタンを外すと、首筋が汗ばんで、まるで誘っているみたいに見える。

			「怜那……ホントに可愛い……」

			「や、やめ……やめ……やぁぁぁっ!!」

			　そうして再び彼女にのし掛かり、指で首筋を逆撫でしながら、耳朶を甘噛みする。

			「ヒッ!?」

			　奇声と共に、怜那の身体がビクンとしなった。反応がいいので、耳朶の溝に沿って舌を這わせてみる。すると彼女の身体が、異様なほど暴れ出した。

			「や、や……それ、ダメッ！　ゾクゾクしすぎて……やめ……やあぁぁッ！」

			　思いきって舌を挿いれると、狂ったように背中や腰をくねらせる。両膝も、快感に耐えきれずに曲げ伸ばし。おかげで内腿は完全に無警戒。真桜は彼女をしっかり抱き締め、脚の付け根付近で指を蠢かせた。

			「やめ……やめて！　こ、これが味方のすることなの!?」

			「そうだよ。味方だから、エッチなことしたい。してあげたい。怜那をこんなに気持ちよくしてあげられるのは、あたしだけ。他の誰にもできない。ていうか、させない」

			　抗われ、いくら言葉を重ねても伝わっていない気がして、不安になって、眼を見詰めて必死に語りかける。瞬間、怜那は大きく眼を見開き、唇をわななかせた。

			「馬鹿じゃないの!?　そ、そんなの論点がまるで違う……ふ、ふぁ……あッ！」

			　でも、その反応では怒っているのか恥ずかしがっているのか分からず、もっとはっきりした反応が欲しくて、鼠径部をくすぐる。

			「同じだよ……。だってあたし、こんなに怜那を可愛いって思ってる……」

			「ウソ言わないで！　そ、そんなこと……思ってもいないくせに……あ、あんっ！」

			　なにが論点で、なにが同じかなんて、真桜はまるで考えていなかった。でも、自分の言葉に嘘はない。分からず屋の彼女の頬に、無我夢中で頬を擦りつける。

			「ほら。肌だって、こんなにスベスベで気持ちいい……」

			「バカバカ、離して……離し、なさい……ンっ！」

			　逃げようと怜那がもがくことで逆に肌が擦れ合い、心地いいゾクゾクが背筋を駆ける。彼女も同じなのか、罵倒の中に喘ぎが混じり始める。耳から入った吐息が頭の中にまで染み込んで、真桜の思考を蕩けさせる。

			「怜那ぁ……」

			「ま、お……んむぅっ」

			　潤んだ瞳で怜那を見下ろし、そして、舌を彼女の口に深々と刺した。唾液のぬめりを塗りつけるように絡め合い、口腔内をねっとりと掻き回す。

			「んぷ、あ……ふぁ、あふ、ン……ふぁっ！」

			　真桜を追い出そうとする舌の動きが、かえって密着度を高めてしまう。それは痺れるような快感となってふたりを責め、キス以外の思考を奪う。しかし、真桜は悶えてばかりもいられない。焦らしに焦らした下半身への攻略に入る。股間付近をくすぐっていた指を、いったん膝まで退避させ、かと思った瞬間に、下着の中心をなぞり上げた。

			「ふぎゅっ、ンむぅぅぅぅっ!!」

			　不意打ちに、怜那の背中が大きく仰け反る。お尻が浮いた、その一瞬を逃さず下着を剥ぎ取る。しかし彼女の協力なしでは、腿の半ばまで下ろすのが精一杯。少しばかり窮屈さを感じながら、それでも恥裂に指を割り込ませた。

			「はぁ……。怜那のここ、熱い……。すっごく濡れてる……」

			「そんなことないっ！　ぬ、濡れてなんか……」

			　いくら彼女が否定しても、少し指を動かすだけで、ぬちゃぬちゃと粘った音が響く。怜那は唇を噛み、現実から目を逸らすように俯いた。それならもっと派手な音を立てて聞かせてやろうと、膣口に指を添わせた時だった。

			「う……くっ……」

			　小さくて、消え入りそうな喘ぎが聞こえた。悶えているのかと思ったけれど、それにしては、肩の震え方に違和感がある。

			「嫌い……真桜、なんて……大っ嫌い……」

			「れ、怜那……」

			　彼女が、嗚咽を漏らしていた。それに気づいて顔が一気に蒼褪める。いくら彼女を想ってとはいえ、やり方が強引すぎた。気持ちの伝え方が一方通行すぎた。それまで懸命に動かしていた手が、完全に止まる。元気づけるはずだったのに、これでは逆だ。

			　嫌われていたのなんて、分かりきっていたこと。それでもはっきり口にされると、ショックを隠しきれない。

			「嫌い……大っ嫌い……」

			　しかも何度も繰り返され、気が遠くなりかける。しかし、それを引き戻したのも、やっぱり怜那の涙だった。

			「真桜なんて嫌い……。でも…………ごめんなさい……」

			「えっと、あの………どういうこと？」

			　嫌いと言われたばかりで今度は謝られ、どう接すればいいのか分からない。困惑したまま顔を覗き込むと、彼女は縛られた両手で目元を隠した。

			「怜那？」

			　名前を呼んでも、子供のようにイヤイヤと首を振るだけ。唇を結んで答えようとしない彼女の頬を撫でると、少しだけ、強張りが緩んだ。

			「でも……。ごめん真桜……やっぱり私、自分を好きになれない……。せっかく……せっかく味方って言ってくれたのに……」

			　怜那は何度も言葉を詰まらせながら告白し、再びキュッと唇を噛み締める。

			　彼女の「嫌い」は、そんなに単純な意味じゃなかった。怜那は自分が好きじゃない。だから、真桜がいくら味方と言ったところで、それを受け入れられる自分がいない。委員長になってから、ずっと責任感と自己嫌悪に押し潰され続けてきたんだろう。それを、急に自分のことを好きになれなんて言っても、説得するのは難しい。むしろ心を寄せようとすればするほど、彼女を追い詰めることになる。

			　だからといって、見捨てるなんてできなかった。このまま放ってはおけなかった。

			（それなら、いっそのこと……）

			　真桜は、ズキズキ痛む胸を押さえ、そっと唇を重ねながら囁きかけた。

			「自分を嫌いだなんて言わないで。あたしは、怜那のこと、好きだよ？」

			　それは、本心から出た言葉だった。彼女を徹底的に追い詰める、真桜の本音。

			「そんなの嘘っ。私なんか……」

			「私なんか、とか言わないの」

			「でも……でも……っ！　やっぱり私……」

			　怜那が駄々を捏ねる。真桜は、少し考えて、すごく考え、そして、言い方を変えた。

			「それならさ、自分のことを好きじゃなくていいよ。あたしの好きも受け入れられないなら、それでもいい。でも……その分だけ、あたしのことを好きになって。あたしはあたしで、勝手に怜那を好きになるから」

			　怜那の眼が見開かれた。困惑し、混乱し、荒い呼吸の声が上擦る。

			「な……なにそれ。意味の分からない理屈。やっぱり真桜って馬鹿だわ。自分のことを好きになれない人が、誰かを好きになれるわけないじゃない」

			「そう？　あたし馬鹿だから分かんない。でもひとつだけ分かるよ。怜那のこと、好き」

			　馬鹿なりに真っ直ぐ断言する。すると突然、我慢していたものが堪えきれなくなったように、怜那の眼から大粒の涙がぽろぽろ零れ始めた。

			「やっぱり……真桜って馬鹿だわ。…………大っ嫌い！」

			　そう言って、縛られたままの手で真桜の首に抱きついた。自ら口づけ、吸いつき、激しく舌を使い真桜の身体を痺れさせる。

			「ん、ぷ……ふ、あ……。ふはぁ……。な……なんなら、お友達からでもいいよ？」

			「……ばか。こんなことする友達、いる？」

			「こんなことする友達がいてもいいじゃない」

			　真桜が微笑みかけると、彼女は再び泣きそうな顔で「ばか」と囁き、自ら脚を開いた。真桜は彼女の下着を足首から抜き、思いきり恥襞を震わせる。

			「ふ……あ、真桜……真桜……っ！」

			「好きなだけ声を出して大丈夫だよ……ここなら……んむっ」

			　その言葉に逆らうように、怜那は唇を重ねてきた。差し出した真桜の舌に吸いつき、唾液ごと激しく吸引する。

			「じゅるる、じゅる、ちゅるるる、じゅるぅっ」

			「ン！　ふ……ぁあぁぁあぁぁぁ……ッ！」

			　頭が真っ白になる。負けじと淫裂を責めながら、震える手で、彼女の制服のボタンを外した。ベストとブラウスの前を乱暴に払うと、ブラのホックを外すのももどかしく、露わになった乳房を夢中で鷲掴みにした。
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			「ンッ！」

			　指が食い込んだ痛みで、怜那の眉が寄る。それにも構わず揉みしだくと、舌を抜かれるかと思うほどの勢いで、キスの吸引が激しくなった。

			「ふむぅ、ん、ふぁ……あ、怜那……あ、あ……ふぁっ！」

			　お返しに、淫核と乳首を乱暴に転がす。怜那の指が真桜の背中を掻き毟る。でも、彼女は、純粋に快感を貪っていたわけじゃなかった。

			「あ……あぅっ。真桜ぉ……もっと強くして……。い、痛くしていいからぁ！」

			　突然の要求に、少しばかり困惑する。戸惑いを覚えながら、試しに乳首に歯を立てる。

			「あ……っく、ん、あ……ンあっ」

			　怜那が鈍い声で呻きを上げた。とても気持ちよさそうには見えなかったので口を離す。なのに彼女は、そんな真桜の頭を掻き抱いた。

			「いやっ！　お願いもっと……もっと痛くして!!」

			　快感の喘ぎの中に混じる、悲痛な響きが、胸を締めつけた。どうしてそんなに自分を痛めつけようとするんだろう。理解できずに躊躇していると、彼女はもどかしげに縛られた腕をくねらせ、自分の乳房を抓り上げた。

			「ちょ……なにしてんのよ！」

			　その手を払い、赤くなった肌を舐めて癒す。気持ちよさそうに喘ぎを漏らすので、真桜の愛撫を嫌がってのことじゃない。

			「ダメなの……。痛くしなきゃいけないの……」

			　涙声で口づけてくる。それに応えながら、彼女が痛みになにを求めているのかを必死に考えた。ずっと弱みを隠して強がってきたのに、真桜にその仮面を剥がされてしまって、でも内気な自分から眼を逸らしたくて、痛みに逃げようとしている──とか。

			（……違う、かな）

			　分からない。考え込んで黙る真桜を、怜那が不安げに見上げてきた。

			「お願い。このままじゃ私……真桜を好きな私になれない……」

			　必死に吸いつく唇が、震える泣きごとが、ようやく鈍い真桜に気づかせた。

			（そっか、怜那は……）

			　強くなろうとしている。味方になると言った言葉に甘えるのでなく、真桜の気持ちを必死に受け入れようとしている。だから、痛みはそのための儀式。それが正しいやり方とは思えないけど、でも今の彼女に必要なことだと信じ、覚悟を決めて乳首に歯を立てた。

			「あぁぁぁう！」

			　怜那が仰け反る。淫裂から、大量の蜜がどぷどぷ溢れる。さらにギリギリまで歯を食い込ませると、失禁したかと思うような勢いで飛沫が吹き出し、真桜の掌を濡らした。それほどの潤滑油を得たのに、貪欲な陰唇の襞が指に吸いつく。それを強引に引き剥がし、乱暴なほど秘唇を震わせた。

			「ひ、あ……あっ！　気持ちいい……！　もっと、もっとぉっ！」

			　しかし、痛めつけるだけなんて趣味じゃない。噛んだところに唾液をいっぱい塗り込んで、快感に変換させる。

			「はふっ……んふっ……ん、くふン……」

			　喘ぎが、鼻にかかって甘くなる。その可愛い音色に昂ぶった真桜は、彼女の身体を辿り始めた。乳房に吸いつき、脇腹に口づけし、そして脚の間に顔を埋める。

			「ふぁン！」

			　それだけで、怜那は身体を敏感に震わせた。真桜の頭を押さえ込む。恥毛が鼻の頭をくすぐって、欲情の匂いが立ちこめた。その濃厚さにクラクラと目眩を起こす。上唇に、淫裂の上端が触れた。吸い寄せられるように舌を伸ばすと、瞬く間に熱い蜜に包まれる。

			「あは……怜那、凄ぉい。ぬるぬるぅ……。ちゅ、ちゅぱっ、じゅるるっ」

			「ふあっ、あ、あぁぁ！」

			　跳ね上がったしなやかな脚が、真桜の背中に絡みつく。上目遣いで様子を窺うと、彼女は手首を縛られた不自由さをものともせず、自分の乳房を激しく揉みしだいていた。くねくねと変形する白い膨らみを眺めていると、下半身が熱く疼く。真桜は我慢できなくなって、自分の下着に手を突っ込んだ。そこは、怜那に引けを取らないほどの蜜のぬかるみ。その淫泉に指を泳がせ、底に沈む性器粘膜を擦り上げる。

			「ん……ンッ！」

			　電気のように鋭い快感に腰から頭を一気に貫かれ、真桜は押し出されるように舌を伸ばした。細く尖らせた先端で、怜那の膣口に溜まった熱蜜を掻き出す。

			「ン、ヒッ！　ひっ、はっ、あふ、んあぁぁっ！」

			　腰が大きく跳ね上がった。片手では押さえきれないほどのバウンドに必死になって食らいつく。あまりの激しさに制御しきれなくなった真桜は、彼女のお尻を持ち上げた。

			「きゃあっ!?」

			　膝を肩に担ぐと、怜那の下半身が完全に宙に浮く。スカートもめくれて股間が丸見え。そして、目の前に迫る濡れ淫裂を両手で開くと、ピンクの粘膜が顔を覗かせた。

			「や、やだやだ降ろして！　こんな格好、恥ずかし……」

			　柔らかくて大きな乳房を揺らしながら、羞恥に染まった顔を両手で覆う。痛みなんかを与えるより、その反応の方がずっと真桜好み。

			「ダメだよ怜那。あたしが舐めるとこ、ちゃーんと見てなくちゃ」

			　これ見よがしに、性器の真上で舌を躍らせる。彼女は顔から手をどけようとはせず、でも、指の間から覗く眼は、真ん丸に見開かれている。それで満足した真桜は、硬く尖ったクリトリスを、舌先で弾き飛ばした。

			「ヒッいぃぃぃっ！」

			　続けて陰唇を掻き回すと、お腹が卑猥に波打った。真桜はさらに体重をかけ、彼女の身体を完全にふたつ折りにしてしまう。顔の上で性器を舐められる異常事態に、羞恥を超えた混乱が怜那を襲う。

			「や……やぁぁぁ！　こ、こんなの……やだやだやだ、やぁぁぁぁん！」

			　いくら恥ずかしがったところで、自分ではどうすることもできない。それなのに後から後から泉のように愛液が湧き、彼女の顔にぽたぽたと雫を垂らした。自らの恥液に穢される可憐な姿に、真桜も我慢なんてできるはずがない。無我夢中でかぶりつき、唇も舌も全部使って淫裂を嬲り尽くす。

			「怜那……怜那ぁ……！」

			「ま……真桜っ、真桜そんなっ……激し、ひっ……ひぁ、あふ、ふぅぅあぁっ!!」

			　ぴちゃぴちゃじゅるじゅると、卑猥な水音が部屋に響く。いくら防音でも、こんな大声で叫ばれたら、外に漏れているかもしれない。でも手加減は無理。ましてや中断なんてできやしない。生々しい甘さの淫蜜が真桜の理性を狂わせ、怜那の身体を貪らせる。

			「ま……おっ、真桜、真桜ぉ……！」

			　切れ切れに怜那が名前を呼ぶ。か細い声が、真桜のお腹を切なくさせる。責めるばかりでは、もう耐えきれない。持ち上げていた腰をいったん下ろすと、千切れそうなほど乱暴に自分の下着を脱ぎ捨てる。そして今度は、急き立てられるように彼女の顔に跨がった。

			「怜那、あたしのも……はうン!!」

			　最後まで要求するより早く、唇が陰唇に吸いついてきた。疼きと痺れに同時に襲われ、一瞬、頭の中が真っ白に飛ぶ。怜那はさらに、いつの間にか解けていた拘束ネクタイを放り出すと、真桜の腰を引き寄せて、膣口に舌を突っ込んできた。

			「はひっ、ひっ、ひっ！　あふん、んふぁっ！」

			　奇妙な声が出てしまうけど、穴の縁をなぞられると、気持ちよすぎて我慢できない。快感から逃れようと、怜那への攻撃に集中する。脚を持ち上げ内腿にキスを繰り返す。陰唇を指で震わせながら、クリトリスを舌で弾く。すると彼女もそれを真似て、膣口と淫核を同時に責めてくる。

			「りゃ……め……だめ怜那……っ！　そんなにしたら……ダメぇっ！」

			　真桜が一方的に愛撫し続けていたはずなのに、構ってもらえず溜まり続けた欲求が爆発的に解放されて、あっという間に差がなくなる。だらしなく溢れる蜜を彼女に飲ませ、彼女の恥液を夢中で啜る。

			「あ、怜那の……おいしい……すごい、すごいよぉ……！」

			「バカ真桜、変態！　あなたのだって……いっぱい溢れて、飲みきれない……ん、ン！」

			　怜那が喉を鳴らしているのが、内腿から伝わってくる。興奮のあまり、もう何か所も同時に愛撫する余裕がない。真桜は震える身体を必死に抑え、淫核だけを舐め続けた。

			「ひぁ！　ひっ、あひっ、ン……ッ、ふぁあぁぁぁ！」

			　怜那も、言葉にならない悲鳴を上げるばかり。そして、まるで逆襲をするように、真桜の肉芽に噛みついてきた。

			「ひぃぃぃッ!!」

			　痛みと紙一重の快感に貫かれ、蜜飛沫を怜那の顔に浴びせてしまう。彼女はそれを避けるどころか、舌を押し当て受け止めた。真桜もそのお返しに、眼前の肉突起を素早い舌で弾きまくる。愛撫攻撃の応酬に、ふたりの身体は引き返せない高みへと走り出す。

			「真桜、真桜っ！」

			「怜那、あたし、あたし……っ！」

			　ふわりと身体が浮き上がる。そう感じた次の瞬間、体内で激しい快感の爆発が起きた。

			「ふぁっ、ふぁふぁ、あ……ッ、はぁぁぁあぁうぁぁぁぁっ！」

			「ああ真桜、真桜真桜、まお……あう、あぅあぅ、く……っ、ンあぁぁぁうンッ！」

			　一拍遅れて怜那の身体も強張った。ふたりは無我夢中で相手の腰にしがみつき、絶頂しながらなお、淫裂に舌を伸ばし続けた。

			


			「ほら、しっかり舐めて……」

			　怜那の顔に跨がり、クンニを強要する。舌が襞を抉るたび、甘い快感に腰がうねる。同時に真桜は背後に手を回し、彼女の秘裂を指で嬲った。いくら自分から苦痛を求めたとはいえ、すでに三度も絶頂している怜那は、疲労で意識が朦朧としていた。真桜の命令も、ほとんど無意識に遂行するだけ。

			「今日は徹底的に苛めて欲しいんでしょ？　まだまだ許してあげないんだから」

			「ふ、ふぁい……。ン、んぷ……ちゅ、ちゅ……じゅるっ」

			　膣口に舌先が刺さり、ゾクゾクが身体を貫く。しかし、これから快感が昂ぶろうかという時に、残り五分を告げる無粋なベルが邪魔をする。

			「ふ……は……」

			　さすがに時間切れ。そう思った怜那の唇が秘裂から離れる。上から真桜が微笑みかけると、彼女も薄く微笑み返す。でも、まだ解放してあげるつもりなんて、少しもなかった。

			「あと一時間、延長しまーっす」

			「ま……まだ続けるの!?」

			　欲情に上擦った声で受話器に告げると、怜那の笑みが凍りついた。

		

	

			第六章　だって好きだから

			


			　怜那とカラオケに行った数日後の週明け。登校すると、彼女の鞄はあるのに姿が見えない。ひとりでいるのは珍しくないとはいえ、孤独の悩みを聞いた後だけに、やっぱり放っておけなくなる。

			　余計なお節介かなと思いつつ探しに出ると、すぐに見つかった。でもそれは、怜那本人ではなく、彼女と言い争う愛実の声によって。

			「あんたって、本当に最低ね！」

			　穏やかじゃないセリフが、屋上手前の踊り場から響く。あまりの大声に、駆けつけた真桜の後ろからも、登校中の生徒たちが何事だろうと集まってくる。

			「どうしたの愛実っ!?」

			　彼女はそれに答えなかった。鋭い眼で真桜を睨むと、苦々しい顔で野次馬を掻き分け、階段を降りていってしまった。後に残された怜那を見上げると、こちらは対照的に、なんの感情も窺えない表情で愛実が立ち去るのを見送っている。

			　真桜は、迷った。愛実と怜那の、どちらに行くべきか。あんな眼をした親友を放置はできない。でも、すごく感情的だったし、いま追いかけても、まともに話をしてくれる感じがまったくしない。悩んだ末に、比較的冷静そうな怜那に駆け寄った。

			「なにがあったの？　愛実になにを言われたの？」

			　しかしその彼女だって、平気な顔の下では相当に動揺しているはず。そんな真桜の心配をよそに、怜那は平然と微笑みかけてきた。

			「大丈夫。……いつものことよ」

			　彼女たちの仲違いは今に始まったことではないけれど、真桜にとってはどちらも大切な友達。間にいる身としては気が気でない。

			　その笑みにすら、妙な胸騒ぎを覚える。そしてそれは、翌日に起こった。

			


			「委員長が退学!?」

			「退学じゃなくて、停学。まぁ、下手したら退学かもって噂にはなってるけど……」

			　朝からクラスはその話題でもちきり。真桜も、登校するなり怜那の不在とその理由を聞かされ、耳を疑った。だって、真面目一辺倒の彼女が、そんな処分を受ける不祥事を起こすはずがない。心当たりがあるとすれば、真桜との関係が明るみに出ることくらい。

			（でもでも、そしたら真っ先にあたしが停学になるはずだし……）

			　ということは、やはり別件。直近でありえるのは──。

			（昨日の、愛実とのケンカ？）

			　あれなら目撃者も多かったし、中には、真桜が着くより早くその場にいて、口論の詳細な内容を聞いていた人がいるかもしれない。

			　というか、当事者がそこにいるのだから、直接質せばいいだけのこと。

			「愛実……っ」

			　振り返ると、彼女は机に腰掛けて遥とお喋りしていた。その後ろ姿は、いつも通りの明るい親友。けれど、真桜の声が届かなかったのか、顔を向ける素振りすら見せない。そして、呼びかけた真桜も、後の言葉が続かなかった。

			　怜那のことなんて尋ねたら、絶対にまた文句を言われる。以前よりも、もっと機嫌を損ねてしまうかもしれない。それを考えると、どうしても言葉を飲み込んでしまう。

			　だいたい、それができるくらいなら、昨日のうちに口論の原因を聞き出している。階段の踊り場で怜那と対峙していた時の愛実は、腹を立てているなんて生易しいものじゃなく、憎しみのようなものさえ感じた。彼女の真剣さが近寄りがたくて、その後も、真桜はひと言も言葉を交わすことができなかった。

			　今も表情は窺えないし、機嫌も分からない。躊躇していたら、その愛実の肩越しに、遥が「今はやめておけ」と視線で合図を送ってくれた。彼女がそう言うなら、事情を聞くのは不可能ということ。従った方がいいだろう。

			　ならば、もう一方の当事者である怜那に当たるしかない。仮病で早退して会いに行こうか。でも目立つ行動を取ったら、それこそ愛実に怪しまれる。

			　とりあえずメールを打ってみた。返事が来る予感は、全然ない。それでも、なにもせずにじっと待っているよりは、ずっといい。

			（こんなことするくらいなら、帰りに怜那んちに行った方が確実な気がする）

			　もしかしたら、停学なんて間違いで、実はただの風邪でした、なんてことになるかもしれない。仮に事実だとしても、そんなもの冤罪に決まっている。だから、彼女はすぐに復帰してくる──なんて、そんな都合のいい妄想で、真桜は、軽はずみな行動に出そうな自分を必死に抑えた。どう動くにしても、今は放課後を待った方がいい。

			　しかし委員長の不在は、予想外にも、真桜ばかりでなく、クラス全体にも大きな影響を及ぼした。

			　もちろん副委員長はいる。ところが、その人が仕事をしているところを誰も見たことがなかった。というか、副委員長であることを当人も忘れていたほど。日々の雑用からクラスの運営まで、全てを怜那に任せきりになっていた実態が炙り出された瞬間だった。

			　目下の問題は、学園祭の出し物。とはいえ、存在感ゼロの副委員長なら、怜那に対するような無用な反発もない。会議はスムーズに進むと思われた。

			「えー……それではぁ……案がある人は出してくださぁい……」

			　副委員長の声はか細く、小さい。初めての議事進行に緊張しまくっているから、だけではなく、ひとつも意見が出なくて困惑しているのが、最大の理由だった。

			　そもそも案がないから、この議題が延期になっていたのだけれど、それでもひとつもというのはひどい。前回の話し合いから一週間以上も経っているし、誰かは思いついただろうと全員が思っていたらしい。

			「そういえば、他のクラスの出し物を調べるって話じゃなかったっけ」

			「え、あれって委員長がやるんじゃなかったの？」

			　なんてヒソヒソ話も聞こえてきた。もちろん、そんな無責任な生徒ばかりじゃなく、ちゃんと聞き込みをしてきた人もいたようで、一応、いくつか展示内容が報告される。

			「喫茶店、メイド喫茶、お化け屋敷、コスプレ喫茶、模擬店、プラネタリウム、自主製作映画、オブジェ制作……」

			　中には参考になりそうなものもあるけれど、飲食店はもう間に合ってますという感じだし、大きな工作物に取りかかるには時間が足りない。

			「やっぱり先週のうちに決めておけばよかったんじゃないの？」

			　出るのは、そんな反省の声ばかり。ほとんど建設的な話し合いができないまま、今日も時間切れとなってしまった。結果だけ見れば、怜那がいた時と大差ない。けれども彼女なら、残り日数を考慮して強引に結論を出してくれたはず。それを受け入れるかはともかくとして、みんな、面倒なことは彼女に押しつけていたのだと、自覚し始めていた。

			　そして真桜はといえば、学園祭のことなんてどうでもよかった。怜那のことが気掛かりで、それ以外のことを考える余裕なんてなかった。

			


			　昼休みになった。食事をする気分にはなれず、人気のない屋上に出てメールをチェックする。やはり返信はない。予想できたこととはいえ、無駄に自分で不安を煽る結果になってしまった。

			「やっぱり、直接会いに行くしか……」

			　午後の授業なんて受けている場合じゃない。周りにどう思われようと、彼女を助けられるのは自分しかいないのだから。そんな根拠のない自信を抱き、早退を決意する。

			　しかし、そんな時に限って、なぜか邪魔が入るもの。

			「あー、こんなとこにいたのかー。真桜りん、お昼一緒に食べよぉー」

			　愛実が両手に持ったお弁当箱を高々と掲げる。真桜のも持ってきてくれたらしい。その声や表情は、少しも不機嫌そうには見えない。委員長の停学で溜飲を下げたか、彼女の話が耳に入らなければそれでいいのか。ともかく、いつも通りの様子に胸を撫で下ろす。むしろ、後ろから現れた遥の方が変だった。珍しく浮かない顔をしているのが引っかかる。

			「あー、うん。……なんか、今日は食欲なくて」

			　ふたりが出現しただけで気になることが色々あって、生返事になった。気のない自分の声で、またも愛実を不快にさせてしまっただろうかと身を縮ませる。

			「ダメだよ真桜りん。そんな時にこそ、しっかり食べないと」

			　彼女はそれを気にした様子もなく、ぐいっとお弁当箱を差し出した。怒らせずに済んだと、またも安堵の溜め息を吐き、今度は素直に受け取った。でもこの調子だと、怜那の家を訪問するのは、やっぱり放課後になってしまいそうだ。

			　会話の少ない食事を終え、紙パックのフルーツジュースにストローを刺す。お腹が満たされたことで、少し気持ちが落ち着いた。真桜が焦って動いたところで、急激に事態が好転するものでもない。今日のところは、怜那の顔を見られれば、それでいい。

			「そういえばさ、委員長の停学の理由って、知ってる？」

			　なんて感じでやっと自分を納得させた途端、またも愛実に心を掻き乱された。思わず紙パックを握り潰し、ストローから飛び出した中身が真桜の喉を直撃する。

			「げ……げほげほっ！」

			「真桜、大丈夫？」

			　遥が貸してくれたハンカチで口元を拭う。まさか愛実の方から怜那の話題を出してくるなんて思わなかったから、動揺で全然呼吸が落ち着かない。昨日の口論が頭をよぎった。最初に予想した通り、あの件が停学に関係しているんだろうか。

			「愛実は……げほっ、理由を知ってるの？」

			「うん。あ、もちろん聞いた話だけどね」

			　なんのわだかまりも見せず、淡々と話を続けている。委員長の停学をいい気味と喜んでいるのか、それともやっぱり彼女は無関係なのか。いつになくとぼけた表情からは読み取れない。混乱する真桜を置き去りに、愛実の話はどんどん先に進んでしまう。

			「しっかし委員長も最低だよねー。ほら、宿泊学習の時、携帯で揉めたでしょ？　人には厳しく規則を押しつけてたくせに、自分ではもっとひどいルール違反してたんだから」

			「もっと、ひどい？」

			　嫌な予感がする。あの時に彼女が犯したルール違反なんて、ひとつしかない。

			「うん。寝る前の時間を利用してぇ……誰かとキスしてたんだって！」

			　一瞬で血の気が引いた。愕然となった。一瞬、意識が遠のいた。あれを誰かに見られていたなんて。その危険があるのは、あの場でも十分に認識していたはず。今日まで噂ひとつ立たなかったから、上手く隠し通せたと思い込んでいた。

			（そんなはず、なかったんだ……）

			　もっと強い意志で快感を中断するべきだった。頭を殴られたような衝撃に、くらくらと目眩を起こす。愛実が楽しそうに喋り続けているけれど、ほとんどなにも聞こえない。

			「愛実。その話はもう……」

			　遥が、たしなめるように眉を寄せた。きっと、朝から嬉々としてこの話ばかりしていたんだろう。今にして思うと、今朝、遥が話しかけるなと合図したのは、愛実が不機嫌だからではなく、委員長の不幸を喜ぶ姿を見せたくなかったからに違いない。

			　話を中断され、愛実が不満そうに唇を尖らせる。それを愕然と眺める真桜の頭の中を、様々な思考と疑問が目茶苦茶に走り回っていた。

			（見てた？　誰が？　どうしてあそこにいるって分かったの？）

			　そしてその混乱が、逆に肝心なことを思い出させた。

			「そ……その委員長がキスしていた相手って……誰？」

			　逢引きが問題になっているのなら、怜那だけが停学になるのは変だ。上擦った声の問いかけに、愛実と遥が揃って振り返る。そして顔を見合わせ、同じように首を傾げた。

			「さあ。そこは謎みたい。暗くて見えなかったんじゃないかなぁ」

			　真桜の顔は確認されなかったということか。だからといって納得はできない。全部の責任は自分にあるのだから、彼女だけが罪を被るなんて、絶対にあってはならない。

			「ごめん。あたし、急用ができた」

			　真桜が急に立ち上がったので、ふたりが呆気に取られる。それに構わず屋上から走り去った。階段を駆け降りながらスマホを取り出す。もう一度、怜那にメールするために。

			「あたしのせいだ。あたしが、いつまでも怜那を縛っていたから……」

			　泣きたくなった。もっと早く終わらせるべきだった。あとちょっと、もう少しだけと自分を甘やかして、それがこの事態を招いた。

			　だから、終わらせる。怜那を解放してあげる。脅すなんて二度としないし、エッチもおしまい。今さら手遅れかもしれないけれど、関係を断つのは最低限の義務。

			　短く簡潔に、それだけの内容を書いた。後は送信するだけ。これを送れば、本当に怜那とはお別れ。終わりになる。それを拒むように、指が震えた。送信ボタンに狙いが定まらない。両手でしっかり端末を握り、左手で右手の指を力ずくで押し込む。重苦しい心境とは裏腹の、軽快な電子音が送信を知らせた。もう画面を見る勇気もない。視界から遠ざけるように機械をスカートのポケットに捻じ込む。

			「はあぁ～……。あぁぁ……」

			　とうとう、さよならを告げてしまった。脱力し、階段の踊り場で膝から崩れ落ちる。

			「怜那……ごめんね。本当なら、直接会って言いたかったけど……」

			　でも、そんな贅沢を言える立場じゃない。それにまだ、これで終わりじゃなかった。真桜には最後の仕事が残されている。それは、とても勇気の要ること。それを想像すると、息苦しくて身体が重くて、なかなか立ち上がることができない。

			「こんなもの、怜那へのさよならに比べたら、ずっと、何倍も楽……でしょ！」

			　自分に活を入れて、強引に脚を動かした。昼休みが終わりに近づく廊下を、人並みを掻き分けながら走り抜ける。目的地は職員室。心のどこかで着きたくないと思いつつ、あっさりと表示が近づく。考えたら挫けてしまう。このまま勢いで突っ込んでしまおう。

			「待って！」

			　その行く手を、愛実と遥が遮った。どこを通ってきたのか、先回りしたようだ。いや、真桜の躊躇が、脚を鈍らせたからかもしれない。いずれにせよ、自分可愛さに迷ったばかりに、彼女たちの邪魔を許してしまった。

			　苛立ちと悲哀の入り混じった複雑な表情で、愛実が一歩、前に出る。

			「どいて。あたし、その先に用があるんだ」

			「そうはいかないよ。真桜、自分が委員長の相手だって自白しに行くんでしょ」

			「……なんだ、知ってたんじゃない。じゃあ、あれ、見てたんだ」

			　彼女は、数秒の間を置いて、小さく頷いた。吊り上がっていた眼が下がり、泣き出しそうな顔になる。でも今の真桜は、その表情の変化の意味を考えられるほど、心穏やかではいられない。しかも、彼女の暴露話はそれだけでは終わらなかった。

			「合宿の時だけじゃないよ。真桜りんが委員長とカラオケに行った時も……」

			　真桜はカッと目を見開いた。それは、キスだけじゃなく、愛撫まで見られていたことを意味する。あんな場面を親友に見られたなんて、ショックと羞恥で卒倒してもおかしくない。しかしそんな感情を全て押しのけ、激しい怒りがお腹の底から込み上げた。

			「なんで怜那だけ!?　告げ口するなら、あたしのことも一緒にすればいいじゃない!!」

			　今まで出したことのない大声で愛実を責める。廊下を歩く人全部が、一斉に振り返る。そして職員室の前でそんなことをすれば、当然、教師たちも顔を出してくるわけで。

			「どうした。なにを騒いでる？」

			「すいません。ちょっとケンカになっちゃって……。すぐに止めますからっ」

			　睨み合う真桜と愛実の代わりに、遥がぺこぺこ頭を下げた。ふたりの背中を押して、使われていない教室へと強引に連れ込む。口論になりそうなのを仲裁するのかと思ったら、少しばかり様子が違う。

			「愛実だけを責めるのはやめて。先生に言いつけようって提案したのは、わたしだから」

			「どういうことよ。説明して」

			　彼女たちと言い争いなんてしたくない。なのに感情が昂ぶって、どうしても口調が荒っぽくなる。

			「真桜りんが悪いんじゃない……」

			　それに対抗するように、愛実も低い声で、恨みごとのように真桜を責め立てた。

			「あたしが悪いの？　なんで？」

			「だってそうじゃない！　どうして委員長なんかと……!!」

			　それだけで、彼女は唇を噛んだ。事実を認めたくないというように黙り込み、顔を背けてしまう。午後の授業の開始を告げるチャイムが鳴るけど、三人とも、そんなものに構うつもりはなかった。

			　経緯の説明は簡単だ。怜那の弱みを握って脅迫。起きたことを順番に話せば、いかに自分が卑劣な真似をしていたか、ふたりには十分に伝わるはず。

			　でも、それだけだろうか。

			　自暴自棄になりかけながら、真桜の中に疑問が生まれる。きっかけがなんであれ、興味本位とか面白半分とか、そんなものでは、もう怜那への感情を説明できない。

			「…………見たのは、合宿の時と、カラオケでだけ？」

			「だけ……てことは、他にもあるんだ」

			　藪蛇だった。口を滑らせた真桜に、愛実が目も向けずに突っ込む。それきり口を開こうとしない彼女の代わりに、遥が言葉を継ぐ。

			「合宿で、真桜と委員長が見当たらないなと思ったから、わたしたち探しに出たのよ。前から……その、委員長と、雰囲気がおかしかったから……」

			　自分では必死に隠していたつもりだったけど、やっぱりそんなの無理だった。さんざん愛実に怪しまれていたのに、怜那への欲求で目が眩んでいたみたいだ。

			「真桜……キス、してたでしょ？　それで、わたしたちびっくりしちゃって……」

			　慌てて部屋に戻ったらしい。それなのに、真桜に気づかれないよう、平然としていた彼女たちに驚かされる。けれど、もしその後の行為まで見ていたら、きっとそうはいかなかった。発覚は、もっと早かったに違いない。

			「その後も、真桜りん……いっつも委員長の味方してたから……」

			　その時の感情が甦ってきたんだろう。愛実の声が、思い詰めたように沈む。ただでさえ怪しんでいたのに、キスまで目撃したら、もうそんな風にしか見えなくても仕方がない。真桜の浅はかな演技なんて、まったくの無駄だった。

			「だから、なによ」

			　それを認めるのが悔しくて、つい挑発的な口調になる。でも、次に聞かされた衝撃的な事実に、そんなちっぽけなプライドなんて簡単に一蹴された。

			「だから、あのカラオケの話をしたんだよ。そうしたら真桜りん、きっと委員長を連れて行くと思って」

			「な──!?　そ……それじゃ、あそこがラブホ代わりになってるって話は……」

			　戦慄に身体が凍る。もしかして、自分はとんでもない過ちを犯したんだろうか。愕然となる真桜に、慌てた愛実が振り返って補足した。

			「それは本当だよ！　いくらなんでも、友達を陥れるつもりなんてないもん！」

			「でも、あたしを騙したんでしょ!?」

			「だって……だって！　あんなことまでしてると思わなかったんだもん!!」

			　大声を上げながら、愛実の視線が定まらない。自分の見たものが現実だとは思えず、激しく動揺している。きっと、真桜と怜那のキスが見間違いであって欲しいと願いながら、カラオケルームに誘導したんだろう。

			　キスだけなら、きっと、まだ、どうにか取り繕えたかもしれない。けれど、愛実が震える手でスマホを取り出す。遥が辛そうに、無言で眼を逸らす。

			「歯医者なんて嘘吐くから、もしかしてとは思ってたけど……」

			　そこには、手首を縛られた怜那と、彼女の乳房に口づける真桜の姿が写っていた。ドアの隙間から撮ったにしては、ふたりとも顔が鮮明に写っている。

			　次々と秘密が露見して、真桜は、今度こそ気を失うかと思った。いっそ、本当に気絶して、これが夢だと思い込めれば、どんなによかっただろう。

			　いや、その時の愛実たちこそ、居た堪れなかったに違いない。思いがけないものを撮ってしまい、どうすればいいのか相当に混乱したはず。そして、真桜は自分の間抜けさに呆れ果てた。友達の罠に嵌り、尾行にも気づかず、怜那を破滅に導いた。

			「……まさか、怜那の停学って、その写真で!?」

			「こんなもの誰にも見せられないよ！」

			　愛実がはっきり否定する。それなら、告げ口したのが合宿のキスだけだとするならば。

			「怜那は、あたしを庇った……？」

			　自分が、怜那をコントロールしているつもりだった。多少の反抗はあるにせよ、自分が彼女を動かすご主人様を気取っていた。それが、こんな大変な事態が起きていたのに、いつの間にか、自分だけがなにも知らない呑気者になっていた。

			　急に襲ってきた無力感で、膝の力が抜けた。ぺたんとお尻をついて座り込み、焦点の合わない眼で床を見詰める。

			「……待って。怜那はそのカラオケ写真のことを知ってるの？」

			「知ってるよ。昨日、見せたから」

			　淡々と愛実が答える。あの口論は、これを巡ってのことだったのか。それなのに、怜那は真桜にひと言も相談なく、停学に──。

			（え、あれ？　この写真と停学は関係ないんだよね？）

			　また混乱の材料が増えた。色々なパーツが存在して、それが上手く組み上がらない、この感覚。苛立ちと焦り、そして怒りと悲しみで頭の中がごちゃごちゃだ。叫び出したくなるようなストレスを必死に抑え込み、懸命に整理する。

			　怜那が停学になったのは、合宿の時のデートを見られたせい。

			　愛実と怜那が口論していたのは、カラオケでのエッチ写真のせい。

			　結びつきそうで、どこか噛み合わない。まだパーツが足りない。決定的ななにかが欠けているような気がするのにそれが分からず、唯一の共通点である親友を見上げる。

			「愛実は……そんなに怜那のことが憎かったの？」

			「……そうだよ。だから昨日、この写真で真桜りんと別れてって迫ったのに！　あの女、絶対に嫌だって拒否したんだよ!?　だから、こっちの写真を先生に見せたの」

			　愛実が別の写真を見せてきた。浴衣姿の女の子が抱き合い、キスをしている。こちらまで撮られていたなんて。よく考えたら愛実も携帯所持の違反をしていたことになるけど、それは、今の時点では問題じゃない。

			　写真は暗く、ぼやけている。後ろ姿の真桜はともかく、怜那の顔も、言われればそうかもしれないと判る程度。これで停学になったということは、彼女は事実だと認めたんだろうか。それも気になるけれど、愛実は、もっと重要なことを言っていた。

			「どうして……怜那に別れろって言ったの？」

			「当たり前じゃない!!」

			　理解の遅い真桜が悪いと言わんばかりに、愛実の苛立ちが頂点に達した。どうして彼女がそこまで怒るのか分からない。せっかく話を整理しようと思ったのに、混乱材料が増えるばかり。一体、なにが「当たり前」なんだろう。

			　空転する頭で必死に考え、ひとつの結論を出す。

			「友達を……あたしを取られたから、取り返そうと思った？」

			「違う違う！　違わないけど……そうじゃない!!」

			　駄々を捏ねるように激しく首を振る親友を前に、真桜はもはや降参状態。ただ呆然と、彼女を見詰めるしかなかった。

			　すると、小さな子供に目線を合わせるように、遥が屈んだ。

			「友達じゃなくて……好きな人、よ」

			「え……？」

			　情報の整理が追いつかなくて、彼女の言葉が頭に入ってこない。時間をかけて理解しようとして、それでも分からず、もう一度「え？」と聞き返す。すると遥は、薄く微笑みを浮かべながら、噛み砕くように語りかけた。

			「愛実は、真桜のことが好きだったの。なのに、片想いしていた人が別の人と……それも嫌っている人とキスしていたら、穏やかではいられないでしょ？」

			　言っていることは分かるのに、内容を理解できない。誰かに好きと言われたことがないから、実感として受け止めきれない。

			「愛実……そうなの？」

			　彼女は答えなかった。真桜に見られまいとするように顔を逸らしている。表情は窺えない。分かるのは、真っ赤になっていることと、真っ白になるほど強く握った手を震わせていることだけ。戸惑う真桜には、その意味を量ることができない。

			「答えて愛実」

			「そうよ。だから愛実は委員長に、真桜と別れてって言ったんだもの。でも彼女はそれを拒否した。だから……」

			「もう言わないで！」

			　遥が代弁するのを、愛実の悲鳴が止めた。

			「言わないで、遥っち……。あたしには、そんな資格……」

			　そして、膝を抱えてしゃがみ込んでしまった。真桜はふと、自分も似たようなことを考えたなと、ぼんやり考える。

			「怜那を停学にしたこと、後悔してるの？」

			　返事はない。でも、きっと図星。

			　真桜と友達でい続けるために、委員長を停学に追い込んだ。それで満足するはずだったのに、根が優しいから、いざ目の前から怜那が消えて、怖くなったに違いない。真桜にも後ろめたさを感じて、だから好きと言える資格を失くしたと思い込んで。

			「この娘を責めないで。言ったでしょ、先生に言いつけるのを提案したのは、わたし」

			「ど、どうして遥が……」

			「愛実の気持ちが分かるから。すっごく、痛いほど、分かるから……」

			　どこか悲しそうに、遥が睫毛を伏せる。含みのある言い方に首を傾げると、彼女は急に顔を上げ、真っ直ぐに真桜の眼を見詰めた。

			「真桜、聞かせて。あなたは、委員長のことをどう思っているの？」

			「あたし……？」

			「あなたは、本当に委員長のことが好きなの？」

			　そういえば彼女たちは、真桜と怜那の、本当の関係を知らない。それでも、歪さは感じ取ったんだろう。重ねて尋ねられ、停止していた頭が強制的に動かされる。

			　それは、何度か自問したこと。そのたびに答えを出すことから逃げていた。でも、今日は逃げられない。真摯な遥の瞳が、震える愛実の小さな手が、逃がしてくれない。

			「あたしは……」

			　愛実は、どうして自分を好きになったんだろう。どこを気に入ってくれたんだろう。

			「あたしは、怜那を……」

			「バカ真桜！　なにグズグズしてんのよ、早く行っちゃえ！」

			　膝を抱えたまま、愛実が叫んだ。その声に弾かれるように立ち上がる。考える必要なんてなかった。自分の心の感じるまま、正直になればいいだけ。

			　でもそれを言うのは、この場でじゃない。愛実の叫びが、それを教えてくれている。

			「愛実……ごめん、あたし……」

			「聞きたくない！　早く行けってのっ！　きっと……委員長、待ってる……」

			　堪えきれなくなった愛実は、遥にすがって大泣きした。立ち尽くす真桜に、遥が後は任せろと眼で語りかける。もう一度、謝ろうとして、やめた。二人に頭を下げると、全力で走り出す。午後の授業中の校舎を飛び出し、一直線に怜那のもとへ向かう。

			「伝えなきゃ……怜那に、あたしの気持ち……」

			　その上で一緒に罪を被って、今度こそ本当の、弱みとか脅しとかを抜きにした、素直な関係になりたい。愛実の涙を、無駄にしないためにも。

			　電車に飛び乗り、息を整える。すると、ほんの少しだけ、冷静さが戻ってきた。

			（伝えて……どうなるの？）

			　勢いでここまで走ってきたものの、急に自信がなくなってきた。カラオケ店でのエッチで気持ちが通じ合った気になっていたけれど、よく思い出してみたら、大嫌いとしか言われていない。それは怜那が素直じゃないからであって、反対の意味だと都合よく解釈していた。でも、もし本気だったら。

			　考え始めたら、ますます不安が大きくなる。興味本位の脅迫者の、どこに好きになってもらえる要素があるだろう。普通に考えて、両想いになれる可能性なんて皆無。もし駄目だったら、真桜は怜那だけでなく、愛実も遥も失うかもしれない。

			「で、でも……でもでも！　ここまで来て、引き返せるわけがないじゃない！」

			　もう余計なことは考えずに、怜那の家を目指した。数十分の旅の末に門扉に辿り着き、立ち止まるより早くチャイムを鳴らす。

			　ガチャリと、玄関が開くまでの数十秒。それは、真桜が今まで生きてきた中で、一番長い時間だった。

			「怜那！　よかった、元気そうで……」

			　彼女の姿を見たら、たった一日会わなかっただけなのに、胸がいっぱいになった。抱き締めたい衝動が湧き上がり、腕を広げながら階段を駆け昇る。

			　バッチーンっ！

			　しかし、彼女の身体に触れる直前、小気味いいほどよく通る破裂音が頬を襲った。与えられたのは熱い抱擁ではなく、平手打ち。頬の激痛に呆然としていると、怜那は真桜を叩いた格好のまま、激怒以外なにものでもない表情で、玄関の前に立ち塞がっている。

			「なによあのメールは！　ふざけないで!!」

			「めぇる？　…………あ」

			　忘れていた。さっき、お別れのメールを送ったばかりだった。愛実のこととか色々と衝撃的なことがありすぎて、そんな記憶なんて彼方に追いやられていた。それなのに、恋人になりに来ましたなんて、どの面下げて言えるだろう。

			「それにつきましては、えーっと、その……言い訳を聞いてくれる？」

			　彼女は不機嫌を隠そうともせず唇を曲げ、それでも家に招き入れるように道をあけてくれた。

			「いいわ、入って。……揉めているところをご近所に見られても困るし」

			　なんとか部屋には通してもらえた。しかしそこで即、正座を強要された。前回ここに来た時のような、Ｔシャツ短パンのラフな部屋着の怜那が、その前で仁王立ちになる。

			「さて、聞かせてもらいましょうか。お別れってなに？　私の味方だ友達だと言っていたのは、どこの誰？　私に断りもなしに勝手なことを言わないで!!」

			「はい、はい。すみません……」

			　頭ごなしに怒られて、おとなしく項垂れた。真桜の弁明の機会のために部屋に招き入れたはずなのに、とても話を聞いてもらえる雰囲気じゃない。

			（……あれ？　あたし、なんでお説教されてるの？）

			　不思議なことに気づき、キョトンとした眼で怜那を見上げる。

			「……な、なによ」

			「怜那、変じゃない？　だって、お別れしたら、もうあたしの脅しに迷惑しなくて済むんだよ。なのに、どうしてそんなに怒ってるの？」

			「ど、どうしてって……」

			　真桜に反論されると思っていなかったんだろう。怜那は、虚を突かれたように眼を開いた。腰に当てた手も落ち着きをなくす。あんなに厳しい口調で責め立てていたお説教が止まった隙に、疑問をまとめてぶつけてみる。

			「愛実にも別れろって言われたんだよね。それだって怜那には好都合だったはずなのに、どうして断ったの？　それに停学だって、あたしのせいにしちゃえばよかったんだよ。仕返しされるとでも思った？」

			　自分で列挙してみても、不可解なことばかり。仮に復讐を警戒していたとしても、真桜なんて、彼女から見たら取るに足りないお馬鹿さんに過ぎないはず。もっと怖い女の子と思われていたんだろうか。だとしても、それは決別宣言に怒る理由にはならない。

			「そ、それは……」

			　矢継ぎ早の追及に、怜那の顔色が変わる。追い詰められて、普通でも吊り上がっている眼が、さらにキュッと角度を上げた。

			「あなたって本っっっ当に馬鹿ね！　なんでそんなことも分からないのよ!?」

			　逆ギレされた。自分で馬鹿という分には自虐なので構わないけど、頭のいい人に言われると、本当に馬鹿にされているみたいでカチンとくる。

			「ああ馬鹿ですよ！　だから教えてって言ってるの！」

			「な……なんでも教えてもらえると思わないで、少しは自分でも考えなさい！」

			　だんだん本気の喧嘩腰になってくる。こんなことしたくないのに、勢いがついて止まらない。それに、真桜だって彼女の気持ちを理解しようと、一生懸命考えた。その努力さえ否定されたみたいで、それが無性に許せない。

			「考えても分からないから聞いてるんじゃない！　意固地にならずに答えを教えてよ！」

			「な、なによその開き直りは！　いいわよ、教えてあげる！」

			　真桜の苛立ちに怜那が釣られた。自暴自棄気味に感情を爆発させる。

			「そんなの……そんなの、真桜が好きになったからに決まってるでしょうっ!!」

			　デジャヴだろうか。ついさっき、同じようなセリフを言われた気がする。耳を疑う言葉に顔は硬直、真桜の思考はまたも停滞。暴言の応酬が止まったのはいいけれど、今度は怜那の収まらない怒りを一方的に浴びる羽目になった。

			「ホントに真桜って身勝手！　私を好きにさせておいて、今度は別れましょう？　どこまで振り回せば気が済むのよ!!」

			「待って！　ちょっと待って！　あの……大丈夫？　あたし、怜那を困らせてばっかりいたんだよ？　好きになんてなるはずない……よね？」

			「好きになっちゃいけないの!?　真桜が、私に好きになれって言ったのよ？」

			　冷静になれと呼びかけたつもりなのに、彼女はますます激昂した。その勢いに巻き込まれるように、真桜も思わず叫び返した。

			「そ……それはそうだけどさ！　でも、カラオケの時はあんなに好きって言うのを渋ってたじゃない！　なのに、なんで今日はそんなにハッキリ言えるの!?」

			　あんなにグズグズ泣きながら「好き」という言葉をためらっていた人とは思えない。そこを突っ込むと、怜那は再び言葉を詰まらせた。しかし今度は困ったからというより、真桜の顔に視線を向けたり外したりして、伝え方を探しているように見える。

			　そして、自分のシャツの胸辺りを握り、眼を合わせずに唇を開いた。

			「たぶん……あの、メールのせい……」

			「メール？」

			　聞き返すと、怜那は唇を尖らせて、少し怒り気味に頷いた。

			「私、本当は真桜のことをどう思ってるのか、自分でもよく分かってなかった。エッチだし、身勝手だし、すごく困った憎たらしい人で……」

			　ひどい言われようだ。でも事実なので、黙って侮辱の言葉の羅列に耐える。

			「なのに……お別れしようって文字を見た瞬間に……すごく悲しくなって、涙がいっぱい出て……どうしてそんな気持ちになるんだろうって考えたら……やだもう！」

			　そして急に叫んで、真っ赤な顔を両手で覆ってしまった。

			「分からない。いつこんな気持ちになったのか、自分でも全然分かんない……」

			　か細い声に、心臓を掴まれる。真桜はゆっくり立ち上がり、彼女を抱き締めた。ほっそりとした身体が、腕の中へ素直に収まる。

			「やっぱり変だよ。あたし、怜那に好かれるようなこと、ひとつでもした？」

			　嫌われる心当たりならいくらでもあるけど、その逆は皆無。けれども怜那は、真桜の胸に頬を当てながら、しっかりと頷いた。

			「あなたは、私の味方って言ってくれた……。あなただけが、本当に私の味方でいてくれた……。お友達になってくれたのは、あなただけ……」

			「そ……それだけ？」

			　驚く真桜に、彼女はもう一度頷いてみせる。

			「大事なことよ。少なくとも……私にとっては」

			　それは、本当に小さな呟き。けれども、真桜の胸にものすごく重く響いた。

			　でも、抱き締められているのに気づいたら、急に恥ずかしくなったんだろう。彼女は両手でぐいっと真桜を押し返し、強気な顔を近づけた。

			「さ……さあ！　私は答えたわよ。次は真桜の番。いつから私を好きになったの!?」

			　もちろん、こんな態度の急変も、照れ隠しなのだと今なら分かる。だから真桜は、そんな健気な彼女のために、正直に答えることにした。

			「分かんない」

			　たくさん抱き合って、たくさんキスして、身体を触れ合わせるたびに、仏頂面ばかりだった怜那の新しい顔が見られて、それが新鮮で。それがすごく可愛くて。

			　そしていつの間にか、少しでも離れるのが苦痛になっていた。だから、いつからなんて聞かれても、分からないとしか答えようがない。

			「そんな……ずるい！」

			「ずるくないよっ！　おあいこでしょ!?」

			　せっかくいい雰囲気になったのに、また口論になる。それに、好きな理由を真正面から答えるなんて照れくさい。でも怜那に対して、その対応の仕方は間違い。

			「こっちが真面目に答えてるのに……。も、もしかして……好きって言ってくれたのは、憐れみ？　友達のいない私が寂しそうに見えたから、それで……」

			　急激に、彼女から自信が失われていく。まだ強い委員長のイメージの方が強いから、意外と弱虫なのを忘れてしまう。それに、真桜を信頼してくれているから、こうして本音の顔を見せてくれているのに。それを、つまらないプライドで裏切ってはいけない。

			「違う違う！　もー、すぐ拗ねるぅ。あたし本気、本気で怜那が好きなの！　強がってるところも、そんな風にホントは弱々しいところも全部！」

			　言葉で強調しようとするほど、空々しくなってしまう。怜那の顔も曇ったまま。

			「ほんと……世話の焼ける子だなぁ」

			　なだめるように髪を撫でると、彼女は、頭を肩に預けてくれた。淡い吐息が首筋にかかり、思わず、腰を強く抱き寄せてしまう。

			「ごめん。あたし頭が悪いから、あんまり上手に説明できない。でもね……本気じゃなかったら、授業サボってまで、ここに来ないよ」

			「……本当だ。まだこんな時間。真桜って、悪い子ね」

			　静かな声が、耳をくすぐる。どこか意地悪な響きに、心地いいゾクゾクが背筋を走る。

			「そうだよ。あたし悪い子なの。だって……今、すっごく、怜那とキスしたい……」

			　彼女の孤独や寂しさを癒したいわけじゃない。ただ、こうしていつまでも触れていたいだけ。それを言葉以外で伝えたくて、唇を寄せる。

			「だめ」

			　なのに、それを人差し指で止められた。もしかして、真桜の気持ちが通じずに冷めてしまったんだろうか。

			「あんな、つい勢いで、みたいな告白じゃ嫌。もっとちゃんと言って」

			　不満そうな眼だけを真桜に向けてくる。勢いついでの告白は、怜那だって同じだろう。反論しようとしたけれど、恥ずかしげに染まる頬で、それは真桜への文句というよりも、むしろ彼女自身に向けられていることに気がついた。

			　呼吸を整え、相手の瞳を見詰め合う。互いの腰を両手で抱き寄せ、そして、おでことおでこをコツンと合わせた。

			　でも、言葉が出てこない。彼女の濡れた瞳が、まるで涙を浮かべているように見えたから。それが、さっき泣かせてしまった親友を思い出させて、胸がズキズキ痛くなる。自分だけが幸せになることに、どうしても罪の意識が拭えない。

			　真桜が他のことを考えているのは、すぐ怜那にも伝わった。彼女はなにも尋ねない。まるでなにを悩んでいるのか見抜いているように、力強い瞳を寄せてくる。そして、自分の右手を、真桜の両手に包ませた。

			「そんな情けない顔してたら、私が逃げちゃうかもしれないわよ」

			「…………え？」

			「前に、私が困ったら助けてくれるって言ったわよね。私も真桜の力になる。なにがなんでも解決してみせる。……私、こんなだから、自信なんてないけれど」

			　いつか真桜が言ったことを、苦笑しながら返してくれる。言葉とは裏腹に、不思議と説得力がある。

			「どうしたの？　やけに自信たっぷりじゃない」

			　ある意味、とても怜那らしくない。微笑みながら首を傾げると、彼女が顔を赤らめた。そしてなぜか、急に視線を逸らす。なにをそんなに動揺しているのかと思ったら。

			「じ……実は、真桜が来る直前に、西端にしはしさんから電話があって……事情はだいたい……」

			「遥からって……じゃあ知ってたの？　愛実とケンカしたことも!?」

			　怜那は、まるで格好をつけたことを恥ずかしがるように、目をつぶってコクコク頷く。

			「それで、遥はなんて？」

			「あの、西端さんがというより、市河さんからの伝言っていう形だったんだけど……」

			　愛実からの伝言。真桜は、無意識に息を止めて聞き入った。

			「真桜は大事な友達だから、委員長なんかには渡さないって。それでも欲しいって言うなら……市河さんが嫉妬で死にたくなるくらいにラブラブになってみせろ、ですって」

			　ひどく回りくどいけど、これは愛実が、怜那との仲を認めてくれたということ。それだけでも涙が出るほど嬉しいのに、彼女は、真桜を友達だと言ってくれた。あんなにひどい傷つけ方をしたのに。

			「怜那……。あたし、どうすればいい？」

			　愛実の思い遣りは、むしろ、より真桜を惑わせた。人を好きになったのも、誰かに好きと言われたのも初めて。愛実の心を、こんなに犠牲にしていいんだろうか。覚悟を決められない真桜を、怜那が抱き寄せる。そして頬に頬を当て、小さな声で囁いた。

			「……あなた、私のご主人様なんでしょ？　だったら、しっかり捕まえていて」

			　それは、励ましのようでいて、懇願だった。回した腕に力が入る。真桜を、誰にも渡すまいとするように。

			「怜那……」

			　彼女は答えない。ただ、首筋に顔を埋めるだけ。怯えるように震える身体を、真桜もしっかりと抱き締める。

			（あたしって……本当に馬鹿なんだなぁ……）

			　迷う分だけ、怜那を悲しませる。愛実の決意も思いも、全部無駄にすることになる。だから、真桜は、もう迷うのをやめることにした。

			「…………怜那、好きです。あたしの、彼女になってください」

			　静かに眼を閉じ、はっきりと、告げる。嘘偽りない、素直な気持ちを。それなのに答えがなかった。いくら待っても怜那の声が聞こえない。目蓋の裏が作る暗闇の中、不安が押し寄せる。やっと想いを口にしたのに、まだ不満があるんだろうか。

			　なんだか、抱き締めた身体が小刻みに揺れている。薄目を開けて怖々と確かめる。すると、一体どういうことなのか、彼女は声を殺してクスクス笑っていた。

			「なんだか、私たちって本当に順番が目茶苦茶ね」

			「そ、そんなことで笑ってるの？」

			「うん。いつも読んでる本でも、こんなの見たことない。んふ、ふふふっ」

			　ついに含み笑いが声になった。必死の告白も、これでは拍子抜け。でも、確かに怜那の言う通り。エッチから始まって、それからキスして、告白が一番後回し。そしてふたりとも女の子同士。なんてデタラメなカップルなんだろう。

			「ね、ねぇ怜那。それより、ちゃんと返事聞かせてよ」

			　心変わりなんてないと思っても、やっぱりきちんと言葉で聞きたい。すると、彼女から笑みが消えた。上目遣いの真剣な眼差しで、真桜の瞳を真っ直ぐ射抜く。

			「私も……真桜が好き……」

			　熱く呟きながら、唇を重ねてきた。この小さな触れ合いだけで、堪らない幸福感が胸に満ちる。怜那が、愛実が、遥が、自分を大切にしてくれる。その幸せを、このキスで噛み締める。この温かさがあれば、他になにもいらない。

			　なんて思ったのも、ほんの一瞬。舌の根も乾かないうちに、彼女の濡れた舌が欲しくて堪らなくなった。唇をくすぐる吐息が、真桜の欲情を煽り立てる。小さな幸せだけでは、もう我慢できない。
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			「はぁ……」

			　口を開き、舌を伸ばそうと思ったその時、ぬるりとしたものが入り込んできた。まさか先制攻撃を受けるなんて思わず、不意を突かれて目を開く。ほんの数センチ先に、怜那の欲情に濡れた瞳があった。目蓋を半ば閉じ、真桜を見詰めながら舌を捻じ込んでくる。

			「ん……ムッ！」

			　味蕾のザラザラが擦れ、背筋を甘美な痺れが走る。下半身から力が抜ける。よたよたと後ずさり、膝裏がベッドの縁に当たった。唇を重ねながら、ゆっくりと毛布の上に押し倒される。

			「怜那……。ふぁ……あっ!?」

			　緩んだ脚の間を、怜那の掌が這い上がった。太腿を撫で回し、スカートをめくる。下着が露わになって、腰回りに緊張が走った。指先でくすぐられ、下半身がますます強張る。そのくせ、ねっとり動く舌に口腔内を舐め回されて、頭の中がとろとろに蕩けていく。

			「ん、む……あふ、ン……ッ！」

			　ふたりの唾液が混じり合う、クチュクチュぴちゃぴちゃと卑猥な粘着音で耳まで辱められる。真桜は羞恥に耐えきれなくなり、彼女のＴシャツを掴んだ。襟が伸びてしまうのも構わずに、彼女はさらに激しく唾液を掻き回し始めた。

			「じゅるる、くちゅっ、ちゅるるる、じゅるんっ」

			「むふっ、んみゅ、ン……むぅぅぅぅっ！」

			　くぐもった呻きまでが、唾液と一緒に彼女の舌に搦め捕られた。お腹や胸が悶えて勝手に動く。身体が浮き上がりそうになって、両腕で怜那の肩にしがみつく。

			「怜……にゃっ！　なんか、あたし……ん、ちゅ、ちゅるちゅる、ちゅ」

			「はぁ……真桜…………はむっ、じゅぱ、じゅるじゅる、ちゅるっ」

			　別の手が首筋を逆撫でした。激しい歓喜が、頭の中から舌先まで一気に駆け抜ける。

			「ふぎゅ、ふぁ、あふ、ふぁ、あ、あ、ンあぁぁぁっ!!」

			　ビクンビクンと背中がしなる。手足の先まで全身が痙攣する。その間、彼女は真桜の肩をしっかり抱き締め、まるで母乳を与えるように唾液を吸わせ続けた。

			「ん、ん……ンっ」

			　強張っていた身体から力が抜ける。それを待って、怜那は、糸と表現するには太い唾液を引きながら、ゆっくりと身体を起こした。

			「真桜……もしかして、イッちゃった？」

			　怜那が、唇の唾液をぺろりと舐め取る。彼女に尋ねられるまで、真桜は自分が絶頂したのに気づかなかった。それほどキスに夢中になっていたのが恥ずかしくなって、肩を竦ませながら、小さく頷く。

			「キスだけでイッちゃうなんて、真桜ったらそんなに欲求不満だったの？」

			「そ……ッ！　そんなわけないでしょ！」

			「じゃあなんで？」

			　惚けた顔をぐっと寄せられ、顔が熱くなる。しかも彼女は、答えを催促するように下着の中心を爪でなぞった。それは、触るか触らないかの微妙なタッチ。直接の愛撫なしに絶頂してしまい、物足りなさを感じている性器には、生殺しのような刺激。堪らないウズウズが股間から広がるけれど、こんな意地悪になんか負けるものかと唇を噛む。

			「真桜のここ、すっごく濡れてる。そうよね、キスでイッちゃう淫乱さんだものね」

			「だ、だから違……。そ、そんな焦らさないで……お、お願いもっと……」

			「触って欲しかったら、言わなきゃいけないことがあるでしょ？」

			　今日の怜那は本当に意地悪だ。どうして、なんて考える余裕はない。彼女の指がわずかに動くだけで、ピリピリするような快感が背筋を貫く。もっと触って欲しくて、脚が攣るほど力が入る。下着の内側で淫らな割れ目がぱっくりと口を開き、物欲しげに垂らした涎を布地に染み込ませる。

			「ほら、正直に言いなさい。どうしてそんなに早くイッちゃったの？」

			「あぅ、あ、う……ンあっ！」

			　さっき怜那にご主人様と呼ばれたことが、真桜に口をつぐませる。けれど、そんな薄っぺらいプライドなんて、下着の中心を襲うわずかな指の振動で、簡単に粉砕された。

			「れ……怜那のキスが、キス、気持ちよくて…………イッちゃいましたぁ！」

			「んふ、よく言えました」

			「きゃあぁン！」

			　彼女の手がお腹を撫でたと思った瞬間、下着の中に突っ込んできた。恥毛をスルーし、いきなり陰唇を掻き回す。焦らされていた性器は悦びでビリビリ痺れ、またも軽く意識が飛ぶ。しかし、本格的な愛撫は始まったばかり。

			「ぼんやりしてはダメよ、ご主人様。しっかり感じて」

			「あ、でも……そこ、あ、ダメっ。あ、あん、はぁぁぁ……ッ、あふぅっ！」

			　喘ぐ口をキスで塞がれ、一瞬、呼吸困難になる。しっかりするどころか、怜那の舌が気持ちよすぎて思考をまともに保てない。交互に舌を吸い合うと、溢れた唾液が顎を伝って流れ落ちた。その感触すら快感になって、さらにキスにのめり込む。

			「ふふっ……はぁ、真桜ぉ……」

			　彼女はくねくねと唇を擦り合わせながら、真桜の服を脱がせ始めた。上着とベストを剥ぎ取って、ブラウスの前を広げる。真桜も自分で下着を脱ぎ捨てた。その間も、突き出された二枚の舌は踊るように絡み合って、服と一緒に理性まで剥がされていく。淫裂の愛撫よりもキスが気持ちよすぎて、また絶頂しそうな予感が背筋を震わせる。

			　しかし軽くとはいえ、自分はたった今イッたばかり。

			「ふぁ……ま、待って怜那……。今度は、あたしが……」

			「ううん。今日は、私がご主人様にしてあげるわ。いっぱいね……」

			　身体を起こそうとすると、怜那は唇を啄みながらそれを制止した。そして真桜の身体を滑り降りると、背中に両手を回してブラをずらす。乳首がカップと擦れて痛みにも似た痺れを生む。反射的にベッドから浮いた真桜の背中がシーツにつくより早く、怜那がぷっくりと充血した突起を口に含んだ。

			「あふぅんっ！」

			　半硬直だった桃色蕾が、舌を感じて一気に尖る。痛いほど伸び上がる突起をなだめるように、口腔内の熱さと唾液が纏わりつく。しかしそれは、むしろ乳首の感覚を鋭敏にするばかり。わずかな舌の動きさえ、閉じた目蓋の裏に映像となって映し出される。

			「真桜……ん、ちゅ……。おっぱい……ちゅぱっ、気持ちいい？」

			「き、気持ちいい……。乳首、もっと吸って……ふぁあう!?」

			　胸の愛撫に酔っていたら、予想もしていなかったところから快感が襲った。脚の間に跪いた怜那の五指が、両膝をくすぐっている。くるくると円を描くように蠢くたび、信じられないほどの快感が放電されて、爪先や太腿が感電したように硬直する。放置されたはずの淫裂からも、大量の蜜が脈打ちながら溢れ出す。

			「ひっ、あ、ンあぁっ！　それ、すご……怜那、すごい……ふあぁう！」

			　ただ膝を触っているだけなのに、じわじわと這い上がる気持ちよさにお尻が悶える。しかも、脚が大きく開いているので、彼女の眼には性器が丸見え。恥涎を垂らしているところを凝視され、羞恥に染まった腿が引き攣るように開閉する。

			「や……そ、そんなに見ないで……恥ずかしいよぉ……」

			「あら。とっても素敵よ、ご主人様。悶えてばかりいないで、どうぞ、して欲しいことをなんなりとお申し付けくださいな」

			　おどけた口調で、怜那が顔を覗き込む。舌舐めずりする妖しい笑みに、真桜は生唾を飲み込んだ。淫裂が、欲情で激しく疼く。快感が欲しい。彼女に触って欲しい。その濡れた唇で目茶目茶に愛して欲しくて、命令するより懇願してしまう。

			「キス……して……」

			　でも、愛撫を求めるのが恥ずかしくて、必死の思いで、それだけを言葉にする。顔を逸らしながら脚を開いて、震えながら彼女の唇を待つ。

			「どこにキスして欲しいのですか、ご主人様。私は馬鹿な奴隷なので、はっきり教えてくれないと分かりません」

			「そ、そんな……！」

			　唇に人差し指を当て、惚けた眼で左右に首を振る。これは絶対に分かっている顔だ。両想いになったので、きっと今までの仕返しをするつもり。そうと分かっていても、股間のウズウズが、限界が近いことを必死に訴えかける。

			「あ……あそこを……」

			「あそこって、どこ？」

			　聞き返されるたび、腰が物欲しそうに前後に動く。性器が突き出されるたび、熱い蜜を零してしまう。内腿を濡らすその感触さえ欲情を刺激して、もう我慢できない。

			「お……おま○こぉ！　怜那におま○こ舐めて欲しいのぉ!!」

			　死にそうなくらい恥ずかしい言葉を叫ばされて、気が遠くなりかけた。でも、そんなのは怜那が許さない。彼女は真桜の脚を思いきり広げ、恥裂に吸いついてきた。

			「ふあっ!?　あ、ふぁっ、あぁぁぁぁっ！」

			　羞恥なんて吹き飛ばす快感に嬌声が迸る。キスなんて生易しいものじゃない。舌が陰唇を乱暴に掻き分ける。粘膜を細かな動きで舐め上げたかと思うと、先端を尖らせ膣口を抉る。溢れる粘液を卑猥な音で啜り、張り詰めた淫核を激しく吸い上げる。

			「ひっ、ヒッ、ひぁっ、ひぃぃぃぃっ！」

			　真桜はベッドからはみ出した脚を、空中でばたつかせた。暴れるお尻をものともせず、怜那の唇がクリトリスを甘噛みする。強制クンニで強制的に培われたテクニックを見せつけるように、淫裂を悦びで満たす。

			「ちゅ、ちゅぱ、ちゅぱちゅぱ、ちゅるるっ」

			「あひっ、ひあっ、あん、あん、あぁンっ」

			　激しすぎる快感に目眩を起こす。助けを求めて両手を伸ばすと、怜那がそれを受け止めた。掌を合わせ、指を絡める恋人つなぎで、真桜の淫裂のさらに奥まで舌を突っ込む。

			「れ、怜那……っ！　すごい……き、気持ちよすぎて……おま○こ、痺れちゃう!!」

			「はぁぁ……あぁぁぁ……真桜ぉ!!」

			　不意に、彼女も切なげな声を上げた。いきなり身体を起こすと、飛びつくようにキスしてくる。互いに相手の首にしっかり抱きつき、自分の淫蜜でベタベタの唇を舌で拭う。同時に淫裂を指で掻き回されて、目蓋にピンクの火花が散った。

			「怜那、あたしまた……また、また……あ、あ……！」

			　急激に駆け上がる性感を止められない。それを我慢しようとするより早く、さっきよりも強烈な浮遊感が襲ってくる。

			「だめ怜那！　あたしイク、またイッちゃう、イク……イッ……くぅぅぅぅっ!!」

			　全身が強張った。彼女に無我夢中でしがみつく。なおも愛撫をやめない怜那のせいで、さらにもう一段、高い絶頂へと飛ばされる。

			「あぅん、それダメ！　も……もうやめて、許して怜……ふぁ、あ、あ……ぅンっ！」

			　ガクガクと腰が躍った。連続絶頂で呼吸ができない。

			「んふ……真桜、可愛い……」

			　それを見下ろしながら、怜那がＴシャツを脱ぎ捨てた。短パンと下着も放り出し、一瞬で全裸になってしまう。真桜も汗で肌に貼りつくブラウスを脱ごうとするけど、腕や指が震えてまったくできない。彼女は無言でそれを手伝ってくれる。丸裸になったふたりはベッドに横たわり、固く抱き合いながらキスに耽った。

			「はぁ……真桜、もっと、もっとちょうだぁい……」

			「ん、怜那……ふぁ……あ……！」

			　じゅるじゅると、怜那が真桜の唾を飲み込む。耳朶を噛み、首筋を舐め、鎖骨まで唾液でベタベタにすると、再び唇に舌を突っ込む。奴隷が奉仕するというより、ご主人様の身体を貪るような激しさ。

			「れ、怜那ってば……今日……やけに攻撃的……あぁぁぁう！」

			　彼女が身じろぎして、固く尖った乳首が擦れ合った。乳房で乳房を捏ね回し、やるせない快感に真桜も身悶えする。

			「あぁぁ真桜ぉ……。好き……大好きぃ……」

			　怜那の切ない喘ぎが胸を締めつける。脚まで絡めて必死な彼女の身体から、堪らない喜びと、そしてわずかな不安が伝わってくる。

			（あ、そっか。怜那は……）

			　攻撃的なんじゃない。彼女は、真桜に甘えている。今までそんなことができる相手がいなかったのに、両想いになったことで一気にタガが外れてしまった。でも同時に、手にしたことのない幸せが逃げてしまうのを怖れている。

			　なぜ、真桜にそんなことが分かるかといえば。

			（それって、あたしも同じだもん……）

			　親友はいたけど、誰かを好きになったのなんて初めて。この気持ちを、どう伝えればいいのかなんて分からない。彼女の背中をきつく抱き寄せ、唇と舌を捻じ込む。今、これ以上の表現なんて思いつかない。彼女を快感で包んであげることしかできない。

			「ふぁ、真桜ぉ！」

			　彼女の腰がカクカク動いた。真桜も同じくお尻をくねらせる。相手の太腿に淫裂を擦りつけ、粘る愛液を塗りつけ合う。あまりの気持ちよさに、ふたりの身体が自然に仰け反った。互いの脚を胸に抱え、性器と性器を密着させる。

			「ひ、あ、あ、ひぃぃぃ！」

			　淫裂同士が密着し、身体が痺れる。腰を前後左右に振り立てて、夢中で性器を擦り合わせる。これが貝合わせというのは本で読んだ気がするけど、そんな記憶なんて一瞬で吹き飛んだ。これ以上ない卑猥なキスに身体が歓喜し、勝手に動くのを止められない。
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			「れ、怜那……怜那！　これ感じすぎて……は、ふぁあぁ！」

			「私も……すご、すごい……！　気持ちよすぎて……壊れちゃう!!」

			　真面目な委員長が、躊躇もせずに快感に溺れている。頭が沸騰した真桜は、彼女のふくらはぎに口づけしながら、淫摩擦のスピードを上げる。陰唇がめくれ、濡れ襞々が絡み合い、ぐちゃぐちゃと蜜の掻き混ぜられる音を立てる。

			「あん、あんっ！　怜那ったら、やらしい音ぉ！」

			「ち、違う！　これは真桜の……ふぁ、はぁぁぁう！」

			　互いに非難し、責任を押しつけ合いながら、腰が止まらない。快感を与え合うことをやめられない。せめぎ合いの中、繋いだ手を引き合った。恥裂が蜜で滑って淫核を掠める。その小さな接触が、ふたりから快感以外の全てを吹き飛ばす。

			「また……またイッ……イク、イク……も、もう……イッくぅぅぅ！」

			「わ、たし……も……私も、真桜……真桜ぉぉぉッ！」

			　絡めた指が真っ白になるほど、全身の力を振り絞って絶頂に耐える。でも腰の痙攣が、重なり合ったままの淫裂を擦り続けてしまう。

			「真桜だめ、だめだめっ！　またダメに……なっちゃう、だめぇぇぇ!!」

			「怜那こそ、あぁぁう！　あそこ痺れて……ひッあぁぁぁン！」

			　痙攣が新たな快感を生み、苦痛に近い絶頂が続く。それでもふたりは相手の身体を離すことなく、いつ終わるかも分からない快感に浸り続けた。

		

	

			エピローグ　可愛い奴隷とご主人様と

			


			　怜那の停学は、一日で終わった。

			　愛実と遥が、あれは自分たちの悪戯だったと学園側に名乗り出てくれたから。

			「でも怜那も、あの写真は自分だって認めたんだよね。そこはどうなったの？」

			　ハンバーガーショップの狭い座席で、真桜は、隣に座る恋人に腰を密着させて尋ねた。

			「私が市河さんたちを庇ったってことにしたみたい。……なのよね？」

			　それを受けて、怜那が向かいの席に座るふたりに確認する。遥は苦笑し、愛実はむすっとしてドリンクのストローを咥えている。

			　下校途中の女子校生で溢れる店内は、ＢＧＭもあって騒がしい。人に聞かれていい話ではないのだけれど、四人だけで話すのは気まずいと、愛実が賑やかな場所を希望した。

			「委員長のためじゃないから。真桜りんのためだから。勘違いしないで」

			「はい。分かってます」

			　怜那が穏やかに微笑みかけると、ますます彼女は面白くなさそうにそっぽを向いてしまった。こうして不機嫌や我侭を装っていても、愛実が友達思いであることは、みんな分かっている。だから真桜はもちろん、怜那も感謝していた。

			　結局、怜那が停学したこと自体が取り消され、普通の欠席扱いになった。ただ、罪を被った愛実と遥は、もちろん悪戯でしたで済むはずもない。ひとりの生徒の経歴に傷をつけるところだったのだから。教師たちに相当きつく叱られ、停学になるところだった。

			　そうならなかったのは、怜那の口添えがあったから。被害者である彼女が懸命に、そして言葉巧みに庇うので、学園も厳しい処分を見送り、反省文で済まさざるをえなくなった。

			「誰かのために、あんなに頭を使って喋ったのは初めてだわ」

			　と、大仕事で疲れる怜那を見て、愛実たちが頭の回転の速さを羨ましくなったほど。

			　ともかく、これで全て片付いた。ただ、そんな中にあって、真桜は胸にモヤモヤを抱えていた。全ての元凶は自分なのに、この問題で唯一無傷でいることが許せない。

			「あ。これから三人の中では、真桜りんが仲間はずれね」

			　すると、まるでこれが報いだと言わんばかりに、愛実が軽い調子で言い放った。あまりに唐突だったので、飲みかけていたウーロン茶が気管に入った。

			「げほげほっ！　そ、それ……どういう意味!?」

			　やっぱり怜那との関係を許していないのか。思わぬ報復に咳き込んでいると、おかしなことに気がついた。どういうわけか、遥が真っ赤になって俯いている。

			「あたし、遥っちと付き合うことにしたの。だから、真桜りんと遊ぶ機会が、ちょっとは減っちゃうかも。……ま、まぁたまになら、今日みたいに四人で遊んでもいいけど？」

			「は？　え？　…………え？」

			　付き合うことにしたから先は、ほとんど聞いていなかった。信じられずに遥に目線を向けると、彼女も、消え入りそうに小さな声で告白する。

			「ま、愛実のこと……ずっと好きだったから……」

			　そういえば、彼女は常に愛実の味方だった。でもそれは、愛実の片想いの応援でもあったわけで、その心情を思うと、相当に辛かったはず。

			「遥……」

			「そんな顔しないで真桜。恋が実って、満足してるもの」

			　微笑む遥に、少しだけ救われる。愛実が「べーっ」と舌を出しながら、見せつけるように恋人の腕に抱きつくのも、むしろ罪悪感を和らげてくれた。

			「でも、ま。女の子同士ってのも悪くないかも。だって、遥っちのおっぱい、すっごく大きくて柔らかいし、先っぽなんて……」

			「きゃあぁぁぁ！　それ以上は言っちゃダメぇぇぇ!!」

			　遥が飛び上がって、愛実の口を塞ぐ。しかし逆に他の客の注目を浴びてしまい、真っ赤になって座り直した。真桜も怜那も、愛実の爆弾発言に目を丸くする。ふたりが恋人になったのだけでも驚きなのに、もうエッチまで発展している。

			「勘違いしないでよ。別に真桜りんに振られてヤケになったわけじゃないから。ただその…………興味が湧いちゃって……」

			　恥ずかしげに身を捩る愛実に、真桜と怜那は揃ってコクコク頷いた。間違いなく自分たちの影響で、責任を感じる。ただ、その表情からは嘘は感じられない。幸せそうだし、親友と喧嘩別れせずに済んでよかったと、心から真桜は思った。

			


			　そして、ひと月ほど経った頃、学園祭が始まった。

			　さんざん揉めたクラスの出し物は、コスプレカフェ。この学園祭は、前夜祭の恒例として有志の仮装行列があり、その格好のまま喫茶店をやってしまえという怜那発案の手抜き企画。衣装は各自で用意するので準備に手間がかからないとか、人気ランキングでご褒美を出すなど委員長の口車に乗せられて、全員一致で賛成した。

			　いざ始まってしまえば、みんなすぐに楽しくなって、競って衣装や内装に工夫を凝らし始めた。それが功を奏し、当日、クラスはお客の絶えない人気店になっていた。

			「うーん、委員長と真桜のトップは変わらないなぁ」

			　壁に張られた人気投票の途中経過に、クラスメイトたちが対抗心を燃やす。

			　怜那は、小さな角や羽を生やした、全身黒ずくめのミニスカ小悪魔。そして真桜は、とんがり帽子に黒マントを羽織った魔女。後は制服というのが、実は人気の秘訣。怜那の首輪を真桜が鎖で引っ張り歩いているのだけれど、悪魔が普通の少女にペット扱いされているという倒錯感が、予想以上に受けていた。

			「ふたりひと組なんてずるいー！」

			　文句を言ってくる愛実も、遥とお揃いのメイド服。彼女たちも二位と三位ながら、真桜たちに大差をつけられ焦っている。

			「ふふーん。あたしたち休憩の時間だから、その間にがんばって順位上げてねー」

			　悔しそうに舌を出す愛実を挑発し、真桜は怜那と教室を出た。他のクラスや屋台を見て回りはするけれど、もちろん、そんなものは後回し。使用されない音楽室に早足で入って内側から鍵をかける。

			「怜那、ここって本当にどこも使わないの？」

			「ええ。今回、音楽関係はみんな体育館のステージだから。それに、ここなら防音だし」

			　しっかり他の企画も把握している怜那が言うなら間違いない。途端に真桜は心が弾み、彼女の鎖を思いきり引っ張った。慣れないハイヒールでバランスを崩す小悪魔を、マントの中に抱き寄せる。そして頬に手を当て上向かせると、赤いルージュの唇を奪った。最初から舌を絡める濃厚キス。怜那も躊躇せず、積極的に唾液を送り込んでくる。その間、指に鎖を絡めて金属音を聞かせると、彼女の身体が小さくピクンと跳ねた。

			「あ、やン……っ」

			「怜那どうしたの？　すっごくエッチな顔してる……」

			　挑発じゃない。真桜は素直に驚嘆していた。恥ずかしそうに身を捩る彼女の瞳が、欲情色に染まりきっている。唇も呆けたように緩んで、表情に締まりがなく、まるで、早くも一度達してしまったかのような表情。

			「もしかして、これのせい？」

			「あんっ」

			　真桜は、彼女のミニスカートに手を忍ばせた。太腿から鼠径部をさかのぼり、そして、なんの障害もなく秘裂に辿り着いてしまう。

			「あは。委員長がノーパンで接客してたなんて知ったら、みんなどんな顔するのかな」

			　それは、真桜の命令だった。怜那の小悪魔姿に興奮しての悪ノリだったので、普通に拒絶するかと思ったら、素直に下着を渡されて戸惑ったほど。

			　それでもやはり、羞恥心がなくなったわけじゃない。

			「やだ、言わないで……。指、動かさないでぇ……」

			　怜那が竦ませた肩を震わせる。制服にしがみついてくる彼女の健気さは、むしろ真桜の嗜虐心を煽り立てた。

			「すっごい。指ヌルヌルぅ。これってキスで？　それともノーパンで興奮しちゃった？」

			「あ……あ、あ……っ」

			　指先で粘膜を擦りながら、耳元に囁きかける甘い尋問。彼女の身体が、真桜のひと声ごとに強張っていく。溢れる粘液も熱く、濃厚になって、指に纏わりついてくる。

			「そ、それより……キス、もっとぉ……」

			　これがあの委員長かと思うほど、欲情まみれの濡れた眼で舌を伸ばす。おねだり小悪魔があまりに可愛くて、真桜もキスしたい欲求で唇が疼く。けれど「ご主人様」としては、たやすく奴隷にご褒美をあげるわけにはいかない。

			「だーめ。ちゃんと答えないと、キスしてあげなーい」

			　目の前で舌をひらひら揺らし、怜那の欲求を煽る。彼女は喉を鳴らし、エサに食いつくのを必死に耐え、泣きそうな顔で小さく叫んだ。

			「りょ、両方ぉ！　ノーパンもキスも、どっちも気持ちよくて、濡れちゃいましたぁ！」

			　満点以上の解答に、真桜は高鳴る胸を抑えきれず恋人の唇にかぶりついた。しかし、今日の彼女はハイヒール。元々の身長差もあって、次第に真桜の方が仰け反る格好に。唾液を流し込まれ、それを舌で掻き回されて、ままならない呼吸に目眩を起こす。

			「ふぁぁ……」

			　立っていられなくなり机に腰掛けると、彼女は呆けた顔で、脚の間に跪いた。

			「ご主人様ぁ……あそこ、舐めてもいいですか？」

			「…………え、あ、うん。もちろんいいわよ」

			　高圧的な態度を装い、制服のスカートを摘み上げる。でも内心では困惑していた。跪いた怜那の、白い太腿が眼に眩しい。本当は真桜の方こそ、彼女の脚に吸いつきたかった。けれども、可愛い奴隷のおねだりにも逆らえない。

			「さあ、好きなだけお舐めなさい」

			　首輪の鎖を引っ張って、怜那の顔を股間に近づける。彼女は背中の羽を嬉しそうに揺らし、荒々しく下着を引き下ろした。真桜のそこも、すでに洪水。唇を押し当てられただけで、快感で腰が蕩けそうになる。

			「ふあぁぁぁン！」

			　激しい悦びで背中が仰け反る。机に手をつき倒れるのを防ぐけど、痙攣する太腿が持ち上がるのは止められない。脚で怜那に抱きつくと、彼女は顔と舌を淫裂奥まで一気に捻じ込んだ。仔猫がミルクを舐めるように細やかな動きで、淫唇や膣口の縁をくすぐる。

			「ひ、ふぁっ、あっ！　そこ、そこ凄……気持ち……いいっ！」

			　悶えるご主人様をもっと喜ばせようと、舌が淫核を転がし始める。ビリビリと痺れる快感で全身が歓喜にむせぶ。それでも真桜は、彼女の脚にキスするのを諦めきれない。涙目で天井を仰ぎながら、伸ばした舌で舐める真似をする。

			「ね……あたしも怜那にしてあげるから……早くイカせて……」

			「ん、ちゅっ。いいえ、ご主人様。もっともっと、私で気持ちよくなってください」

			「いや、そういうことじゃなくて……あん、あぁぁぁぁン！」

[image: ]




			　淫核に歯を立てて、聞き分けのないご主人様を黙らせる。鎖を握って奉仕させているはずなのに、まるでこちらが操られている気分。でも──。

			「い……いいの？　あたし、こんなに幸せで……」

			　この関係は、怜那の秘密を知り、脅して始まった。そんな自分が、彼女の恋人の資格があるんだろうか。時々悩むけど、そんな時、いつも彼女は優しい微笑みをくれた。

			「私もそう思う。だって、こんな素敵なご主人様、きっと二度と見つからないもの」

			　彼女も、実は秘密を分け合える人を求めていたのかもしれない。それを確かめる前に、従順で生意気な奴隷委員長は、ご主人様を絶頂させるために激しく舌を動かし始めた。

		

	



小説　あらおし悠ゆう

毎回、登場人物が心を通わす場面は苦心します。書いては直すの繰り返しで、何日も足踏みすることも。なかなか思うようには動いてくれないものです。というわけで、今作はこんなタイトルではありますが、自分の気持ちにすら素直になれない娘たちばかりです。可愛がってあげてください。




挿絵　鈴音すずのねれな

初めまして！　鈴音れなと申します。この度はあらおし悠先生の挿絵を担当させて頂き大変光栄です…！

実は初挿絵でして、それが百合作品になりめちゃくちゃ嬉しいです！　真桜と怜那のイチャイチャを絵で表現出来るように頑張りました。

百合は…百合はいいぞ…。

http://suzunonerena.com/
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